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プロローグ　教会の内情




　フィネが管理する島から脱出してゼルマの屋敷に戻ったが、周囲に帰還を知られるわけにはいかない。部屋で軟禁されている状況が続いている。


外に出られないという制限を除けば仕事もなく自由なのだが、やれることなんてほとんどなく、数日も経つと退屈になってしまう。さらに部屋にこもってばかりだと体が鈍ってしまうのも問題だ。俺たちは狙われる立場なので、心身ともに常に戦える状態を維持しなければいけない。




一瞬の油断が、生死を分かつ。




敵がいなくなるまで怠惰な生活はお預けだ。




ということで、行儀が悪いと思いつつも窓を開けながら部屋で素振りをしている。




全身の筋肉が疲労し、汗が浮かぶ。それでも剣を振り続けていると、同室にいるソフィーに声をかけられた。



「レギーナさんが晩ご飯を持ってきてくれました。一緒に食べませんか？」


返事をしようと思って動きを止めた瞬間、体が空腹を訴えてきた。




いつのまにか外は暗くなりかけている。



「ああ。そうしよう。すぐに準備する」


木剣を壁に立てかけて、ベッドに置いていたタオルで汗を拭く。




部屋の隅に移動して上着を脱ぐと、視線を感じたが気にしてはいけない。平静を装いながら真っ白いシャツに着替えて、料理が並べられたテーブルの前に立った。




今日のメニューは、肉が入った透明なスープと少し硬い丸いパン。これは屋敷で働くメイドたちと同じ料理らしい。




まとめて作られるので二人分増えても気づけず、俺たちの存在は隠し続けられるというわけだ。



「待たせたな。食べようか」

「はい」


椅子に座ってソフィーと一緒に食事を始めた。




パンをちぎってスープに浸す。水分を十分に吸収させてから口の中に放り込んだ。




塩味しかしないが、腹が満たされればいいので気にはならない。ソフィーも質素な生活に慣れているので、特に不満そうな顔はしていなかった。



「レギーナさんから聞いたんですが、ダンジョンに変化はないようです」


シェムハザから逃げ出して二週間ほど経過したが、それでも変化はないか。




不気味に感じてしまうほど静かでおとなしい。



「あいつらは何をしているんだろうな」

「私たちのことは諦めて、ダンジョンに引きこもってくれていればいいんですが……」


フィネが死んでシェムハザがダンジョンマスターになっていれば、ありえるな。一緒になった旦那様と楽しく過ごしていることだろう。




他のダンジョンマスターの勢力を取り込むことを止めたのであれば、マリーたちが生き残る道もある。



「ダンジョンのほうがおとなしいのであれば、今は教会を気にするべきだろう」


教皇がギフト能力を持つ俺やヤンのダンジョンを狙っているのは変わらない。ゼルマが反撃するための準備を進めているらしいので、終わるのを待っているのだ。




魔物だけではなく人間とも戦わなければならず、敵だらけの人生になってしまったな。



「ついに、あの人と戦わないといけないですね」


ソフィーは教皇の元婚約者だった。ヤツのことは知っているはず。




彼女の心の傷に触れてしまいそうなので今まで詳細を聞いてこなかったが、直接戦う前に情報を仕入れておくべきだろう。ソフィーの元婚約者の話なんて聞きたくない。そんな気持ちを押し殺しながら、重くなってしまった口を開く。



「教皇のことを教えてもらえないか？」


隠していた感情がソフィーに伝わってしまったのか、テーブルに乗せていた手を優しく握ってくれた。



「彼、カリウス三世には数回しか会ったことがありませんが、それでよければお話ししますね」

「元婚約者だったのに、数回しか会ったことがないのか？」

「はい。私より、お金と芸術に興味があったようなので」


金と芸術か、なんとも俗物的なものを好むんだな。まあ、田舎の教会に務めている司祭が村長と結託して、孤児を集めて虐待……みたいな話も聞くし、驚くような内容ではない。




理解はできないが、そういった存在が教会のトップにいるという事実に、一定の納得感はあった。



「いい具合に性根の腐った男のようだな」

「ふふふ、そうですね」


嫉妬心なのかわからないが自然と辛らつな言葉が出てしまい、ソフィーに笑われてしまった。




嬉しそうな顔をしているので、なんだか恥ずかしい。



「話を続けますね。カリウス三世は教皇になった途端、教会騎士にあてるべき予算を芸術や文芸に使い始めたんです。有名な絵画を買いあさって部屋や教会に飾るだけではなく、パトロンとして若手の作家を囲い込むこともしていたそうです」


ぶっ飛んだことをする男だな。教会騎士は教会の権威を保つために必要な組織だ。それを維持するための資金を浪費するなんて、周囲が許すはずがないだろ。大きい問題に発展しているはずだ。



「他のヤツらは、そんな暴挙を黙って見過ごしていたのか？」

「そんなことはありません。私も反対しましたし、他にも教会騎士の団長や一部の枢機卿、大司教も反対していました」


そうなるよな。とはいえ一部か。



「そこでカリウス三世は、貴族からの献金を大量に受け取り反対者に渡すことで黙らせたのです」

「金で解決か」


腐ってるな。とまでは、言わなかった。




言葉にしなくてもお互いに思っていることは同じだから。




あえて口に出すほどではない。



「結局、反対していた多くの方は、自分の利権が減らされることに怒っていただけなので、同じように甘い汁を吸えるのであれば反対しません。素直に従ってしまいました。もちろん、教会のあるべき姿ではないと今もカリウス三世と対立している人たちもいますが、そういった方々は信仰の行使を優先しているので、教会の運営には関わっていません……」

「現場でアンデッドと戦い布教を進めている人たちだから、反対しても教皇を引きずり下ろすまでには至らない、か」

「はい。組織運営に関わる反対者は、私みたいに追放されました」

「なるほど……」


どうやら俺が想像していた以上に教会内部は腐っていたようだが、話を聞いて疑問に思ったことがある。




それは教会騎士たちだ。



「アルマたちも、教皇には素直に従っているのか？」


騎士団長レベルであれば教皇に便宜を図ってもらっているだろうが、現場は違う。アンデッドを滅ぼすことにしか興味のない女もいるから、反発している人間も残っているだろう。一枚岩ではない。そう思ったのだ。



「教会騎士たちは教義に準ずることをよし、としています。極端な考えではありますが、教会の敵と戦っていれば満足なんです。ですから、組織のトップである騎士団長が教皇派なら、派閥争いに興味のない教会騎士や異端審問官たちも同じ派閥に入ることになります」

「だから、アルマも教皇派ということになるんだな」

「はい。カリウス三世の浪費に思うところはあるかもしれませんが、反旗を翻ひるがえすほどではないかと」


組織よりも目の前の悲劇と戦う現場の人間らしい考え方だな。




だからこそ、まだ救いはあるか。トップさえ変わればまともな組織になる。



「もし彼らが離反するとしたら……いえ、この話はやめましょう」


思わせぶりなことを言ったソフィーは、そのまま黙ってしまった。待っていても何も言ってくれないので、深く聞くのは諦めて話題を変える。



「なるほどな……。それが教皇派の実情か。現聖女派はどうなんだ？」

「現聖女派——エレノアさんですね」

「そうだ。あそこも教皇派と同じなのか？」

「少し違います。エレノアさんは聖女という地位にこだわっていただけで、他は普通です」


ああ、なるほど。ソフィーとエレノアの仲が悪そうに見える理由がわかった。ソフィーは聖女という立場には興味ないから、それが許せないのだろう。




エレノアが俺にちょっかいをかけてきたのは、未来の勇者とお近づきになりたかっただけだし。納得できる話だった。



「派閥にいる人たちも多少の浪費はしていますが、教皇派みたいに貴族にすり寄って、お金や利権を手に入れようとまでは思っていません。信者からの寄付や寄進を使って豪遊しているぐらいですね」


教皇は貴族を利用して金と利権を手に入れようとしているが、逆にすべてを貴族に奪取られる可能性もある。




そのリスクが怖いから、現聖女派は信者からお金をむしり取りましょうという考えなんだろう。教会の運営に回すはずの金で遊んでいるのだから、腐り具合が少しましなだけで、救いようがないのは変わらない。



「昔ながらの腐りかた、という感じか」

「そう……かもしれませんね」


遠慮のない言い方に、ソフィーは苦笑しながら返事をした。



「ですが、教会上層部からの支持は強く、教皇派も無視できない存在です」


教皇派は武力が支持基盤だとしたら、聖女派は教会の上層部が支持基盤なのだろう。両方とも一方的に潰せる相手ではないから、今は仲良くやっているように見せているというわけか。




敵対派閥の概要はわかった。後は元聖女派だな。枢機卿が教皇を失脚させるためにソフィーを飼い殺しにしていたという話だったが、現状も変わらずといった感じなのだろうか？



「二つの派閥のことはわかった。元聖女派はどうなんだ？」

「それは私が説明しよう」


この質問に答えたのはソフィーではなかった。




後ろを振り返ると、レギーナを引き連れたゼルマがドアを開けて立っていた。




俺たちは立ち上がろうと腰を浮かすが、ゼルマが手で制す。



「今はプライベートだ。楽にしていい」


部屋に入ってくると、空いている椅子に座る。




レギーナは後ろに立って警備をしている。目が合うと、小さく微笑んでくれた。




久しぶりに会ったが、同僚として見てくれているのは変わっていないようだ。



「元聖女派。ソフィーを旗頭にしてカリウス三世を引きずり下ろそうとしている勢力は、三つある派閥の中で最大規模ではあるが、発言力は弱い」


ゼルマの話は少しおかしい。派閥の力は、所属している人の数がそのまま力になる場合が多い。




元聖女派が最大規模というのであれば、他の二つを圧倒するとまでいかなくとも対等に戦えるはず。それなのに発言力が弱いときた。何か問題を抱えているのだろうか？



「数が多いのであれば、発言力も強くなるのが普通だと思いますが……」

「そう思うのも無理はない。これは元聖女派の弱みではあるのだが、教会内部でも地位が低い人々で形成されているため組織の力は使いにくい、といった状況なのだ」


田舎村の司祭やシスター、もしくは敬虔な信徒が派閥のメンバーというわけか。いや、本人は派閥に入っている自覚はないだろう。ただ、ソフィーが好きで教皇に反感を抱いている程度かもしれない。




それだったら数が多くても力は弱いはずだ。




派閥とは言えないぐらいのまとまりしかないのだろう。



「よく派閥が維持できていますね……」


枢機卿一人排除すれば終わってしまうような脆い派閥で、潰そうと思えばいつでもできるはずだ。




教皇派や現聖女派が、邪魔な派閥の存在を許している理由がわからない。



「ソフィーを支持している枢機卿が権能持ちだからな。発言力と影響力はバカにできない」

「権能……すると、その方も勇者認定されているのですか？」

「一応な。だが高齢なのと、創造できる物が戦いに向いてないから、名前だけの勇者といった感じだ」


教会にとって勇者とは特別な存在だと聞いている。




枢機卿が勇者そのものであれば、よほどのことがない限り現在の地位から蹴落とすのは難しい。それどころか敵対する枢機卿だって、勇者の言葉に耳を傾け、従わなければいけない場合もあるだろう。




勇者という称号にはそれほどの価値がある。




そう考えると派閥が維持できているのは不思議ではないし、教皇派や現聖女派がどうやって対抗しようとしているのか、ある程度はわかるというものだ。



「なるほど。すると教皇やエレノア様が私を狙っているのは……」

「予想したとおりだ。勇者の資格を持ったラルスを派閥に取り込んで、元聖女派を完全に黙らせようとしている。無論、教会の権威と軍事力を高める効果も期待しての行動だ。戦える勇者には、枢機卿以上の影響力がある」


同じ勇者を派閥に入れればいいのだ。




戦力としても期待できるし、何より年齢を理由に勇者の枢機卿を引きずり下ろして、新しい勇者を枢機卿にすることも狙える。




そうすれば元聖女派は自然消滅が期待できるうえに、運が良ければ取り込めるだろう。派閥の地盤は盤石なものになる。




全く俺の意思を無視した迷惑な考えだ。




権力者は例外なく自分勝手すぎて、嫌になってしまう。




理由がなくても逆らいたくなるな。



「勇者が欲しい教皇は、私を逃す気はなさそうですね……」


現聖女派を潰す道具として、勇者という称号が非常に有効だというのは理解できた。




こんな絶望的な状況だというのに、ゼルマは野性的な笑みを浮かべる。



「いいか、ラルス。だからこそ、つけいる隙があるんだ」

「どういうことですか？」


どうしても俺を手に入れたい教皇に隙があるだと？




ゼルマは何を考えている？



「勇者の存在を手に入れたカリウス三世は一人勝ちの状態になった後、独裁できる組織に教会を改編するだろう。そんな未来が来るかもしれないのに、現聖女派は黙って見ていると思うか？」


静観するなんてありえない。教皇にとって現聖女派は仲間ではないからだ。独裁的な権力を手に入れたのであれば、現聖女派を潰そうとしてくるだろう。



「教皇が絶対的な立場を得る前に、必ず動くでしょう」

「そのとおりだ。だからからこそ、元聖女派と現聖女派は手を組むことができる」


新しい勇者という存在が明らかになったことで、派閥のパワーバランスが崩れる可能性がでてきた。そのことを一番危険視しているのは、元聖女派ではなく、二番手の現聖女派なのかもしれない。




教皇は貴族とのつながりが強い。勇者というカードを手に入れてしまえば、武力と資金力、そして権威のすべてを手に入れたことになり、現聖女派の顔色をうかがう必要はなくなるのだ。




ゼルマの発言は、すべてにおいて説得力があった。



「これから敵対していた現聖女派と手を組み、カリウス三世を引きずり下ろす」

「なるほど……。教皇はやり過ぎたんですね」

　俺の呟きにゼルマは首を縦に振って肯定した。

「カリウス三世は欲深い。それは誰もが知っているからこそ、一人勝ちの状態を作らせてはいけないのだ」


正義感からくる発想でないのが悲しいが、俺たちに利するような動きであれば否定はしない。ここは、現聖女派にも頑張ってもらおう。



「今は元聖女派の枢機卿と一緒に動いて、現聖女派を説得している最中だ。それが終わればすぐに動き出す」


そう言ったゼルマは、決意のこもった目をしていた。




世界中に信者を抱えている教会、そのトップを一国の子爵、しかもその娘が失脚させようとしているのだ。相当な覚悟がなければやっていけないだろう。失敗すればすべてを失うだろうし、分の悪い賭けをしているなと思う。




だが勝てば、教会からのちょっかいがなくなるだけではなく、逆に味方につけられる可能性すらあり、ゼルマがエルラー家の当主になる未来も現実的なものになる。最高のリターンを得られるだろう。




そこまで計算して、ゼルマは動いているのだろうな。



「私は欲しいものを手に入れるためなら、何でもする。ラルス、ソフィー、最後まで付き合ってもらうからな」


久々に人間の世界へ戻ってきたが、この女は変わらないな。




そう思わせる言葉だった。




王都アクラへ





俺たちに今後の予定を伝え終わったゼルマは「準備だけしておけ」と言って、去って行った。護衛のレギーナも後に続く。




この部屋に残ったのは俺とソフィーしかいない。



「さっきの話は、どう思った？」


元とはいえ婚約者である教皇を蹴落とす計画が進んでいるのだ。ソフィーが個人的にどう感じたのか気になって仕方がない。



「そうですね……ゼルマさんの計画どおりに進めば、派閥の再編が進み、カリウス三世が失脚する可能性は高いと思います。そうなれば、ラルスさんに手を出すどころではなくなるでしょう。現聖女派が主流になれば、教会がヤンを手に入れようと動くこともなくなると思いますし、ラルスさんやゼルマさんの二人にメリットがあるかと……」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

「はい？」


首をかしげて、かわいらしい姿を見せたソフィー。俺が聞きたかったことは違う。




ゼルマが語った作戦の成否を聞きたいわけではない。教皇を攻撃することに対する感情の部分を聞きたいのだ。



「ごめん。質問の仕方が悪かった。教皇を失脚させる計画が進んでいる。その事実について、どう思うか聞きたかったんだ。一応、元婚約者だろ？　ほら……何か思うところがあるかなと」

「ああ、ラルスさんが気にしていることがわかりました」


やっと意図が通じたようで、ソフィーは納得したといったような表情をすると、すぐ笑顔に変わる。



「私にとってカリウス三世はどうでもいい存在です。興味はありませんが、私とラルスさんが生きていくうえで邪魔になるので消えてほしいと思っています。ゼルマさんの作戦には賛成ですね」


ぞっとするほど、冷たい声だった。瞳の色もどことなく暗くなったように見える。




ソフィーを支持している信者が聞いたら、考えを改めてしまうと思うほどだろう。




背中に汗をかいてしまいフィネといった強力な魔物と対峙したか、それ以上の恐怖を感じる。



「そ、そうか」

「はい。だから安心してくださいね」


一体、何に安心すればいいんだ？　とは、口が裂けても言えない。深く聞いてはいけないと直感がささやき、無言でうなずくしかなかった。




俺の心境の変化に気づいたのか、ソフィーは立ち上がると背後に回り抱きしめてきた。人の温もりと若い女性特有の甘い香り、そして柔らかさが俺を包み込む。




ソフィーのぷっくりと膨らんだ唇が、俺の耳に当たった。



「今も昔も、ついて行きたいと思ったのはラルスさんだけです。何があっても味方ですから、ずっと一緒にいましょうね」


なぜかカーリンを思い出してしまった。人間を破滅に導く悪魔の声。そんな風に感じてしまう自分を恥じると同時に思考を止める。




俺のことを考えて行動してくれているのに、その気持ちを疑ってしまうような行為だと思ったからだ。




どんなときもソフィーは文句を言うことなく、また逃げ出すこともなく、言葉どおりにずっと一緒にいてくれた。その気持ちは信じるべきなのだ。報いるべきなのだ。




ソフィーは聖女の称号に相応しい優しい女性で教皇への対応も心を痛めているが、表に出してないだけ。そう思うことにして、この話を終わらせることにした。




本当にいいのか？




そんな心の声を無視して。






◇　◇　◇





ゼルマとの会話から、数か月程度が経過した。




俺たちの生活は変わっていない。軟禁された状況は続いている。




農民出身の俺は学がないので、ソフィーと一緒に簡単な本を読んで勉強するといった生活を過ごしていたが、それも飽きてきた。




トレーニング、読書、ソフィーとのおしゃべり。




毎日、これの繰り返しだ。




代わり映えしない日々が続いている。




ソフィーは楽しんでいるようだが、このままだと退屈で死んでしまいそうだ。




せめて夜中だけでも外に出られないかゼルマに交渉してみよう。




そんな覚悟を決めた日に、俺たちのとりまく環境が大きく変わることとなる。



「枢機卿との話がついた。ヤンを出るぞ」


いきなり部屋に入ってきたゼルマが言い放った言葉だ。




説明がなさすぎて意味がわからない。




俺が戸惑っているとソフィーが返事をする。



「枢機卿とは、ペラギス様のことでしょうか？」


ソフィーから聞いたのだが、ペラギスとは元聖女派に所属している唯一の枢機卿の名前らしい。



「そうだ。ペラギス枢機卿だけでなく、現聖女派のノア枢機卿とも手を組めた。これからカリウス三世を引きずり下ろす最終準備にはいるぞ」


随分と時間がかかったが、ようやく攻勢にでるようだ。




退屈だった分やる気はあるのだが、俺には一つ心配があった。



「私が権能を持った勇者としてペラギス様に近づいてしまうと、彼の後継者として任命されてしまう心配はありませんか？」

　現聖女派は教皇の一強状態を避けたいと思っている。

　であれば、俺を勇者にして元聖女派に入れれば目的は達成できてしまうのだ。


正式に教会の勇者と認定されれば、ソフィーと一緒にいるのも難しくなる。そんなこと許せるはずがない。




自由気ままなゆっくりとした生活をするために、ここまで頑張ってきたのだからな。




もし、派閥に入れと言われたら死ぬ気で反発するか、ソフィーと一緒に逃亡することも視野に入れて行動する予定だ。



「その心配は無用だ。私はお前を手放すつもりはない。ノア枢機卿やペラギス枢機卿とも話はついていて、ラルスに手を出さないと約束してもらっている」

　それならまだ許容できる。

　ゼルマも当主争いが終われば、俺を自由にさせる約束は守るだろうし、問題はないだろう。

「わかりました。今は従わせていただきます」

「今は、か。その強気な姿勢は変わらないな。いい男になった」


一瞬だけ、目つきが鋭くなったゼルマだったが、すぐ元に戻る。




いくら褒めても俺の態度は変わらないのだが、心配したソフィーが手を握ってきた。安心させるために俺も握り返す。



「まあいい、話を続けよう。ペラギス枢機卿がノア枢機卿と手を組んだので、後はカリウス三世を支持している枢機卿の一人を取り込めば、五人いる枢機卿の内、三人はこちら側になる。そうすれば教会会議を開き、教皇の罷免ひめん要求ができるぞ。ヤツがその要求を退けることは不可能だろう」

「その教会会議とは、そこまで効果があるのですか？」

「教会の黎明期れいめいきから続く由緒正しき場だ。各国にいる大司教以上を集めて開催される。話す内容は教義や信者の管理、新教皇の任命など多岐にわたり、そこで決まったことは例え教皇といえども覆すことはできない」


今は教会会議で教皇をつるし上げる根回しの最終段階で、味方になってくれそうな枢機卿を口説き落とすのに、俺の力が必要だからヤンを出るというわけか。




ようやく全貌が見えてきた。



「それで、私は何をすればいいのですか？」

「指定した魔物を倒せば、教皇派から別の派閥に乗り換えてもいいと言っている枢機卿がいる」

「その魔物を私が倒せばいいのですね」

「そういうことになる。向かう場所はロンダルト王国の王都アクラだ」


お偉方が住む場所といったらこの国の王都しかないので、ヤンを出ることに疑問は湧かないが、馬車を使っても一週間はかかる。




長い移動になりそうだな。



「魔物の種類はわかっていますか？」

「いや、教えてもらえなかった」


倒す相手がわからないのに、戦えるはずがない。




無謀な冒険者であっても事前に敵の情報を集める知能はある。




ゼルマが交渉相手にしている教皇派の枢機卿は、底辺といわれている冒険者より知能が低いんじゃないのか。



「その依頼、大丈夫なのでしょうか？」

「ラルスの言いたいことはわかる。だが、事情があるようで詳細は直接会ってでしか伝えないと強固な姿勢を見せている」

「それが作戦の成否に関わると言っても？」

「ああ。ダメだった。考えを変えるつもりはないようだ。嫌なら今回の話は断ると言うほどだったぞ」

　手紙では話せない魔物か……特大の問題を抱えているな。

　戦う相手がダンジョンマスターであれば、秘密にする必要はないので今回は関係ないだろう。


普通のアンデッドだったら教会騎士たちが処分して終わる。




敵対している俺たちに依頼しなければ倒せないほど困っているのであれば、表沙汰にできない事情の一つや二つは間違いなくある。それこそ、バレてしまえば枢機卿の立場が危うくなるほどに。




もしかしたらゼルマは、教皇を引きずり下ろす別のプランとして枢機卿の弱みを利用することまで考えているかもな。



「この依頼の成功が教皇の失脚につながるのであれば、多少の無茶、無謀は受け入れましょう」

「ラルスならそう言ってくれると思っていた。期待しているぞ」

　ゼルマの手が俺の肩に乗った。

　端整な顔立ちが近づく。

　性格に似合わず甘い香りをさせている。

「迷惑をかけるが、必ず働きに報いる。頼んだぞ」

　貴族らしくない発言が聞こえたのは、俺とソフィーぐらいだろう。

　世界的な組織である教会との戦いは、破滅と隣り合わせだ。ゼルマは少し弱気になっているのかもしれない。

「ゼルマ様が裏切らず、ソフィーを庇護し続ける限り、戦いましょう。我々は共犯者ですから」

　騎士就任時に宣言した言葉をアレンジして小声で言った。

　俺たちはこれから、教会そしてエルラー家と戦う。


その結果、世界がどうなってしまおうが関係ない。



　ゼルマは当主になるため、俺たちは邪魔な権力者に消えてもらうため、お互いに利用しながら戦う仲間である。

　そのことを伝えたからなのか、ゼルマの表情が柔らかくなったように感じた。

「ラルスの期待に応えられるよう、努力し続けよう」

　俺の顔からゼルマが離れた。

　人生をベットしてもいいと思える、覚悟を決めた者の目をしていた。




◇　◇　◇




　翌日の早朝。部屋に置いていた武器や防具、マントを身につけて携帯食料をポーチにしまい、毛布や予備の服などを荷袋に詰め込んでいく。


これから王都アクラまでの旅が始まるのだ。




隣で同じように私物を詰め込んでいるソフィーを見る。




歌を口ずさむほど機嫌はよい。



「楽しそうだな。やっぱり住んでいた場所に戻るのは嬉しいのか？」

「不謹慎かもしれませんが、少しだけ……あそこには友人もいるので」

　王都アクラは聖地の一つとされていて、数人の枢機卿が住んでいる。


そういった事情もあって、聖女として活動していたとき、ソフィーもアクラに住んでいたのだ。知り合いがいても不思議ではない。




ヤンに来た経緯を考えると、もう二度と会えない覚悟をして別れていたはずだ。再会できるとなれば嬉しくなるのもわかる。




仕事があるので自由な時間はなく、そういった友人に会えることはないだろうが、それでも僅わずかな可能性に期待してしまうものなんだろう。



「すべてのゴタゴタが終わったら、その友人と会えるといいな」

「はい！　そのためにも頑張らないと、ですね」


返事をしてから小さく拳を握った姿がかわいらしく、思わず抱きしめてしまいそうになるが、ぐっとこらえて我慢した。




拒絶されることはないだろうが、これから教皇と戦いに行くのだ。今から気を抜いたような言動は慎むべきだろう。



「そうだな。一緒に頑張ろう」


短く返事をしてから手早く準備を終わらせてソフィーと一緒に外に出ると、屋敷の前には馬車の列があり、大勢の人間が集まっていた。




この集団は二つのグループに分かれている。




列の先頭のほうは教会騎士たちが集まっていて、その中心にいるのはアルマだ。




教会騎士たちは教皇派と言われているが、それはトップが教皇を支持しているだけで、現場は派閥争いに興味はない。ゼルマは何か理由をつけてアルマたちを協力させたのだろう。




馬車には重要人物がいると思うのだが、嫌な予感しかしないので確認は後回しにする。




もう一つのグループを見ると、すぐにゼルマを発見した。




僅わずかな私兵と、数合わせに雇ったと思われる冒険者に指示を出している。




レギーナは別の仕事をしているので、代わりにローザが護衛をしているようだ。




挨拶をするためにソフィーを連れて近づくことにした。



「お待たせしました」

「ラルスか。ちょうどいい。お前は教会の馬車に乗れ」


なんだか疲れた顔をしている。




素直に従ったほうがいいのだろうが、あそこには近づきたくない。



「教会関係者は信用できません。後方の馬車にしてもらえませんか？」

「気持ちはわかるが、今回は無理だ」


二本の指で目頭を押さえながら、ゼルマが話を続ける。



「同席する相手はお前も知っている。襲われることはないだろう。安心して行け」

「ですが……」

「それでも不安ならローザをつけてやろう。何かあれば盾として使え」


ゼルマの後ろで、ものすごく嫌そうな顔をしているローザだが、悲しいことに奴隷の身分に拒否権は存在しない。




まあそれは、騎士になった俺も似たようなものだが……。




死なばもろとも、というわけではないが、道ずれにしてやろうじゃないか。



「お気遣いありがとうございます。それではローザをお借りいたします」


多分、ローザが奴隷じゃなかったら罵声を浴びせられていただろう。




そんな表情をしていた。



「行こう」


ソフィーとローザに声をかけて、教会騎士たちが集まっている馬車の元へと向かう。




ゼルマの姿が見えなくなると、後ろから不機嫌なオーラを出し続けていたローザが話しかけてきた。



「あんた、本当に依頼を受けるの？　行動の意味わかってる？」


後ろは向かず、歩いたまま返事をする。



「最悪は教会との全面戦争になる、だろ。そのぐらいは理解しているさ」


貴族の後ろ盾——ゼルマがいるが、教会は脅威だと感じないだろう。教会という組織にケンカを売ると聞いたら、普通なら無謀だと逃げ出すのが正解だ。




だが、そんな分の悪い戦いをしてでも、俺はあの島で経験したソフィーとの自由な生活を人の世界で再現したいのだ。




怯えてコソコソ隠れるような逃亡生活はダメだ。




何の不安もない日々を送るために戦うしかない。




そのためなら、どんなことだってやって見せようじゃないか。



「ふーん。結構なこと。でも、私はごめんよ。巻き込まないでくれる？」

「それは俺じゃなく、ゼルマ様に言うんだな」

「できたら苦労しないわよ」


だろうな。奴隷にそんな権限はない。




言ったら最後、反抗的だと思われて処罰されてしまう。



「騎士という立場があり、食事に困らない生活をしているのに……私には理解できないわね」


金と地位が好きなローザには、俺が欲しているものの価値は一生わからないだろう。これ以上の会話は無意味だ。




行きたくないと駄々をこねるローザを無視して進んでいると、教会騎士の集団からアルマが抜け出して、こちらに向かってきた。



「死んでいればよかったのに」


第一声が、嫌みだった。




非常に機嫌が悪い顔をしている。




俺がダンジョンで行方不明になったと知った教会から、アルマに調査の指示が下っていた。ずっと探していたのに見つからないどころか、いつの間にかヤンに戻っていたのだから、苛立っていても不思議ではない。




どれだけ迷惑をかけたのか知らないが謝るつもりはないし、暴言を吐くようなヤツに気を使うつもりもなかった。



「生き残ることに関しては自信があるからな」

「ほう、では、この場でその自信とやらを砕いてやろうじゃないか」


アルマは腰にぶら下げていたメイスを持つと、体内の魔力を練り上げてプレッシャーを発してきた。俺も対抗すれば即座に戦闘が始まるだろう。そんな肌がひりつくような空気が辺り一帯を支配している。




教会騎士は突然、アルマが暴れ出しそうになって驚いているが、止めるような動きはない。むしろ応援しているような雰囲気さえある。どうやら俺はアルマだけでなく、教会関係者全体に嫌われているようだ。




ローザは後ろに下がったような気配を感じた。




お前も生き残るのは得意そうだな。




そんな中、臆することなくソフィーが俺とアルマの間に立つ。



「アルマ姉さん。私たちは長旅を一緒に行動する仲間です。そのぐらいにしてもらえませんか？」

「…………」


無言で見つめ合っていた二人だが、アルマが根負けしてメイスをしまう。




魔力のプレッシャーも霧散した。



「この場は、ソフィーの顔に免じて許してやろう」


なんでお前に許されなければいけないんだよ、と突っ込んでやろうと思ったが、そんなことをすればソフィーの努力を無駄にしてしまう。




吐き出したい言葉をグッと飲み込み耐えることにした。



「ついてこい。お前が乗る馬車まで案内してやる」


アルマは反転すると勝手に歩き出してしまった。




ソフィーを見ると軽くうなずく。




ここは、おとなしくついて行くか。



「ローザ、行くぞ」


逃げだそうとしたローザに命令を出してから、俺たちはアルマの後を追う。




背後からまた不機嫌なオーラを感じるが、無視だ、無視。




アルマが前に進むと、教会騎士たちは避けて道ができる。




誰に止められることなく他より二回りも大きい馬車の前に着いた。



「お前たちは、これに乗れ。本来なら奴隷の女は外で歩いてもらうのだが、今回は特別だ。ありがたく思うんだな」


言い終わるとドアを開けて、俺たちが中に入るのを待っている。




誰がいるのかわからないが、ゼルマのように偉い人がいるのだろう。




一度だけソフィーの顔を見てから歩き出し、ステップの上に足をのせて中に入る。




馬車で待っていた人物は、ゼルマが言ったとおり顔見知りだった。




左右の髪を高い位置でまとめ、肩まで届く長さまで伸ばした金髪の女性、エレノアだ。つり目なのは変わらず、赤い虹彩こうさいはキラキラと光っている。



「お久しぶりです」

　挨拶すると、エレノアは優しく微笑みながら話しかけてくる。

「ダンジョンで行方不明になったと伺って、心配しておりましたのよ？」

「長期探索をしていたら、そんな噂が出回っていたみたいですね。ご心配をおかけして申し訳ありません」


嘘だとわかるような言い訳ではあるが、建前があるというのが重要だ。




長期探索を否定できる証拠などないので、エレノアたちはその話を受け入れるしかない。




「あなたが無事だったのでしたら問題ありませんわ。さ、中に入ってくださいな」



「ありがとうございます。お邪魔いたします」


馬車に乗り込み、金の刺繍をされた肌触りのよい赤いクッションに腰を下ろす。次にソフィー、ローザといった順番で中に入り、最後はアルマまで付いてきた。




お前も同じ馬車に乗るのかよッ！




俺を挟み込むような形でソフィーとローザが座り、向かい側にはエレノアとアルマがいる。




パタンとドアが閉まる。




御者がやったのだろう。




室内には五人いるが、スペースに余裕があるので狭いという感覚はない。それなのに、なぜか圧迫感があって息苦しさを感じてしまう。




アルマは俺を睨んだままだし、エレノアとソフィーはニコニコと笑みを浮かべながら、お互いを見つめている。ローザは誰とも目を合わせようとせずに、下を向いていた。




馬の嘶いななきとともに馬車が動き出したが、全員無言のままだ。




隣から「だから嫌だったのに……」と、俺にだけ聞こえる声でローザがつぶやいた。




ローザが感じている圧迫感はアルマのせいだろう。不機嫌な感情をずっと表に出しているからな。そういった態度はよくない。注意するべきか考えていると、ソフィーがエレノアに話しかけた。



「……なぜ、エレノア様がいるのですか？」


現聖女派の筆頭が、ここにいる理由。




俺もずっと気にしていたことを、ソフィーは正面から聞いた。



「あら？　ここにいるのが、そんなに不思議なことかしら？」


エレノアは答えずに質問をした。




今回の作戦にエレノアは不要だ。疑問に思って当然だろうと、そういった言葉が喉から出かけたが飲み込む。事情を知らない俺が踏み込んでいい領域ではない。いったんは、ソフィーに任せよう。



「はい。だから聞いているのです。エレノアさんは、現場に来られるような立場ではないですよね」

「聖女はお飾りじゃありませんのよ。危険な場所でこそ輝く存在だとは思わなくって？」

「そのとおりですが、だからといって些細な事件に動くことはありません。今回の依頼は、それほど重要なのでしょうか？」

「そうねぇ……教えて差し上げても構いませんけれど。まずは席を替わってくださらないかしら？」

「席、ですか？」

「ええ。わたくしはラルスの隣に座りたいんですの」


ピシッと空気が張り詰めるような音が聞こえた。ソフィーとエレノアの魔力がぶつかり合い、今すぐにでも戦闘が始まりそうな雰囲気だ。隣にいるローザは壁だけを見て、関わりたくない意思を表明しているし、アルマはなぜか俺を睨みつけている。教会関係者なんだから、お前が何とかしろよ……。



「向かい合っているほうが話しやすいので、このままでいいと思います」

「あら、でしたらお話が終わってから席を替わってくださる？　そういうことでしたら、教えて差し上げてもよくってよ」


笑いながらエレノアが挑発する。




対するソフィーは強気の姿勢を崩さない。




「……安心してちょうだい。冗談ですわ」



　これ以上、ソフィーと揉めたくないから引いたみたいだな。

　越えては行けないラインをわかっている。憎めない性格だなと思ってしまう。

「面倒な話はさっさと終わらせてしまいましょう」


エレノアのまとっている空気が一気に変わった。




挑発するような笑みは消え去り、厳粛な聖女っぽい雰囲気が出ている。



「わたくしは現聖女派の筆頭と言われてはいますが、結局はカリウス三世に対抗したいノア枢機卿のお人形。素直で言うことを聞く聖女だからと丁寧に扱われているだけで、少しでも反発すれば、すぐに自由を奪われてしまいますわ。その程度の存在ですの」


それがこの場にいる理由につながるのか……？




実権を握っているのはノアで、エレノアは象徴的な存在でしかない。そのことに不満を思っているから俺たちに協力すると言いたいのか？




今回の件については、現聖女派と元聖女派はすでに手を組んでいるのだし、そんなことをしてもお人形なのは変わらない。



「少し前でしたら、それでも不満はありませんでしたわ。わたくしは聖女という立場になりたくて、頑張ってきたのですから」

「今は不満があるんですよね？」


答えを知っているような聞き方だった。




エレノアは自虐的な笑みを浮かべる。



「わたくしたちは幼いころから、聖女の物語をいくつも読んできましたわよね？」

「はい。初代聖女から順番に、何十冊も繰り返し読みました。それこそ暗唱できるほどです」


前にソフィーから聞いた、聖女を育てる施設での出来事を話しているのだろう。聖女であるエレノアもソフィーやアルマと同じ場所で育ってきたので、こういった昔話が通じるのだ。




「でしたら覚えていらっしゃいますわよね。聖女と必ず一緒にいた存在」



「……勇者」

「そうですわ。あのときにお話ししたとおり、わたくしが本当に欲しかったのは聖女という立場ではなく、どんな相手を敵に回してでも助けてくれる、勇者という存在でしたの」


言い終わるのと同時に、エレノアは俺を見た。




なるほど彼女の目的は俺だったのか。



「その存在がラルス、あなたですわ」


言い切ったエレノアの瞳は、不安で揺れているように感じた。




俺に正面から否定されるのを恐れているのかもしれない。



「エレノア様を守る役目は隣にいるアルマであって、私ではございません」


「そのとおりですわね。わたくしがラルスを大切に思っている。今はそれが伝わるだけで十分ですわ」




強いな。フラれても気落ちしていない。




それどころか絶対に逃がさないといった、そんな強い意志を感じさせる声だった。



「話を元に戻しますわ。わたくしが来た理由は、ラルスの味方として動きたいから。だから、ここにいるんですの」

　だったら、ヤンの教会でおとなしくするべきだ。


エレノアが死ねば現聖女派は象徴を失い、派閥の維持が難しくなる。もしかしたら教皇派に吸収されるかもしれない。そういったリスクがあるため、むしろ離れた場所で安全を確保しておかなければいけない存在なのだ。



「お気持ちはわかりますが、エレノア様が直接動く必要はないのでは？」

「おっしゃるとおりね」

「ではなぜ……」

「他者を利用して虐げることに慣れた人間が、約束を守るとは思えませんの」

　魔物退治を依頼した枢機卿のことだ。

　普通は貴族との約束を破るなんてありえないのだが、教会の権威を使えば多少の無茶はできる。今回は周囲に隠したい事情もあるみたいだし、エレノアの指摘するとおり、約束を反故にすることもあるだろう。

「聖女のわたくしが立ち会えば、多少の抑止はできるでしょう。もしそれでも取引を破るようなら、とっておきの手段を使って阻止いたしますわ」

　覚悟を決めた者が発する言葉だ。


反論が思い浮かばず黙り続けていると、エレノアが話を続ける。



「それに教会騎士にとって、聖女や勇者の下で働くのは名誉なことですわ。創造神の次に崇める相手ですもの。そこに派閥は関係ありませんから、わたくしがいる限り教会騎士が敵対することもありませんわ」


教皇が今の勢力を維持できている要因の一つとして、教会騎士の存在がある。武力があるから教会内部の敵対者を黙らせることができるのだ。教皇が失脚して暴れようとしたとき、教会騎士という最強の駒を使えないようにした、というわけか。



「それは派閥の総意ですか？　それともエレノア様個人のお考えでしょうか？」


「現聖女派のノア枢機卿は、ラルスを勇者にすることしか望んでいませんわ」



「では、派閥の思惑とズレた行動をしていることになります。それは、大丈夫なのでしょうか？」

　従順だから聖女という立場を維持できたエレノアだが、重要な局面で裏切るようなことをしてしまえば、ノアからの制裁は免れないだろう。

　ソフィーのように追放されてしまう可能性すらある。

　そんなリスクを背負ってまで何を狙っているんだ。


「あら、そうですわね。どうしようかしら？」



「どうしようかしらって……て、わざとらしいですね。そろそろ、本音を言ったらどうですか？」

　ソフィーの呆れた声が聞こえた。

　何を考えているのか、すでに察したのだろうか。

「もぅ、結論を早く求めすぎですわ。もう少し会話を楽しみませんこと？」

　ソフィーは何も言わない。じっと見るだけ。

　圧力に負けたのか、エレノアが小さいため息を吐いてから口を開く。

「わたくしは、ラルスの側にいたいだけですの」


赤い瞳には俺が映っていた。




ここまで話してようやく言った結論なのだから、エレノアにとって大切なことなのだろう。




勇者候補だから俺の側にいたいのかわからないが、強い執着を感じる。




シェムハザに似ていると思えてしまった。



「それだけは信じてくださらないかしら」


エレノアは目を潤ませ両手を組み、お願いするようなポーズをしている。




その途端、俺の左側に座っているソフィーの感情が大きく揺れたように感じた。



「エレノア様、少し急ぎすぎでは？」


ソフィーに指摘されたエレノアは、小さくため息を吐いてから背もたれによりかかる。




「……そうかもしれませんわね。いったん、この話は終わりにしましょう」




エレノアから全身の力が抜けたように見えて、なんだかかわいそうに思えてしまう。




ソフィーを追い出して派閥を作ったヤツらの言うことなんて聞くつもりはないが、教会に振り回される彼女には少し同情してしまった。



「さて、すべてお話ししましたわ。席は替わってくださるのかしら？」


と思ったら、この流れで、それを言うか。心が強い。



「……私が座っていた場所でよろしければ」


返事をしたのはローザだ。意外なことにソフィーは反対しないが、俺を見ている。最終判断を委ねられたようだ。



「いいと思うぞ」

　今は一時的に手を組んでいる仲間なのだ。

　このぐらいのお願いは聞いても問題はない。

「まあ、ありがとうございます」


表情が一転して明るくなったエレノアが立ち上がり、ローザと席を替わる。




さっきまでショックを受けていた態度は、演技だったのだろうか。驚くほど切り替えが早い。何が本心なのか、わからなくなったぞ。




女性の心とは複雑だな。一生、理解できる気がしない。



「これで長旅も楽しめますわ」


隣に座ったエレノアは腕を絡めてきた。



「聖女なのに、はしたないですよ」

「ずっとお会いしたいと思っていたのですから、いいじゃありませんの。誰も見ていませんし、問題ありませんわ。ソフィーもやってみたらどうかしら？」


注意したソフィーだったが、エレノアの言葉に黙ってしまった。




考え込んでいる様子だ。



「そういうことでしたら」


なんと、空いていた左腕にソフィーが抱きついたのだ。お互いに笑いながら顔を見ている。いつの間に仲が良くなったんだ？




王都アクラに着くまで、このままの状況が続けばいいな。




目の前でずっと俺のことを睨んでいるアルマも、二人を少しは見習えよ。



　そうすれば俺の心労は減るからさ。


旅路





俺が二人に抱き着かれ、室内は無言のまま、馬車は王都アクラに向けて進む。




外を見れば騎乗した教会騎士が馬車を囲んでいる姿があった。ゼルマの護衛より豪華な陣営だろう。それほど教会にとって聖女には価値があるのだ。




これだけの人間がいれば盗賊は襲ってこないのだが、魔物は別だ。時折、罵声や爆発音が聞こえてくる。



「また戦闘だな」


馬車にまで被害がくるとは思わないが、回数が少し多いようにも感じる。




人数が多く目立ちすぎているからか。




魔物からするとわかりやすい目標になっているのかもしれない。



「怖いですね」


俺の手をソフィーが握った。




一緒にフィネと戦った彼女がこの程度で怖がるとは思えないが、そんなこと口が裂けても言えなかった。ソフィーの体温が伝わり心地がよいこともあって、嫌な気分ではない。拒否することもないのでそのままにしておいていると、空いている手のほうにも人の温かさを感じた。エレノアも俺の手を握ったのだ。



「わたくしも怖いですわ」


わざとらしく言ったエレノアに突っ込もうとしたが、のけ者にしたような感じがするのでやめた。



「お前はどんな魔物と戦うのか知っているのか？」


質問をしたのはアルマだ。左右に元聖女と現聖女を侍らせている姿を見て、ますます機嫌が悪くなっている。




口を開いたら文句を言われると思っていたので、まともに会話をしようとされて驚いた。



「いや、知らない」

「相手はリッチだ」

　極秘裏に処分したい魔物だったはずなのだが、アルマはすでに情報を掴んでいたようだ。

　同じ教皇派だから情報が回ってきたのかもしれない。

「強力なアンデッド系の魔物だが、教会騎士だけの力でも倒せるだろ？」


アンデッドの王とも呼ばれているリッチは、多彩な魔法を使う厄介な魔物だ。生前は魔法使いだったことが多く、個体差が激しい。能力が高ければ教会騎士だって苦戦するだろう。だが、勝てない相手ではない。俺を引っ張り出し、派閥を乗り換える条件にするほどとは思えない。アルマなら倒せるはずだ。




このリッチには、絶対裏がある。



「無論だ。通常のリッチであれば問題ないのだが、ヤツは聖魔法にすら耐性がある。教会騎士たちが敗走するほど強かったらしい」

「聖魔法に、耐性……！？」


アルマの口から出た言葉は信じられないものだった。




アンデッドは聖魔法で倒す。これは子供でも知っていることだ。過去、一度も聖魔法に耐性を得たアンデッドなど存在しなかった。



「信じられない気持ちはわかるが、事実だ。教会関係者が何人も目撃している。さらにリッチの中では理性がかなり残っているらしく、報復のために枢機卿の孫娘を誘拐したらしい」

「それは……」


残念ながら、その娘は生きていないだろうな。




アンデッドにされるか、研究の材料にされるか、または他の使い方をされているか。リッチの趣味次第で悲劇の内容は変わるが、まともな死に方はしていないだろう。




かわいそうだが諦めるしかない。



「お前の想像していることは正しい。だから任務はリッチの討伐であり、救出ではないのだ」

「なるほど……」


孫娘は死んでいるのに、なぜ他の派閥の力を借りてまでリッチを倒したいのか。その理由はいくつか予想できるが、どれもすっきりしない話になりそうだ。




リッチの話が終わると、アルマは黙ってしまった。




馬車の中はまた静かになった。ソフィーとエレノアは外を見て時間を潰している。手をつないだままなので、俺は身動きが取れない。




暇なのでローザと話そうと思ったが、俺が見ると首を横に振って拒否したので止める。捨てられた子供のような表情をされてしまっては、何も言う気にはなれなかったのだ。




仕方がないと諦めて目をつぶると、疲れが溜まっていたようですぐに眠ってしまった。






◇　◇　◇




「おはようございます。今日の宿泊場所に着いたみたいですよ」

「そうか。ありがとう」


仮眠のつもりが熟睡してしまったようだ。目的地に着いているとは思わなかった。




周囲を見るとエレノアやアルマ、ローザの姿が見えない。馬車から降りて部屋に行っているのだろう。ソフィーは俺が自然に目覚めるまで待っていてくれたのかもしれない。



「起こしてくれてもよかったんだぞ？」

「寝顔がかわいかったので、つい。迷惑でした？」

「いや……大丈夫、だ」


かわいいなんて言われたの、幼少期以来で戸惑ってしまった。




恥ずかしくてまともに反応するのは躊躇ためらわれる。




もし本心で思っていたとしても、ソフィーはそんなことを言葉にしないタイプだったんだが、何か心境の変化があったのかもしれない。



「行こうか」

「はい」


手を握ったまま立ち上がると、一緒に馬車を降りる。




俺がいる場所は宿屋の裏だった。表に回ると人の行き来が多い大通りがある。もうすぐ夕方になるので、家路を急いでいる人々が多い。



「大きい町だな」

「ゼルマ様やエレノア様が不便なく宿泊できるように、大きい町を選んだようです」


付け加えるなら、数十人の護衛が一気に来ても問題にならない場所、という理由もありそうだ。




農村などの小さな村では、大人数を受け入れられるような場所や食料の余裕はないからな。



「部屋数の問題で、ゼルマ様と護衛の一部は別の宿に移動しました。エレノアさんとアルマ姉さんは、教会の施設に泊まるそうです。ここは、私たちと教会騎士が泊まる場所になります」

「説明ありがとう」

「それでは、部屋の場所も聞いているので案内しますね」


ソフィーが俺の手を引きながら、貸し切っている宿へと入る。




一階は食事をする場所になっていて、教会騎士が酒を飲みながら談笑をしていた。




非常に騒がしく、俺らが入室したのに誰も気づいていない。




食事しているヤツらの間を抜けて階段を上がり、三階まで進む。




一番奥まで行くと立ち止まった。



「ここが、私たちの部屋です」


ん？　今、私たちといったか？




まさか、一緒に寝るつもりなのか？




あの島と違って人目があるんだぞ。




何を考えているッ！！




戸惑っている間にソフィーが部屋に入ってしまったので慌てて追いかける。




幸いなことに部屋にはベッドが二つあった。これで一緒に寝るような事態は避けられるだろうが、それでも外聞は悪いので別の部屋にしてほしい。と思っても、先に部屋に入っていたソフィーは、空いているベッドに荷物を置いていて、ここに泊まると主張していた。




こうなったら何を言っても意味はない。




説得はできないだろう。




小さくため息を吐いていろいろと諦めることにした。




俺も不要な荷物を置くことにする。



「下に戻って食事をしよう」

「はい」


かわいらしい笑顔で返事をしてくれた。




要望が通って嬉しいんだろうな。そのぐらいは、俺にだってわかるんだぞ。




一緒に階段を降りていると、騒がしい声が聞こえてくる。




ケンカをしているわけではないが、酒が入って理性のたがが外れ始めているようだ。平民が訪れるような店では珍しくない。驚くことではないが、ソフィーが狙われないように気をつけなければ。




一階に到着すると空いている席に座る。ウェイターに酒とおすすめ料理を頼んでからソフィーと雑談していると、三人の男が俺の前に立った。



「おい」


顔を上げて男のほうを見る。




頬は赤く、酒臭い。大分飲んでいるようだな。後ろの二人も似たような状況だろう。




服は平民にしては上等な物だ。左胸に鳥が羽を広げた刺繍がある。これは教会が天空から地上のすべてを監視し、邪教徒やアンデッドを撲滅するという意味を込めたマークだ。これをつけた服を着られるのは、教会騎士かそれに近しい立場の者だけ。目の前の男たちは体格がよく手にも剣ダコができているので、教会騎士なのは間違いないだろう。




この宿は貸し切っているので、そこら辺にいる酔っ払いがいたほうが問題になるけどな。




面倒だなと思いつつも、無視はできないので相手をするか。



「なんでしょうか？」


静かに立ち上がりながら返事をした。



「お前がラルスだな」

　首を縦に振って肯定した。


名前を確認するには随分と敵意のこもった目をしている。周囲を見ると、一階にいる教会騎士たちは全員似たような感じだ。




この流れはマズイ。暴力で解決しなければ収まらない結果になるぞ。




教会騎士に嫌われるようなことは……いっぱいしたか。




心当たりがありすぎて、何に怒っているのか予想が付かない。



「お前がエレノア様に近づく男かッ！！」


目の前の教会騎士は、いきなり拳を振り上げて殴りかかってきた。攻撃されると予想できていたので、手で受け止める。




膝を曲げて俺の腹を狙ってきたので、半身になって回避した。




相手は一応、味方なので反撃はしない。



「落ち着け！　なぜ、攻撃してくる！！」

「聖女様に近づくゴミには制裁を！！」


なんだこいつら、エレノア……いや聖女という肩書きを持った女性への信仰心が高すぎるぞ！！



「制裁だ！　やっちまえッ！」

「婚約者がいる女性に手を出そうとするクソ野郎なんて、殺しちまえばいいんだ！」


殴ってきた男の後ろにいる二人が叫ぶと、呼応するように周囲の教会騎士たちも似たようなことを一斉に叫び出す。




狂気にも似た熱気が高まり、食事をするどころではなくなってしまった。



「クソ野郎は、おとなしく田舎村に帰るんだなッ！！」


また教会騎士の男が殴りかかってきたので、正面から受け止める。




反撃する前に誤解を解く努力はしておきたい。



「ゼルマ様の命令で一緒にいるだけで、近づく意思はありませんし、手を出すなんて恐れ多くて考えたことすらありません！」


常識的に考えれば、教皇と婚約関係にある聖女に手を出そうとする男はいない。バカでもわかることだ。それにソフィーがいる。彼女との関係を悪化させてまで、仲良くなりたいとは思わなかった。




教会騎士たちもそのぐらいはわかるだろうに。




勘違いするだけならまだ理解できるが、酒が入っているとはいえ攻撃してくるのは明らかにおかしい。常軌を逸している。



「信じられるかッ！！」


俺の言葉は彼の耳に届いていないようだ。




やはり言動がおかしい。



「もしかしたら、魔法で操作されているのかもしれません。解除を試みます」


背後にいるソフィーもこの場の異常性は感じていたようで、聖魔法を使うと宣言してくれた。



『ホーリーサークル』


術者を中心に光の輪が広がった。




突然の魔法に教会騎士たちは戸惑い、ザワついていたが、すぐに胸を押さえて苦しみ始める。




立っていることも難しくなり、目の前の男が床に倒れると、他のヤツらも次々と意識を失っていく。



「どういうことだ？」

「この部屋全体に呪いの魔法がかけられていたみたいです。憎悪を増幅させる単純な魔法ですが、お酒を飲むことで効果が倍増していたみたいですね」


増幅させるということは、少なからず憎悪の感情を抱いてなければ効果は発揮しない。ということは、普段は冷静に見える教会騎士たちも、俺のことを嫌っている。その事実は変わらないか。エレノアとの関係は気をつけるようにしよう……。




ただ、急に冷たくしてエレノアの機嫌を損ねてもマズイので、適度な距離感を保つ。これしかない。なんとも面倒な立場に置かれている女性だ。




聖女の肩書きさえなければ教会騎士が俺を憎むこともないだろうし、楽なんだけどな。



「呪いか。仕掛けてきた相手はフィネだと思うか？」

「多分違うと思います。彼女が使っていたら、この程度では終わりません。この町全体が、狂気に包まれて崩壊しているでしょう」


憎悪の感情を増幅させるのではなく、植え付ける。そのぐらいはやりそうだし、範囲だって違う。ソフィーの指摘には納得感があり、だからこそ改めてフィネの恐ろしさを実感した。



「すると別のヤツか」

「はい。教会に反発している邪教団か、魔物もしくは……」

「教皇派の仕業か」


俺の言葉にソフィーは首を縦に振って肯定した。




聖魔法に相手を呪うような魔法はないので、教皇派の仕業であれば暗殺者を雇ったと考えるのが自然だろう。




だが、魔物という線も捨てられない。俺が倒す予定のリッチが先手を打ってきたとも考えられるのだ。




店内は大勢の教会騎士たちが倒れている。




店員は怯えているのか、調理場から出てこようとしない。




食事をするところではなくなってしまったな。




放置するのも悪いし、どうしようかと悩んでいると、出入り口のドアが勢いよく開いた。



「これは……？」


入ってきたのはアルマだ。床に転がり、机に突っ伏している教会騎士の姿を見て、怪訝な表情を浮かべている。




視線が部屋の奥に向かい、俺と合う。



「お前、何をした。返答次第ではこの場で処分してやる」


髪がふわりと浮き上がり、一気に殺気が放たれた。




威嚇ではなく、本気の圧力を感じる。




これは何を言っても信じてもらえそうにないと、思ってしまうほどだ。




元々アルマには嫌われている自覚はあったので、喜んで攻撃してきそうだな。




逃げるか、戦うか……反応に悩んでいると、ソフィーからも殺気に似た圧力を感じた。




静かになった部屋で、コツコツといった足音が響きソフィーがアルマに近づいていく。



「負の感情を増幅させる攻撃を受けていたので、私が『ホーリーサークル』で解除しました」

「それは本当か？」

「はい。間違いありません。それともアルマ姉さんは、私を疑うのですか？」

「…………」


このセリフが俺だったらアルマは信じなかっただろう。だが相手は元聖女であり、昔から知っているソフィーだ。




状況を把握しようと思うぐらいには冷静になってくれたようで、倒れている教会騎士の一人に近づき、体を確認し始めた。



「ケガはない。苦しんでいるようにも見えず、寝ている、か。呪いを解除された後の状態と同じだ」


どうやら呪いを解除したと信じてくれたようで、物騒な殺気は収まっていた。それと同時にソフィーが発していた圧力もなくなる。



「相手は誰だ？」

「候補はいくつかありますが、正確なことはわかりません」

「チッ」


ソフィーの返事にアルマが舌打ちをした。




腕を組んでしばらく考えている様子を見せてから口を開く。



「この手の魔法は、遠距離からでは使えない。まだ近くに敵がいるかもしれないな」

「はい。その可能性はあります」

「私はエレノア様とゼルマ様に報告をしてから、敵の捜索をする。ソフィーはここを守ってくれ」

「アルマ姉さん、お気をつけください」


話が終わるとアルマが俺を見る。何か言われると思ったが、すぐに視線は外れて宿から出て行ってしまった。




言葉はなかったが、お前がソフィーを守るんだぞ。そんなことを言いたかったのだろう。




お前に言われなくてもそのつもりだ。




敵の正体はわからないが、攻撃してくるのであれば全力で抵抗してやろう。



「食事は後回しにして、ここに寝っ転がっている男どもをベッドへ移動させるか……」


放置しても問題ないと思うが、また先ほどのような誤解が生まれたら困るので、教会騎士たちが使っている集団部屋に投げ込むことに決めた。







教会騎士たちを部屋に押し込んでいたら、夜中になっていた。




昼寝をしたので眠くはないが、腹が減ってしまって力が出ない。客はいないが営業はしているようだったので、店の奥で休んでいた店員に簡単な料理を作ってもらう。




ソフィーと二人でパンをスープに浸して食事をしていると、レギーナが宿に入ってきた。




額に汗が浮かんで息が乱れている。走ってきたのだろう。



「こんな夜更けにどうしました？」


食事の手を止めて立ち上がると、ドアの前に立ったままのレギーナに近づく。



「先ほど宿にアルマ様がやってきて、教会騎士から攻撃されたと聞きました。本当でしょうか？」


それで状態を確認しに来たのか。もし、教皇を蹴落とすのに必要な俺が死んでいたらゼルマの計画は大きく狂うからな。大丈夫だと言われても確認したくなるだろう。



「ええ、間違いありません。ソフィーによると、呪いに近い魔法のようでした」

「呪い……フィネでしょうか？」

「あれなら、もっと強力な魔法を使います」

「ですよね……」


フィネではないと断言したら、レギーナは安心した表情を浮かべていた。




ダンジョンマスターなら最大限の警戒をする必要はあるが、そうでなければ焦る必要はない。余裕はあるといった考えをしていそうだ。




顎あごに手を当てたレギーナはしばらく考え込んでから、再び俺を見る。



「予定は変更です。ソフィーさんはゼルマ様の護衛のために宿を変えてもらいます」


今回の攻撃に対抗できるのはソフィーかエレノアだけだ。




エレノアはゼルマとは別の宿に泊まっているので、護衛としてソフィーを使いたいのだろう。本当は俺も呼びつけたいのだとは思うが、この宿の守りも必要だから残しておくという判断をしたのだ。文句はない。



「わかりました。荷物をまとめてきます」


そう言ってソフィーは階段を上がって二階に行ってしまった。



「いろいろと大変でしたね」


二人きりになるとレギーナが俺に労いの言葉をかけた。




ギフト能力がばれてから、フィネが運営する島に行き、さらには教会との対決……確かに大変な出来事の連続だ。普通なら何回か死んでいても不思議ではないほどの状況で、それは今後も続くはずだ。



「ありがとうございます。レギーナさんもお疲れのようで……今日はゆっくり休んでください」


ご主人様が実家だけでなく、教会にもケンカを売っているのだ。ゼルマの護衛をしているレギーナは、緊張しっぱなしの状況が続いているだろう。心が休まる時間は少ないはずだ。



「そうしますね」


笑みを浮かべて返事をしてくれたが、多分、言葉だけで十分な休息を得るのは難しいだろうな。真面目な性格なので、主人を守るために全力を尽くすはず。ソフィーが行くことで少し負担が減ればいいのだが。



「お待たせしました」


ソフィーが荷物を抱えて降りてくると、レギーナは俺との会話を終わらせる。



「ゼルマ様が待っています。行きましょう」

「はい」


レギーナに返事をするとソフィーは俺を見た。



「気をつけてくださいね」

「そっちもな」

「それと……」


俺の耳にソフィーの口が近づく。



「次こそは一緒に寝ましょうね」

「！！」


小さな声でささやかれた。




驚いている間に距離が離れ、そのまま外に出て行ってしまう。




俺は何も言えずに立ち尽くしていた。







翌朝、教会騎士たちは俺にケンカを売ったことなんて忘れて、元気に飯を食べていた。




一階に降りて朝食を頼むが、絡んでくることはない。じっと見られているだけだ。




その視線が好意的なものではないことは、昨晩の騒動でわかっている。




こいつらの心の中は、愛しい聖女様を奪おうとする俺を憎む気持ちで占められているのだろう。騎士と言っても所詮、人間。別の教会騎士たちは、奴隷だったコレットを好き勝手に扱っていたみたいだし、口では綺麗きれいごとを言っていても本性は薄汚い俺たちと変わりない。




あまり気分はよくないので、朝食を急いで食べ終えると宿を出て町を散歩する。




出発までしばらく時間があるので宿にいたくないのだ。




人の多い場所に向かっていると、古物を並べて売っている場所を見つけた。




商人だけでなく、この町に住む人たちも物を売っているようで、並べられている商品はさまざまだ。壊れかけの櫛くしなんてものもある。こんなの誰が買うんだ？　と思ったが、値段を聞いている女性の話を盗み聞きしていると、どうやら無料のようだった。捨てるよりマシ。そんな感覚で並べているのだろう。




こういった雑多な商品が並んでいる景色は好きだ。混沌としていて騒がしく、みんなが笑顔で楽しんでいる。そんな祭りみたいな熱気が好きなのだ。




昨日の騒動を忘れようとして一番近くにある果物を眺めていると、見慣れた女性が視界に入った。



「ご主人から買い物を命令されたのか？」


俺の声を聞いて、隣で赤い果実を持っているローザがこっちを見た。



「朝からあんたに会うなんて、運がないわ」


眉間にシワを寄せて嫌そうな顔をしていた。




それでも教会騎士たちより態度はマシなので、嫌がらせも兼ねて一緒にいることにする。



「まあ、そう言うなって。買い物に付き合ってやるよ」

「いらないわ。さっさとあっちいって」


ローザは手で追い払うような仕草をしたが、無視して隣に立つ。




店に並べられた果実を見て鮮度が良さそうな物を一つ取ると、ローザが持っていた果実と無理やり交換した。



「こっちのほうが美味しい。買うならこれにしろ」

「え、ありがとう？」


戸惑いながらもお礼を言ったローザはしばらく果実を見てから、店員に金を支払った。




そのまま立ち去ろうと歩き始めたので、ついて行く。




しばらくは会話もなく進んでいたが、突然ローザが小さな声でつぶやいた。



「ソフィーからエヴァたちの話は聞いたわ」


昨晩はゼルマの護衛で同じ部屋にいたはずなので、そのときにあの島での出来事を聞いたのか。




声や表情から、ローザが何を感じているのかは読み取れない。




無感情のように思える。



「そうか……結局、誰も助けられなかった」


もう割り切った関係だったので悲しいという気持ちはないが、助けられたはずの人たちを助けられなかった。自分の命を守るために見捨ててしまった人もいる。もっと上手くやれる方法はあったはずで、そういった後悔はあった。



「エヴァは生死不明。リヒトとコレットは魔物になって死んだのよね。初めて、奴隷になってよかったって思ったわ」


やはり無感情のまま、ローザはそんなことを言ったのであった。



「あんたのことだから、助けられなかった責任でも感じてるんじゃない？」

「どうだろうな。俺を追い出したヤツらだ、自業自得だろう」


この言葉に嘘はない。責任は感じていないのだが……だからといって何も感じないわけではない。無力感も覚えることもあった。




そのことに勘づいているのか、ローザは疑わしい目で見ていたが、すぐに興味を失ったようだ。



「ふーん。まあ、どっちでもいいか。そういうことにしておいてあげる」


と言って、目線を前に戻した。




会話は止まって無言のまま歩く。ゼルマが泊まっている宿が見えてきた。




ローザは他にも仕事があるので、ここでお別れなのだが、急に足を止めて立ち止まった。



「ねえ、エヴァは生きていると思う？」


リヒトやコレットは確実に死んだが、エヴァには止めを刺せていない。聖剣の効力によって再生が阻害されていたので生き残っている可能性は低いが、島に残っているシェムハザが何かしていれば結果は変わっているだろう。



「どうだろうな。俺としては死んでくれていたほうがいいと思っている」

「へぇ〜。あんたにしては珍しく冷たい発言ね。裏切られたから？　それとも復讐したいから？」


そんな勘違いをする気持ちもわからなくはないが、俺はそこまで性格は悪くない……と思いたい。もっと別の理由で死んだほうがいいだろうと思っているのだ。



「俺を見損なうなよ。そんな理由じゃない」

「じゃあ、何よ」


腕を組んで睨んできた。




焦らさずにさっさと言え。




無言でプレッシャーをかけてくる。




奴隷とは思えない態度をしていた。




ソフィーやゼルマの前ではおとなしいのに、俺の前だと強気に出てくるから不思議だ。




こいつなら絶対に怒らないと舐められている可能性もがあるが、俺は心を開いてくれていると思うようにしている。



「エヴァはダンジョンマスターのフィネによってヴァンパイアになった。それだけならまだマシだったんだが、種族進化をさせられて心までも完全に破壊されてしまっている」


テッブスが黒騎士を殺し、そこで最後に残っていたエヴァの残滓が消えたように思える。




その後の彼女は、エヴァと呼ばれていた魔物でしかない。




一応、教会で聖魔法を学んだ回復師でもあったのだ。心身ともにアンデッドになってしまった姿を見たら、殺してくれぐらいは言うだろうな。



「だから、終わらせてあげたかった」

「……ふーん。自分勝手な考えね」

「うるさい。お前たちだって同じだろ」


それだけはローザに言われたくないぞ。




金や権力のためにリヒトについて、俺を追い出したんだからな！



「そうね。それは否定しない。私は自分のために動いて、そして失敗した」

「自分の非を認めるだなんて珍しいな」

「私だって反省ぐらいするわッ！」


元仲間のたどった悲惨な結末を知れば、そうなるか。俺やソフィーだけでなく、ローザも変わってきているんだな。



「反省ができるようになったなんて、成長できてよかったな」

「うっさいわね！！」


挑発したら俺の足を踏もうとしてきたので、引いて避ける。



「私は最後まで生き残ってやるんだからッ！　あんたはさっさと、聖女のどっちかに刺されて死ねばいいのよ！」


機嫌が非常に悪くなったローザは、そんな捨てゼリフとともにゼルマの宿に行ってしまう。



　二人が俺を刺すなんてありえないのに、何を言ってるんだ？　暴言を吐くにしても、もう少し現実味のある言葉を選べよな。

　一人になってやることもなくなってしまったので、戻ることにする。


ローザと別れてから来た道を戻り宿に到着すると、馬車が停まっていた。周辺には教会騎士が整列していて出発する準備はできているようだ。




部屋に置きっぱなしにしていた荷物を取りに行った後、教会騎士に軽く会釈をしてから馬車のドアを開けて中に入る。




誰もいないので今回は端に座ることにした。




窓から外を眺めていると、教会騎士のリーダーっぽい男が部下に指示を出している。あれは俺に絡んできたヤツだ。目が合うと一瞬だけ睨まれたが、すぐに仕事に戻っていった。




しばらくして馬車が動き出すが、やることがないので変わらず外の景色を眺めている。街を行き交う人々はいたって普通だ。不審者なんて見つからない。



「もし次に仕掛けてくるなら、次の街かアクラに入って以降だろうな」


街道で襲撃してくる可能性は低い。宿に泊まるときとは違い、まとまって行動しているうえに、百人規模の山賊が仕掛けてきても撃退できる戦力があるからな。




移動中は人の入れ替わりはないので、暗殺者が紛れ込むのは難しいだろう。精神を乱す魔法を使ったとしても二人の聖女がいればすぐに解除できるし、脅威にはならない。




ガタガタと振動する馬車に揺られながら、敵の出方を考えていると急に止まった。




ゼルマが泊まっている宿の前に着いたのだ。




外にはゼルマが雇った冒険者が並んでいて、すぐに出発できる準備ができている。



「おはようございます」


馬車のドアを上げて最初に入ってきたのはソフィーだった。




挨拶をすると迷うことなく隣に座る。



「おはよう」


ソフィーに挨拶を返していると、エレノア、アルマ、最後にローザが入ってきた。昨日と変わらない面子だ。エレノアは一瞬だけソフィーを羨むような目をしていたけど、すぐに戻って俺の正面に座った。



「昨夜の事件については伺いましたわ。アルマが一晩中探してくれましたけれど、犯人は見つかっていませんの」


フィネのように転移魔法が使えるとは思えないので、街に潜んでいるか夜の間に逃げ出したのだろう。



「ですから、これからは同じ宿に泊まり、一緒に行動することに決まりましたわ。よろしくって？」


今回は部屋数の問題もあって複数の宿を借りていた。そもそも大人数が泊まれる宿が空いていなかったのだ。その結果、護衛が分散され襲撃を許してしまったのだから、エレノアが言った方針に不満はない。



「わかりました。ローザもそれでいいか？」


先ほどケンカ別れしたので、あえて聞いてやった。




特に深い意味はなく、聖女に刺されてしまえといった発言に対して、ちょっとした仕返しのつもりだった。



「いいも、悪いも、私が意見を言える立場じゃないって、知ってるくせに……」

「そうかもしれないが、一応意見は聞いてやろうと思ってな」

「あらそう。珍しいこともあるのね。もしかして今日、一緒に買い物したからって勘違い——」


言いかけてローザが止まった。笑顔を浮かべたままのエレノアとソフィーに凝視されていたのだ。




口をパクパクさせてから再び動き出す。



「……賛成よ。ちゃんと体を張ってみんなを守るから安心しなさい」


珍しいことに奴隷らしい発言をしたローザは、それっきり話さなくなってしまった。




いったいこの一瞬で何があったんだ？




考えても答えは出なかった。




枢機卿との対面





ヤンを出発してから一週間をかけて、ようやく王都アクラに到着した。




ここには、貴族の屋敷だけが集まったエリアがある。当然、エルラー家も別荘を所有しており、ゼルマやレギーナはそこに滞在することに決まっていた。本来であればゼルマの騎士である俺も泊まる予定だったのだが、リッチ討伐を依頼した教皇派の枢機卿——ガーレンからの要望があって、俺とエレノアは枢機卿の屋敷に泊まることになった。




ゼルマは危険だと反対していたが、要望を受け入れなければ派閥を乗り換える取引を白紙に戻すとまで言われてしまえば、飲み込むしかなかったのだ。




討伐する魔物、リッチの詳細については、ゼルマにすら伝えたくはないという意志を感じる。




ずっと一緒にいたソフィーと別行動しなければならず少し寂しさを感じているが、わがままを言っていい状況ではない。諦めるしかないのが残念だ。






◇　◇　◇





ガーレンの屋敷に向かう馬車には、俺と隣に座るエレノアしかいない。




人数が減った馬車の中で、彼女は笑みを浮かべていた。



「ようやく静かになりましたわね」


俺がエレノアたちと一緒に行動するとわかったとき、一悶着あった。ソフィーも同行しようとしたのだ。ガーレンからの許可が下りなかったと、ゼルマが説得して収まったのだが、納得はしていなかった。




馬車に乗り込むまで、静かに燃えるような瞳でガーレンの屋敷がある方角を見ていたのが印象的だった。



「まさか、我々だけが呼ばれるとは思いませんでした。今回の仕事は急ぎなんですよね？」


リッチを討伐するだけなら、関係者全員を集めて説明したほうが早い。特に今回は、派閥を乗り換えるという重要な取引があるのだ。ゼルマにも会って諸条件も同時にまとめたいはずだと思うのだが、それを後回しにして俺やエレノアを優先するというのが理解できなかった。



「ガーレン枢機卿のお立場が悪くなるので、早く倒されることを望まれておりますわ」


であれば、やはり違和感が残る。




なぜ俺たちだけなんだ。




エレノアなら何か知っているのだろうか？



「不思議ですね。それでしたら、関係者全員を集めたほうが早いと思うのですが……」

「他人にはお話しできない事情があるのよ」

「聖魔法に耐性がある以外に、ですか？」

「そのとおりですわ」


ああ、やはりその流れになるのか。そもそもリッチを倒す程度で派閥を乗り換えるだなんて話がよすぎたのだ。そうしなければいけない理由があるから、そして極秘裏に処理したいから、俺たちに話を持ちかけたのだろう。




そうすると次に気になるのは、ゼルマやソフィー、アルマにすら話せない事情の内容になるのだが……。



「ですが、安心なさって。危険な状態にあるのはガーレン枢機卿であって、わたくしたちではありませんの。少なくとも討伐が終わるまでは、彼の屋敷でゆっくりと過ごすことができますわ」


教会騎士やアルマまで動かしたのだ。




屋敷に着いた途端、裏切るようなことはないと思っていたので心配はしていない。



「何か知っているのでしたら、教えてもらえないでしょうか？」

「わたくしが存じているのは、真実かどうか定かでない噂話だけですわ」


さまざまな情報が入ってくるであろう聖女という立場であっても、正確な情報は把握できていないのか。



「噂、ですか」

「ええ。ですから、お話はガーレン枢機卿から直接聞いてくださいな」


それ以上は何も言うつもりはないらしく、黙ったまま俺を見つめて微笑んでいるだけで、口を閉じてしまった。




重くなってしまった気分を変えるために外を見る。




王都アクラはヤンと比較できないぐらい人口が多い。住める場所は限られていて、平民は家畜小屋程度の小さい家で生活している。




そんな狭い家で暮らして息苦しくはないのだろうか？




しかも土地代が非常に高く、金持ちから借りて住んでいるらしいので驚きだ。




俺はヤンに移住をしたときに空き家をもらったが、アクラに住んでいる人たちにしてみれば、家がタダで手に入るだなんてありえない出来事だろう。同じ国だというのに、住む場所が変わるだけで常識が一変する。




世界は広いな。




風景は平民街から教会関係者が住むエリアに移り変わり、デカい屋敷が増えてきて、貴族街と変わらない見た目になっていく。




どうやら、信者から巻き上げた金で贅沢な生活をしているようだ。その中でも一際大きい屋敷の前で止まった。




馬車の中から見える敷地は、王侯貴族が住んでいるのかと勘違いしてしまいそうなほど広い。庭には色とりどりの花が咲いている。生えている植物はすべて綺麗に切りそろえられていて、訪れた人の目を楽しませる工夫をしていた。奥には真っ白な三階建ての建物があり、青い屋根の天辺には教会のシンボルである創造神の像がある。雨風にさらされる場所に設置されているというのに、汚れは一つもない。毎日手入れをしているのだろう。




この屋敷を維持するだけで、いったいどのぐらいの金貨が使われているのか、俺では想像することすらできない。



「迎えが来ますから、ここで待ちますわ」


返事はせずに俺は門を見ていた。




ミスリル製で、羽ばたこうとしている鳥のドアノッカーがある。鳥の瞳は緑の宝石が埋め込まれており、これを売るだけで平民が一年以上は生活できる金が手に入りそうだ。




俺が想像していた贅沢のレベルを大きく上回っていた。



「驚いているみたいね。ですが、ここが特別というわけでもありませんのよ。枢機卿の屋敷は、すべてこのような豪華なものばかり。ラルスはどう感じたかしら？」


どう感じたって……金があるところにはあるな、ぐらいにしか思っていなかった。




私腹を肥やしやがってと腹を立てるべきなのかもしれないが、俺は教会に寄付や寄進なんてしたことがないし、世の中はそんなものだと知っているので、特に強い感情は出てこない。




だが、エレノアは違ったらしい。




「わたくしは、これを見て何が正しいのかわからなくなりましたわ」



「どういうことですか？」

「絵本で読んだ教会と聖女、そして勇者の物語はどれも素敵で、心が躍る内容ばかりでしたわ。けれど、現実は違っていた。教会の上層部は贅沢な暮らしをする方ばかり……そこに、憧れていた物語はありませんでしたわ」


聖女を育成する施設で読み聞かされた本には、きれいごとばかりが書かれていたのだろう。民衆が支持する理想の聖女を創り上げるには必要なことなんだろうが、そのせいで理想と現実のギャップに苦労しているのかもしれない。




ソフィーやエレノアだけでなく、歴代の聖女にはそういった苦しみがあったんだと想像してしまう言葉だった。



「とはいえ、わたくしはソフィーと違って大人ですから、ある程度は飲み込めましたし、何より手に入れた聖女の地位を維持することで頭がいっぱいでしたの。聖女という立場を都合よく使われることも気にしていなかったのだけれど……ラルス。あなたに手を出されるのは許せませんわ。教会が何をしてこようと、わたくしが守って差し上げます。どうか、ご安心くださいまし」


エレノアは、静かだがはっきりと俺にそう言った。




望んでいた聖女という立場を手に入れたのに、教会より俺を優先するだと？　何を考えているのか、全くわからない。話せば話すほど、どう接するのが正解なのかわからなくなってくる不思議な女性だ。



「あら、お迎えがようやく来たみたいですわ」


エレノアの視線の先には、馬に乗った執事がいた。




門の前に着くと、馬から降りて俺たちに声をかける。



「ラルス様とエレノア様のご一行でしょうか？」


対応するのは御者をしている教会騎士の女性だ。




馬車から降りると、丸めた羊皮紙を執事に渡している。




あれは紹介状か身分証明書といったものだろう。俺たちが招待客だと誰かが保証してくれる内容が記載されているはずだ。




確認が無事に終わったのか、執事は羊皮紙を懐にしまう。御者が馬車に戻ったのでしばらく待っていると、ギィと音をたてながらミスリル製の門が開いた。



「お待たせいたしました。ご案内いたします」


頭を下げてから執事は馬にまたがり、ゆっくりと進み出した。




その後を俺たちが乗る馬車が追う。



「ん？」


敷地の中に入った瞬間、違和感を覚えた。




なんというか、空気が変わったように感じたのだ。




周囲の見た目は普通のように見える。庭師がデカい鋏はさみで手入れをしているが、何らかの魔法を使っているという線は薄いだろう。



「この屋敷には何か仕掛けがあるのか？」

「あら、さすがですわね。わたくしのラルス」


なんだかしれっと、変なことまで言われたが無視して、意味ありげな表情をしているエレノアの言葉を待つ。



「枢機卿の屋敷には聖魔法による結界が張られていて、魔物の侵入を防いでいるのですわ」


ああ、なるほど。これはソフィーが『サンクチュアリ』を使ったときの感覚と似ていたから気づけたのか。




教会が作った魔道具の一種なんだろうが、常時発動させているのであれば、動力源となる魔石の消費量はものすごいことになっているだろう。俺なんかが想像できるレベルではない。




明日の飯代を稼ぐために、命がけで魔石を手に入れる冒険者。信者の金で魔石を大量購入、消費する枢機卿。同じ人間だというのに格差が大きい。




やはり、世の中は理不尽だなと思わずにはいられないな。



「着いたみたいですわね」


馬車が玄関前に止まった。




待っていると執事がドアを開けてくれたので、俺が先に降りて周囲を確認してから、手を差し出す。



「あら、紳士的ですこと」


照れた様子のエレノアが俺の手を軽く握って、馬車から降りた。




淑女扱いをされて嬉しそうにしている。




ここは教会関係者が多くいる場所だ。聖女様の機嫌を取っておいて損はないだろう。そんな打算的な考えがあっての行動だった。



「ガーレン様との会談は夕食前を予定しております。時間になったらお呼びいたしますので、それまでにご準備をお願いいたします」


短く予定を告げた執事は、背筋を伸ばし、しっかりした足取りで屋敷の中へ入っていく。




「行きますわよ」




何度か訪れたことがあるだろうエレノアが歩き出したので、俺も後を追う。




分厚い絨毯や調度品を見ながら、俺は個室に案内された。




三人は余裕で寝られそうなベッドに、金の装飾が施されたテーブルとソファーがあった。壁には創造神と、膝をついてそれを崇める信者の様子が描かれた宗教画が飾られている。




有名な逸話のワンシーンを切り取って絵にしたんだろうが、教養のない俺には詳細はわからない。宗教画は廊下にもいくつかあったし、枢機卿の屋敷っぽいなという雰囲気は出ている。これがゼルマの屋敷なら剣や鎧を飾っていただろう。そういうのが好みだからな。




壁の絵画をじっくりと見てみるが、何がよいのかさっぱりわからない。描いた画家には悪いが、俺が住むなら美女の絵を……いや、そんなことをしたら後で問題が起こりそうだから、絵画なんて不要だな。何もない壁こそが最強だ。




身につけていた装備を外して床に置いてからソファーに座ってくつろいでいると、ドアがノックされた。



「入ってもよろしいでしょうか？」


知らない女の声だ。




この屋敷で働いている使用人だろう。



「どうぞ」


返事をするとドアが開いた。




黒いメイド服を着た女性が入ってくる。




長い金髪にやや冷たく見えるような目をしているが、鼻筋が通っていて美少女といってもいいほどの美貌を持っている。貴族のメイドは美人ばかりだと思っていたが、教会の上層部も同じような趣味をしているらしい。




男なんて、そんなもんだよな。




リヒトや酒場の親父も女には弱かった。




まあ俺も似たようなものだ。



「湯浴みの準備ができました。ガーレン様とお会いする前に、旅の汚れを落としてください」


有無を言わせない強い言葉だった。




冷たい目が俺の汚れた服を見ている。




職務意識が高いのか、この格好が許せないのだろう。




体が汚いのは間違いないのでメイドの指示に従うことにする。



「わかった。案内してくれ」

「承知しました。こちらになります」


一礼してからメイドは優雅に反転して歩き出した。俺も後をついて行く。




お互いに無言のまま長い廊下を歩いて湯浴み場に移動し、脱衣所のドアを開けてもらったので中に入った。



「風呂は一人で入れる。外で待っててくれ」


服を脱ごうとしたら、案内してくれたメイドが入ってきたので拒否した。




生粋の貴族であれば他人に洗わせるのかもしれないが、俺は違う。他人に裸を見られて喜ぶ趣味はないので出ていってほしいのだ。それにメイドと二人っきりで湯浴み場にいる、その行為自体が罠の可能性もあるので警戒は解けない。



「……その前に少しお話をさせていただけませんか」


枢機卿の屋敷で働くメイドが、俺に話があるだと？



　しかも誰にも聞かれたくないようだ。正直、興味はある。


よほど悪質な条件を持ち出してこない限り、ガーレンの依頼は受ける予定なのだし、好奇心を優先しても問題ないだろう。



「わかったが、長旅で疲れている。長話には付き合わないからな」


返事をすると、メイドは目を潤ませながら自らの事情を話し出す。



「私はガーレン様の孫娘、マルダ様の専属メイドでした」

「たしかリッチに攫われたらしいな」

「はい」


回りくどいことは言わずに事実を指摘すると、メイドの表情が一気に暗くなる。




主従関係はきっちりあったんだろうが、それとは別に友情に近い想いを抱いていたのかも。ゼルマとレギーナのような関係だったのかもしれないな。




だからこそ、何を願っているのか想像が付く。



「もし助けてほしいという願いなら断る。すでに死んでいる可能性が高いからだ」


リッチにとって生者は道具でしかない。胸糞悪い話だが、おもちゃと言い換えてもいいだろう。




自らの力を高めるために人体を改造する、強力な配下を作るためにアンデッドにする、といった使い方をする。自分が楽しむために苦痛を与え続けて殺すこともあるので、生きているどころか、まともな死に方をしたとは思わないほうがいい。




期待しても現実を知って失望するだけだ。それなら先に伝えたほうがダメージは少ないだろう。そう考えての発言だった。



「それは……わかっており……ます」


涙を流しながらも、メイドは言い切った。




枢機卿の屋敷に働いていることもあって、リッチがやりそうなことぐらいは知っているか。大切なご主人がもうこの世にいない、その事実は認めていたようだ。



「では、俺に頼みたいことは何だ？」


「もしマルダ様が亡くなっているのでしたら、そのご遺体、もしくは遺品を持ち帰っていただきたいのです」




一般の感覚からズレたヤツとの付き合いが長かったから思い浮かばなかったが、言われてみれば納得だ。人の世界で埋葬してあげたい。そういった思いがあるがゆえに声をかけてきたのだろう。




アンデッドに関わった人間は汚れた存在だ。遺品なんて教会関係者は絶対に持って帰らないから、隠れて俺に依頼したのか。




リッチがどこまでやっているかわからんが、残っていたらささやかな願いを叶えてあげたい。そう思える内容だった。



「努力はするが約束はできない。それでいいか？」

「ありがとうございます。それと……」


まだあるのか？




メイドは礼を言ってから、さらに話を続けるつもりだ。



「もしマルダ様がアンデッドになっていたとしても、どうか見逃してくださいませんか……」

「！！」


驚きのあまり、言葉を失ってしまった。




教会といえばアンデッドを敵視している組織だ。身内がアンデッド化したら汚名となり、世間に知られる前に消滅させることをよしとするのだが、目の前にいるメイドは考えが違うようだ。




枢機卿の家で働くのであれば敬虔な信徒であるはずなのに、教義より私情を優先したいらしい。そんな信者がいるとは思わなかった。



「もしお願いを聞いてくれるのでしたら、私は何でもいたします。どうか、お願いできないでしょうか……」


服を脱ごうとする。




体を使ってでも私情を優先したいのか！



「そういうのは受け付けてない」


メイドに近づいて手を止める。




ソフィーに誤解されるのが怖いから、拒否しているわけではない。




枢機卿の屋敷で働くメイドは、家柄もいい。もし違ったとしても、ガーレンのお気に入りだろう。手を出したら面倒ごとが起きるのは明白。厄介な女性なのだ。




それに魔物は消滅させなければならないので、守れない約束、取引はしたくなかった。



「今の話は聞かなかったことにする。ここから出て行ってくれ」


拒絶の言葉を伝えると、メイドは目に涙をためて口を開く。



「私の汚れた体では対価になりませんよね……」


我慢できなくなったようで声まで出して泣き始めて、脱衣所から出てしまった。




魔物の世界は力がすべてだったが、人の世界は複雑だ。俺には難しすぎる。




なんとなく、あの島での生活が恋しくなるな。







一人で体を洗い脱衣所に戻ると魔法で髪を乾かす。




服を着ようと手を伸ばすが、俺のものが見当たらなかった。




代わりに新しい服が置かれている。手に取ってみると柔らかく肌触りが良い。平民が着る硬い生地とは大違いだ。




俺が着ていた服は洗濯にでも出したのだろう。枢機卿の屋敷を裸で歩き回るわけにはいかない。小さくため息を吐いてから、初めての感触に戸惑いながらも用意された服を着てドアを開ける。




脱衣所を出ると、先ほどのメイドが待機していた。



「ガーレン様のご準備ができたそうです」


ついさっきまで泣いていたとは思えない、平坦な声で無表情だ。




感情を隠す技術は高い。




俺も先ほどのやり取りは、なかったことにして話しかけることに決める。



「俺一人でか？」

「はい。ラルス様だけをご案内しろと、指示をいただいています」


風呂に入って汚れを落としたらすぐに会うなんて、急だな。しかも一人とは。一緒に来たエレノアには聞かせられない話をしたいのだろう。




騎士より枢機卿のほうが立場は上だ。体調は問題ないので、断るわけにはいかない。



「わかった。案内してくれ」

「かしこまりました」


メイドは一度だけ頭を下げてから廊下を歩き出した。俺も後に続く。




階段をのぼって最奥にある部屋の前に立つと、メイドがノックしてドアを開けた。




メイドは入り口で待機するようなので、一人で部屋に入る。




部屋の中心には細長いテーブルが一つと、背もたれの長い椅子が七脚もあった。一番奥には長い白髪の老人が一人で座っている。




中に進むとドアが閉められた。




室内には俺とガーレンしかいない。



「貴殿がラルス卿か」

「はい。ご招待ありがとうございます」

「礼を言うのはこちらのほうだ。さあ、好きな場所に座ってくれ」


貴人のマナーなど知らないので、好きな場所と言われても困る。どこにしようかと悩んだが、結局、ガーレンから一番遠い席を選んだ。



「早速だが、依頼の話をしたい。ラルス卿はどこまで知っている？」


椅子に座ると前置きもなしに本題を切り出してきた。相当焦っているな。冒険者時代にも借金まみれになって後がないやつは、大体こんな感じだった。ガーレンも似たような状況なのだろう。



「アルマ戦闘司教からは、聖魔法に耐性のあるリッチが孫娘様を攫さらったと聞いています」

「ふむ、私が流した噂どおりに広がっているな」

「……どういうことでしょうか？」


リッチに孫娘が攫われた。




これはガーレンが意図的に流した噂で、本当は違うらしい。



「では、私の口から正式に依頼内容を伝えよう。私の孫娘が自らの力で聖魔法に耐性のあるリッチになった。世間に知られる前に倒してくれ。成功したら、見返りとして派閥を乗り換えることを約束しよう」

「！！！！」


まさか枢機卿の孫娘がリッチになっているとはッ！！




この事実がバレたら枢機卿の立場を追われるだけでは済まないぞ。人類の敵であるアンデッドの仲間だと認定されて、一族への迫害が始まるはずだ。




守ってくれるはずの教会騎士も、今回ばかりは頼りにならない。それどころか迫害を手伝う可能性すらある。




確かにこれは、聖女や教会関係者には聞かせられない話だな。




貴族に知られたら弱みを握られて徹底的に利用されるだけ。だからゼルマにも話せない。




俺一人だけを呼んだ理由も納得した。



「その孫娘——マルダ様は魔法に詳しかったのでしょうか？」


リッチになる条件はいろいろとあるが、共通するのは呪いの魔法に詳しいということだ。詳しいことは俺も知らないが、呪いを自身にかけてから死ぬと、一定の確率でリッチとして蘇るらしい。確率は体内に保有している魔力量によって左右されるという噂もあるので、リッチが強いのはそもそも強くなれる人間ではないとリッチになれないといった事情があるからだ。



「もちろんだ。小さいころから戦闘技術や魔法の教育をしてきたので非常に詳しい。また聖女になれる可能性があるほど聖魔法の適性が高く、魔力量も豊富だった」


教会から教育を施されていたのであれば、アンデッドにも詳しくなっていただろう。必然的にヤツらが使う呪いや毒などにも理解があったはずだ。




どこで歯車が狂ったのかわからないが、その知識があればリッチになることは十分にありえる話である。




ガーレンの話に違和感はなく、つじつまも合う。




嘘をついているようには見えない。




すべてを包み隠さず言っているわけではないだろうが、依頼を達成するのに支障はない程度だ。



「それはさぞ、強力なリッチになっていそうですね」

「だから聖女と勇者に頼るしかないのだ」


ガーレンのシワがさらに深まり、疲れた表情を浮かべていた。




自慢の孫娘が一転して自らの立場を脅かす存在になったのだ。




その心労は想像できないほど大きいだろう。が、俺には関係ない話なので気を使う必要ない。




詳しい話を聞いても同情できないのは、この豪華な屋敷を見ているからだろうな。



「わかりました。私はリッチになったマルダ様を倒せばよろしいのですね」

「ああ、完全に消滅させてくれ。聖女エレノア、アルマ戦闘司教を同行させるので証拠品は持ってこなくてもよい。むしろ証拠ごと消滅させてくれ」


討伐証明が不要なのは、マルダがリッチになった痕跡を残したくないからだ。



「証拠品の消滅はできると思いますが、目撃者は残ります。知り合いであれば気づく可能性があると思いますが……」

「孫娘のリッチが消滅していればなんとでもなる。証拠品が残っていたとしても言い訳のしようはあるからな。問題にはならん」


さすが、教会内における最高峰の権力者だな。




付け加えるのであれば、討伐が終わった後に俺がリッチの正体をゼルマに伝えて証拠を渡しても、枢機卿の立場は揺るがないだろう。それほどガーレンの立場は強固だし、だからこそ機嫌を損ねるような行動は慎むべきだ。



「わかりました。それで、討伐が成功したら……」

「もちろん。先ほど言ったとおり、教皇派から現聖女派に乗り換えよう。創造神の名にかけて約束は守る」


教会の信者が創造神の名にかけるといったら、それは死んでも約束を守るという宣言だ。これを破ってしまうと破門されるらしい。枢機卿とはいえ容易に破ることはできないだろう。



「わかりました。そのお言葉を信じます」

「頼んだぞ」


俺が受けると聞いて安心したガーレンは、背もたれに体重を預けて力を抜いた。




これで一安心。とか、思っているのだろう。



「はい。お任せください。それでは、リッチの情報を詳しく聞かせてもらえないでしょうか」

「私の話を聞くより、この報告書を見たほうが早い。部屋に持ち帰っても構わんぞ」


ガーレンが羊皮紙の束をテーブルに置いた。




討伐に失敗した教会騎士たちがまとめた報告書のようだ。




現場の生の声が聞けるのは助かる。



「ありがとうございます。それでは部屋で、じっくりと読ませてもらいます」


席を立ち、羊皮紙を受け取ってから、メイドに案内されて部屋に戻る。




ソファーに座ってガーレンから受け取った羊皮紙を見ることにした。




リッチが拠点としている山奥の廃城や、周辺に出現する魔物の情報などが詳しく記載されている。黒いボロボロのローブを着ているようでフィネに似ているが、首に首飾りをつけているようだ。




根城としている廃城はダンジョンではない。リッチからダンジョンマスターになったという可能性はゼロだ。聖魔法に耐性があるという以外は、普通のリッチと思ってよさそうである。




内容は覚えたので、羊皮紙の束をテーブルに投げ捨てベッドに倒れ込む。




メイドはリッチがマルダだとは知らない。それで、遺品を回収してほしいと頼んできた。ここまではいいのだが、問題はマルダがリッチという事実を他人に知られてはいけないことだ。




遺品——リッチが身に着けていたアイテムをメイドに渡したら、ガーレンは俺たちが裏切ったと判断して取引を中止するだろう。それだけではなく、反撃してくる可能性すらある。




だが、ガーレンの動き鈍らすぐらいはできると思うので、メイドに渡さずとも持っておいて、いざというときに使うのもありだ。創造神に誓うと言っても欲望に溺れた人間は、自分にとって都合のよい解釈をして抜け道を探し出すからな。




リッチ討伐のときに証拠品をどうするか結論を出さなければいけないのだが、旅の疲れが襲ってきて、急にまぶたが重くなってくる。思考が鈍っているので、少し休息が必要だろう。




ドアがノックされる音が聞こえたが睡魔には抵抗できない。




起きるのも億劫おっくうなので、欲望に身を任せて眠ることにする。






◇　◇　◇





目が覚めるとベッドの上に女性が座っていた。




顔を動かして姿を見ると両サイドの髪を結んだ姿が特徴的な、エレノアがいた。




元聖女でもヤバイのに現聖女と二人だけでベッドにいる。かなり危険な状態だというのを瞬時に理解して、飛び跳ねるにようにして起きた。



「な、なぜここに？」

「あら、そんなこともわかりませんの？　お話をしに来たからに決まってますわ」


笑顔を浮かべながらエレノアは俺の頬ほおに手を当てた。



「ガーレン枢機卿からリッチについて伺ったのでしょう？　討伐にはわたくしも参加するのですから、詳細を教えてくださいな」


二人っきりというのは勘弁してほしい。俺に好意を抱いているのは薄々理解しているのだが、立場というものがあるだろう！




まずはこの状況を打破しよう。




小さくため息を吐いてからエレノアに話しかける。



「わかりました。ご説明しますが時間がかかると思います。お茶を飲みながら、というのはどうでしょうか？」


提案を気に入ってくれたようで、エレノアは小さく手を合わせて喜んでいた。



「いいですわね！　さっそくメイドを呼んできますわ！」


俺が行くと言う前に、部屋から飛び出してしまった。




多分だが、拒絶されなかったことで気持ちが盛り上がってしまったのだろう。




女心なんて全くわからない俺でも、そう感じてしまうほどエレノアは純粋な喜びに満ちた表情をしていた。




一人になったのでベッドから移動してソファーに座る。




しばらく待っていると、エレノアが戻ってきた。




続いて、お茶のセットが置かれたワゴンを押しているメイドも入ってきた。



「お茶をお入れします」


ソファーの前にあるテーブルにカップが二つ置かれ、お茶が注がれていく。湯気が出ているので温かいのだろう。音をほとんど立てずにすべての作業を終わらせると、メイドはソファーの後ろに立つ。




これで聖女と二人っきりという状況は避けられる。




教会騎士たちも納得できるような状況のはずだ。





いろいろと気を使わなければいけない相手であるエレノアは、楽しそうに俺の隣に座っている。テーブルを挟んだ正面にもソファーがあるのだが、そこに行こうとはしない。それとなく誘導しても「隣のほうがいいので」と言われてしまい、そのままだ。






仕方なくこの状態を維持しながら、報告書に記載されているリッチについて一通り説明した。




もちろん、ガーレンの孫娘がリッチになったという部分は省いている。



「聖魔法に耐性があるという以外は、普通のリッチなのですわね」

「ええ、そうです。耐性を突破できるような強力な一撃、それさえあれば勝算はあります」

「だから、わたくしのラルスが選ばれたのですね」


聖剣の一撃。




あのフィネすら倒せたかもしれない攻撃だ。




リッチにも効くという確信はあった。



「許可は取れておりますし、わたくしも参加しますからね」


ゼルマ、現聖女派に入っている枢機卿、ガーレン辺りと話が済んでいる、ということだ。



　元からその話だったので、俺は小さくうなずいた。

「エレノア様は今回の討伐にこだわっているように見えます。どうしてなのでしょうか？」


馬車で同席したときから感じていた違和感だ。今までと違って積極的に行動している。なりふり構わずといった表現が当てはまるほどで、後がないようにも見える。




もしくは、残り僅わずかな命を燃やすような、そんな必死さを感じていた。



「わたくしにも事情があるんですのよ」


まともに答えるつもりはないようで、静かに微笑んでいるだけだ。




事情ね……教会の思惑が絡んでいるのだろうが、俺には想像がつかない。リッチの討伐は教皇が表立って邪魔できるような内容ではないし、ガーレンの裏切りに勘づいて邪魔しようとしているのであれば、宿屋の一件だけでは少なすぎる。自分の立場が危うくなるのだから、もっと本格的な襲撃が来てもいいはずなのだが、それもない。




教皇は不気味なほど動きを見せず、静かだ。一体何を考えているのだろうか……いや、考えるのはよそう。俺にはわからないことのほうが多いのだ。



「なるほど。エレノア様のお力が借りられるのでしたら、絶対に勝てますね。一緒にリッチを討伐しましょう」

「ええ。必ず」


微笑みを崩さず返事をするエレノアの目は、どこか寂しそうに見えた。




リッチ討伐





王都アクラに滞在し始めてから二日が過ぎ、リッチ、いやマルダを討伐する日が来た。




ヤンから一緒に移動した教会騎士とともに、俺とソフィー、アルマ、そしてエレノアは出発する。




教会騎士らはマルダではなく配下の魔物と戦うのが目的で、指揮するのはゴッズという男だ。宿で俺を襲った人物だが今は正気を取り戻しており、表面的には友好的に接してくれている。




仮にまた暴れたとしてもソフィーやエレノアがいれば、すぐに元に戻るので問題はないだろう。




マルダはここから徒歩で四日ぐらいの距離にある、山の頂上に建てられた廃城を根城にしている。山はアンデッドが徘徊していて、地元の村人は誰も入れない状態らしい。




今回は舗装されていない山を登らなければいけないため、馬車は使わず全員徒歩だ。大量の食料だけ馬に乗せている。




移動は順調で、余計な邪魔は入らず数日が経過。山の麓にまで到着した。ここからでも頂上に廃城が見える。もう少ししたら本格的な登山に入るということもあって、今は小休止をしている状態だ。




休憩の指示を出し終えたゴッズが俺に近づいてくる。



「山頂までは、我々が先導します」


断る理由はない。




この辺に詳しい地元の猟師を雇っているので、道に迷うこともないだろう。



「頼みました」


返事をするとゴッズは軽く頭を下げて去ってしまった。




その後は、特に何もなく休憩は終わって廃城に向けて出発する。







山の中に足を踏み入れると、雰囲気が一気に変わった。




動物たちの気配がなくなり魔力が濃くなる。さらにスケルトンナイトやレイス、グールといったお馴染みのアンデッドまで出現してきた。魔物の種類はフィネのダンジョンと変わりない。強さも同じ程度だ。ユニーク個体が出たらわからないだろうが、この程度なら聖刻文字を刻んだ剣を振るう教会騎士の敵ではない。




教会騎士たちが、アンデッドを消滅させながら先に進む。俺は守られる立場なので、眺めているだけだ。




暇なので隣にいるソフィーを見ると、木製のスタッフを片手に持ち前を向いてしっかりと山を登っている。もう一方のエレノアは、周囲にクリスタルが浮かぶ聖女のスタッフを大切そうに抱きしめながら歩いていた。




二人とも疲れている様子はない。ゴッズたち教会騎士の活躍によって、体力は温存できている。




昼過ぎぐらいになり廃城の目の前にまで移動すると、急に空が暗くなったので上を見る。厚い黒い雲が出現していた。



「全員、警戒しろッ！！」


ゴッズが指示を飛ばすと、各人が武器を構える。俺も聖刻文字が刻まれた剣を鞘から抜き、ソフィーは木製のスタッフを、エレノアは聖女のスタッフを構えて敵襲に備える。



「創造神の教えに背く者に死を！」


空から生気を感じない声が発せられると、雲の一部が割れて魔物が出現した。




姿は非常にシンプルだ。




骨だ。黒いローブを身につけ、首元にはペンダントがぶら下がっている。




こいつがリッチになったマルダなのだろう。




マルダが発する魔力は普通だ。確かに邪悪ではあるが、フィネのように魔力を持たない人間を狂わせて殺すような禍々しさまでは感じない。が、見上げている俺たちへの敵意、殺気は、フィネ以上だった。



「恥知らずたちには死んでもらいます！！」


地面からスケルトンナイトが出現した。




一、二体といった感じではない。数百は地面から出てこようとしている。



「こいつらには耐性がある！　気をつけろ！！」


聖魔法への耐性があるなら聖刻文字の効果も薄れる。教会騎士にとってスケルトンナイトは敵ではないのだが、それは聖魔法が十分な効果を発揮するという前提があるからであって、耐性があれば相応に苦戦してしまう。




負けるとは思わないが、すべてを処理するのに時間はかかるだろう。と、予想していたのだが、



「薄汚いアンデッドどもめッ！！　私の前から消え失せろ！！」


アルマがメイスを振り回して暴れていた。スケルトンナイトたちが次々と宙に舞って倒されていく。圧倒的な暴力の前では、聖魔法への耐性なんて意味はないようだ。




少し計画は狂ってしまったが、アルマや教会騎士たちの働きによってスケルトンナイトは俺たちに近づけない。




おかげで目の前にいるマルダに専念できる。



「ソフィー、エレノア様、この場でリッチを倒しましょう」

「はい！」

「もちろんですわ」


二人とも返事をすると聖魔法を放つ。



『『ホーリーランス』』


白い槍が周囲に何本も浮かび、マルダに向かって飛んでいく。人類最高峰の聖魔法の使い手であるソフィーとエレノアの攻撃だ。耐性があろうがダメージは与えられるだろう。



『ホーリーランス』


なんとマルダも聖魔法を使って白い槍を迎撃した。




アンデッドが聖魔法を使うなんてありえないはずだったのだが、聖魔法の適性が高い人間がリッチになれば、可能なのかもしれない。いや、今目の前で魔法を使われたので可能なのだろう。




しかもソフィーたちの聖魔法と対抗できたのだから、ガーレンが言っていた聖女の素質があったというのも嘘ではなかったようだ。ソフィーやエレノアは聖女を育てる施設で出会っていた、いや、もしかしたら友人だったかもしれない。




そう思うと、二人に酷いことをしてしまっているな……。



「リッチが聖魔法を使うだなんて、わたくしは信じませんわッ！！」


正体を知らないエレノアは動揺しながらも、聖魔法を繰り返し放つ。ソフィーも続くが、すべて同じ魔法で相殺されてしまった。




対アンデッドで絶対的な威力を誇る聖魔法。それが今回ばかりは、役に立ちそうにない。マルダを倒すには別の魔法を使うか、もしくは強力な一撃を与えるべきだ。




聖魔法の打ち合いをしている間に、周囲は大きく変化していた。




スケルトンナイトの他にもグールやレイスといった魔物も出現していて、教会騎士たちの戦いは激しくなっている。アルマが順調に倒してはいるが、こっちを助ける余裕はないだろう。




味方より敵の数が多く有利に進められない。まずは雑魚を一掃するべきだ。ソフィーに『ターンアンデッド』を使うように指示を出そうとした瞬間、急に思考が止まる。




今まで戦意に満ちていた心が別の感情に置き換わり、周囲の人たちが憎くなってきた。視界が歪んで、人間に対して嫌悪感が湧き出てくるのを抑えきれない。




なぜ俺より贅沢な生活している人間を助けなければならない。




面倒ごとに巻き込むヤツらなんて滅んでしまえばいい。




貴族、教会、冒険者、そのすべてが煩わしい。




俺はもっとリヒトを見習わなければいけない。他人なんて関係ないのだ。したいことをして、欲しいものはすべて手に入れる。ギフト能力を持っているのだから不可能ではない。そういった人生を歩もう。




手始めとしてこの場にいる全員を殺し、自由を手に入れるッ！！




俺のことを敵視しているアルマとゴッズから斬り裂いてやろう。教会騎士たちの隙を狙うのは簡単だ。俺を襲ったことを後悔させてやる。




足を一歩踏み出す。



『キュア・マインド』


意識が急にハッキリとして、二歩目を踏み出そうとしていた足を止める。




誰かに思考を乗っ取られたような感覚だった。魔法で意識を操られていたようだ。



「大丈夫ですかッ！？」

「ああ、問題ない。助かった」


ソフィーに礼を言うと、すぐに上を見る。




魔法を使った犯人はマルダに違いない。呪いや意識の乗っ取りなどはアンデッドの得意分野だからな。戦闘で意識に隙ができた瞬間を狙われたのか。



「私の魔法を解除できるとは……教会も本気というわけですね」


もしかしたら最初にマルダと戦った教会騎士の連中は、精神を操られて同士討ちさせられたのかもしれない。俺ですら抵抗できなかったのだ。ソフィーやエレノアのように『キュア・マインド』や『ホーリーサイクル』を使えなければ解除できず、死ぬまで戦わされたはず。




マルダも他のリッチと同様で魔法が得意なのだろう。であれば、接近戦に持ち込めればこっちが有利になる！　と、そんな予測を立てていたのだが、どうやら俺の考えは間違っていたようだ。




マルダが急降下して地面に足をつけると走り出し、エレノアの目の間に立つ。腰をひねって殴ろうとしている。ローブに隠れていて気づくのが遅れてしまった。両腕にガントレットのような装備を着けていたのだ。




明らかに素人の動きではない。




こいつは、魔法だけでなく接近戦もできるのか……ッ！



「危ないッ！！」


驚いて動けないエレノアの間に割り込んで、腕を盾にしてリッチの拳を受け止める。強い衝撃が襲いかかり、耐えきれない。エレノアごと吹き飛ばされてしまった。




先ほどの一撃は、防御に使った両腕が折れてしまうのではないかと思うほど強力だ。勢いは殺せずエレノアを抱きしめながら地面を転がり、木に当たってようやく止まる。



「ラルスさんッ！」


ソフィーの叫び声が聞こえた。




顔を上げると、マルダが俺の頭を吹き飛ばそうと回し蹴りをする態勢をとっていた。



『魔法障壁ッ！！！！』


周囲に透明の膜が出現すると、マルダの足が衝突。ひびが入った。




両腕の痛みで意識が飛びそうになるのを我慢しながら、魔力を注ぎ込んで『魔法障壁』を修復する。




エレノアは吹き飛ばされた衝撃で気絶している。




この場から逃げ出すのは難しい。



『ホーリーランス』


ソフィーの聖魔法がマルダに向かう。攻撃を中断して避けると思ったが、そんなそぶりは見せず胸に二本突き刺さった。



「これは……耐性ってレベルじゃないぞ……？」


元聖女の聖魔法をまともに受けても、ダメージを受けている様子はないのだ。




普通のアンデッドであれば消滅してもおかしくない威力があるはずなのに。これでは完全耐性と表現したほうが現実に近いじゃないか。




クソッ！　聖魔法に完全耐性を持っている存在を認めたくないから、報告書の内容を歪めやがったなッ！！



『ヒール』


目を覚ましたエレノアが、回復魔法を使って両腕を治してくれた。



「大丈夫ですか？」


自分だって傷だらけなのに、俺を優先してくれたことに感謝の気持ちが湧き上がる。



「ありがとうございます」

「礼には及びませんわ。あれに勝てますか？」


質問にうなずいて返事をすると、『魔法障壁』を解除する。マルダは大きく足を上げていて、かかとが俺の頭上に落ちてくる。それを創造した聖剣で斬り飛ばして防いだ。



『ファイヤーランス』


動きが止まったマルダの胸に炎の槍が次々と刺さる。さすがに効果はあったようで、片足だけで器用にバックステップをして俺から距離を取った。




骸骨の両目に宿った光る目が、俺の右手にある聖剣を見ている。



「聖剣……勇者…………教会は新しい傀儡を手に入れたんだ……」


先ほどの荒々しい攻撃をしてきた存在とは思えないほど、穏やかで哀れむような声だった。



「悪いが、俺は勇者ではない」

「能力はあるのに拒否をする。珍しいですね」


会話ができたと思ったらマルダが放っていた殺気が薄れていく。




構えも解いて一本足のまま立っているだけ。




いつでも攻撃が当てられそうだ。



「あなたの名前を教えてもらえません？」


俺の名前を聞いてどうするつもりだ？　呪うのか？




いや、名前を知った程度で呪えるのであれば、俺はフィネに呪殺されているはずだ。




教えても問題はないだろう。



「ラルス」

「そう、ラルスさんというの。私は——」

「知っているから言わなくていい」


危ない。この場で本名を告げられたら、周囲にガーレンの孫娘だとバレてしまうところであった。



「そう。じゃあ自己紹介は終わったことだし、質問してもいいかな」


まともに会話ができてしまうので妙な感覚であるが、相手は魔物だ。元人間だったとしても俺たちには理解できない行動原理を持っている。




特にアンデッドは執着心が強い。マルダが何に執着しているのかわからないが、歪んだものになっているのは間違いないだろう。まっとうな理性を残したアンデッドなんてこの世に存在しないから。



「ねえ、ラルスさん。今の教会をどう思う？」


今も昔もがめつく貧乏人は救わない。金持ちばかりを癒やし、アンデッドを狩ることに執着している場所。それが俺の持つ教会の印象だ。




もちろん、まともな人間もたくさんいるが、組織として見たら別の話になる。




頭が腐っていたら手足なんてまともに機能しない。現場で戦う教会騎士や助祭がどんなに立派だろうが、教会全体の評価には関係ないのだ。



「お前はどう思っているんだ？」


アンデッドとまともに会話するつもりはないので質問で返した。それがいけなかったのだろうか、マルダは全身を小刻みに揺らし出した。




骨なので表情はわからないが、怒っているような雰囲気がある。



「……てる…………腐ってるッ！！　みんな死ねばいいんだッ！！」


マルダは両手を上げて魔力を練り始めた。




急にキレる相手はフィネで慣れている。驚きはない。




エレノアとソフィーをかばうように立つ。



『ダークランス』


黒い槍がマルダの周囲に何本も浮かんだ。数が多い。俺の『魔法障壁』はもつか怪しいが気合いで耐えるしかないだろう。




覚悟を決め終わったタイミングで、黒い槍が放たれた。向かう先は——スケルトンナイトやグールと戦っている教会騎士たちだッ！




不意を突かれて次々と体を貫かれていく。



「はははは！！！　腐った人間は死ねばいいんだぁぁああああッッ！！」


教会関係者に強い憎しみを感じる言葉だった。




俺のことなど忘れている。




執着するあまり優先度を間違えてしまう。アンデッドにはよくあることで、だからこそ勝機がある。



「準備はできたみたいだな」

「はい」

「もちろんですわ」


聖剣の刀身は、聖女二人の魔力を吸収して虹色に光っていた。



「行ってくる」


体内の魔力を練り身体能力を強化して、右足に力を入れると飛び出した。矢のように進み上段から聖剣を振り下ろす。フィネであれば必殺の間合いだったはずなのだが、マルダは体を僅わずかに傾けるだけで回避。俺の体を横から殴りつけた。



「ぐッ」


まともにくらってしまい吹き飛ぶ。身につけていた鎧には拳の跡が残っていた。




片足のくせになんて威力だ。リッチと戦っているとは思えない。




聖魔法の力で切れ味が増した聖剣が当たれば倒せるのだが、マルダは体術に長けていることもあって、それが難しい。枢機卿の孫娘が聖魔法だけでなく、格闘に精通しているだなんておかしいだろ！



「聖剣を持つ勇者が不意打ちをするだなんて！　恥を知りなさい！！」

「いや、俺は勇者じゃないんだが……」


抗議しても無駄だとわかっているが言わずにはいられなかった。




怒りの矛先は俺に変わったようで、黒い槍が次々と飛んでくる。



「勇者を否定するなんて許せませんッ！！」


俺の発言が気に入らなかったようで連続して黒い槍の魔法を放つ。




反撃する余裕はなく『魔法障壁』で防ぎながらマルダの意識を引き続ける。




防戦一方ではあるが、これで聖女二人は自由に動けるはずだ。



『『ターンアンデッド』』


ソフィーとエレノアの二人から白い光の柱が出現して周囲に広がっていく。俺たち人間には影響のない光だが、スケルトンナイトや他のアンデッドが触れると炎で熱されたように溶けていく。完全耐性だと思っていたマルダですら骨から煙が上がってダメージを受けている。さすが聖女様だ。対アンデッド戦では非常に心強い。




光が収まると魔物はマルダしか残っていなかった。



「勇者に聖女…………なんで今、来るの……」

　聖女のスタッフを持つエレノアを見ながらマルダは全身から煙を出し、世界を呪うような声を出していた。


お仲間が全滅したというのにマルダは自分の世界に閉じこもっている。




立ち尽くしてぶつぶつと独り言をつぶやく姿は、アンデッドに相応しい。



「倒すべきは、あのおぞましい行為をしている、おじい様たちのはずなのに……」

「どういうことだ？」

　おじい様とはガーレンのことで間違いない。孫娘であれば弱みの一つや二つ知っているだろう。アンデッドの言葉をすべて信じるわけではないが、聞いてみる価値はありそうだ。

「あの人は子供を集めて毎晩——」

「死ねぇッ！！」


敵がいなくなり自由に動き回れるようになったアルマが、背後から攻撃をしかけた。マルダは頭上に迫ってくるメイスを掴むと、攻撃の勢いを利用して投げ飛ばす。向かう先は、俺だ！




アルマなら自分で何とかするだろう。受け止めるようなことはせずに避けると同時に走り出した。




マルダの話の続きは気になるが、先ほどの言葉で大体想像がつく。




他者を完全に圧倒するほどの権力と権威を持った男がやることなんて、多くないからな。




虐待や拷問、そこら辺だろう。後はガーレンの性癖によって詳細が変わるだけだ。しかもマルダは「たち」と言った。ガーレンだけでなく、周辺のやつらも似たようなことをしていそうで嫌になる。




聖女候補として育てられた少女にとっては、自らの世界が崩壊してしまうほどの衝撃を受けたことだろうな。



「他者を助けると言いながら裏で人を虐げる。そんな教会なんてダメッ！　私が理想の教会を作るのッ！！」


聖剣の攻撃を器用にかわしながらマルダは叫んでいる。




教会の裏を知って、親愛が憎しみに変わったのか。




聖女でありながらも現実を受け止められるエレノアより、聖女たるべき在り方を優先したソフィーに近い。




だが、マルダは手段を間違えてしまった。




強い執着心を持っていたために思考が歪められている。生前のマルダとは言動は大きく違うはずだ。今すべてをぶちまけたとしても、誰も信じないだろう。




知り合いであるほど早く処分してくれと願うはず……いや、一人だけ生存を望んでいる者がいるか。俺の目の前で服を脱ごうとしたメイドの姿が脳裏に浮かんだが、すぐにかき消してマルダへの攻撃を続ける。




相手は片足だというのに動きは衰えていない。聖剣は当たらないが焦ってはいなかった。無理をせずに確実に倒せばいいだけなのだ。




マルダの気持ちはわかるが、お前はこの後も何人も殺し、その度に理性は薄れていくだろう。いつか人間を救いたかったという想いすら消え失せ、教会への憎しみしか残らないはずだ。




そんな運命をたどる前に終わらせてやる。



「お前の話は聞き飽きた。そろそろ消えろ」

「……人間を助けるべき勇者が、そんなことを言うだなんて……偽物は排除しなきゃ……」


マルダの魔力が膨れ上がり足も再生された。




立ち上がったアルマが襲い掛かろうとしたので声をかける。



「俺がやる。邪魔をするな」

「……」


いつもと違って反発はしてこなかった。俺の気持ちが伝わったのだと思いたい。




教会騎士やソフィー、エレノアも見守ることにしてくれたようだ。



「来いよ」


人差し指を前後に動かして挑発する。




これでもう俺しか見えないはずだ。



「偽物は消えてくださいッ！」


マルダの姿がブレたかと思うと、次の瞬間には目の前に立っていた。




鳩尾みぞおちを狙って殴りかかってくる。直撃すれば鎧すら破壊する威力があるだろうが、怒りで我を忘れているようで動きが単調だ。来るとわかっていれば避けられる。




右に飛んでから魔法を使う。



『ファイヤーランス』


周囲に炎の槍が出現すると、マルダに向かって放つ。




頭や胸に突き刺さって骨を焼くが、すぐに回復してしまう。魔力を使って再生しているのだろう。




今度は俺が前に飛び出し聖剣で頭を狙って突く。




マルダは首を横に傾けるだけで回避した。



『エアハンマー』


肋骨辺りに手を当てて空気の塊をぶつけた。




バキバキと骨が折れる音が聞こえるとともに、マルダが後ろに吹き飛ぶ。ゴロゴロと地面に転がる。止まった場所には教会騎士たちがいた。



「仲間の仇だ！！」

「アンデッドは消滅せよッ！！」


俺が制止するよりも先に、聖刻文字が刻まれた剣で攻撃を始めた。




やめろ！　効くはずがない！！




次々と教会騎士が集まりだして無駄な攻撃を繰り返している。俺がいる所からではマルダの姿は見えない。乱入するわけにはいかないので、しばらく様子を見ていたが……まさかッ！？



「ソフィー！　操られているかもしれない！」

「え、は、はい！」


慌てながらも俺の意図をくみ取ってくれたソフィーが魔法を使おうとしたが、少し遅かったようだ。マルダを攻撃していた教会騎士たちがソフィーやエレノアに襲い掛かる。アルマがエレノアの前に立ったので俺はソフィーを守ることを選ぶ。



『エアハンマー』


近づいてくるや教会騎士を吹き飛ばす。




その間にマルダは宙に浮かび魔法を使おうとしている。



『ホーリーサークル』


アルマに守られているエレノアが、精神操作を解除する範囲魔法を使ってくれたおかげで、教会騎士が正気を取り戻すと地面に倒れた。




どこまでも使えないヤツらだったな……。




マルダは空中に逃げるための時間稼ぎとして使ったのだろうが、おかげで俺が狙っていた位置に来てくれた。これで聖剣の力を遠慮なく解き放てるぞ。




聖剣の力は大きい。一度放ってしまえば周囲にある物や人間を巻き添えにしてしまう。今回のような集団戦の際には使いにくかったのだが、空中に放つなら遠慮なくやれる。



「大切なメイドを！　敬虔な信者の少年を！　私の大切な教会を汚す者は許しませんッ！！」


マルダの周囲に黒い槍がいくつも浮かぶ。




狙いは俺だけでなく、倒れている教会騎士にも向かっていた。




一応、今は味方なので守るか。




聖剣を上空に突き出す。狙いはマルダだ。



『お前を神敵として認める。即刻、消滅せよ！』

「違います！　本当の神敵は、優位な立場を利用して汚いことをする、あなたたちです！」


黒い槍が降り注いでくるが、聖剣から放たれる光の束に飲み込まれた。さらに勢いは止まらずマルダにまで到達する。



『魔法障壁ッ！』


聖魔法に高い耐性……というか、完全耐性に近い能力を手に入れているマルダだが、さすがに聖剣の力は恐ろしいらしい。防御魔法を使って防ごうとする。だが、そんな努力は聖女二人分の力が込められた聖剣の前では無力だ。




すぐに突破して飲み込んでいく。




教会、その組織を支えていた聖剣の歴史は長い。過去にはマルダみたいな存在もいただろう。そういうアンデッドが現存していないことから、聖剣の一撃が耐性すら突破することは証明されていたのだ。




白い炎が消えると、マルダは頭蓋骨といった体や装飾品の一部しか残っていなかった。飛翔魔法の効果が切れて地面に落ちる。



「俺が行く。ここで待っててくれ」


意識が残っているソフィーやエレノア、アルマに言ってからマルダに近づく。




頭蓋骨の目には光が残っていて、驚くことにまだ意識はあるようだ。



「さすが……勇者様…………ですね……」


先ほどまであった強い敵意はなくなっていた。




穏やかな声色だ。




アンデッドの呪縛から解放されて、今は生前のマルダに近いのかもしれない。



「お願いが……あり……ま……す」


本来であれば魔物の言葉なんて聞く必要はない。今までそうだったように消滅させてもいいはずなのだが、俺の手は意思に反して動かなかった。




単純に話が気になるのか、それともマルダのことを哀れんでいるのか、わからない。フィネのように存在自体が邪悪だったら遠慮なく攻撃できるんだがな……やはり俺は、女性に甘いのかもしれない。



「私が持って……いたペンダン…………それを専属だったメイ…………に…………」


途中で言葉が止まった。




目の光は先ほどよりも薄くなっていて、もう喋る力すら残っていないようだ。




脱衣所で泣いていたあの女性に渡してほしい。そう言いたかったんだろうな。




少し悩んだがペンダントは確保すると決める。



「わかった。俺が預かっておこう」


メイドに渡すとは約束しない。




どう使うかは、これから決めようと思う。



「お願いを…………聞いて…………ありが…………勇…………様」


最後に感謝の言葉を伝えて頭蓋骨に浮かんでいた光が消えた。




これで完全にリッチになったマルダを倒したことになる。




ありがとう、か。




魔物に悪意のない礼を言われるなんて、思いもしなかった。




マルダは完全に消滅した。残った魔石を拾うと見せかけて、ついでにペンダントを回収すると腰に付けたポーチに素早くしまう。



「ちゃんと倒したみたいだな」


全身に土埃のついたアルマが近づいてきた。



「あのリッチと何を話していた？」


俺が回収したアクセサリーを見ていたようだが、何も言わなかった。




馬鹿正直に話す必要はない。




適当にはぐらすか。



「教会に対する怨嗟えんさの言葉を吐いていたぞ。消滅する直前になっても恨みは消えなかったようだな」

「…………」


反論の一つでもしてくると思ったがアルマは黙ったままだった。




こいつも教会に対して思うところはある、といった感じか。




教会内での立場は上のほうだろうし、いろいろと噂は聞いているだろう。もしくは直接目撃したことがあるかもしれない。俺だけじゃなくアルマや教会騎士だって、今の教会に思うところはあるはずだ。




清く正しく生きたい。




そんな純粋な思いを貫き通すのが難しい社会だからこそ、マルダは道を誤ってしまい、俺たちは権力者に振り回されている。




だから俺は諦めない。




お偉方が描いた絵は吹き飛ばしてやろうじゃないか。




そんな決意をしていると、アルマが話しかけてきた。



「リッチが消滅したのは確認した。屋敷に戻ったら次は残党狩りだ」


マルダは倒したが生み出されたアンデッドは山中に残っている。グールやスケルトンナイトは寿命を持たないので、放置していても消えることがない。永遠に人を襲い続けるので討伐しなければならないのだ。



「お前たちをガーレン枢機卿の屋敷に送り届けたら、掃討してやる」


暗い瞳をしたアルマがいつもどおりの口調で言い切ると、地面に倒れている教会騎士のほうに向かう。指揮をしていたゴッズの前に立つと頭を軽く蹴った。



「いつまで寝ている。起きろ」


目覚めないのでアルマがもう一度蹴りを入れると、今度は体が動く。かなり強引な方法だが意識は取り戻したようだ。




教会騎士たちが起き出して騒がしくなる前に、ソフィーとエレノアのところにまで移動する。



「二人ともありがとう。助かった」


聖女と元聖女の力を込めたからこそマルダは一撃で倒せた。




これが片方だけだったら？




負けなかっただろうが、逃がしていたかもしれない。




それほどマルダが得た聖魔法への耐性は強かった。



「当然のことです。いつでも頼ってください」


そう言ったのはソフィーだった。いつもどおり優しく微笑んでいる。




一方のエレノアの表情は暗かった。




まるで知り合いが死んでしまったかのような、悲しみを含んだ表情をしている。



「どうされました？」


声をかけるとハッとして俺のほうを向く。



「どうもしていませんわ。リッチは倒したのですし、もう帰るのではなくて？」


周囲を見れば、教会騎士たちアルマを筆頭に帰還の準備を進めている。



「そのとおりですね。帰りましょうか」


エレノアのことは気になるが、今聞いても答えてはくれないだろう。




最後にスッキリしない気持ちを抱えたまま、俺たちは教会騎士に守られて山を下りることにする。







教会騎士は俺たちを屋敷に送り届けてから、廃城に残っていたアンデッドを倒していった。




近辺の村は襲っていなかったようで人的被害はない。マルダは魔物になっても、教会と無関係な人間を殺すようなことはしたくなかったのだろう。




これもアンデッド特有の執着か、もしくは生前の信念に基づいての行動なのかはわからないが、教会騎士たちの仕事が楽だったのは間違いない。




一方、俺たちは屋敷に戻ってから数日は待機させられ、ようやく本日ガーレンと話し合う時間が取れた。




以前、二人っきりで話した部屋には、ガーレンの他に俺、ソフィー、エレノア、ゼルマ、レギーナといった面子がいる。依頼の結果報告と派閥乗り換えといった重要な話をするので、奴隷を除いた全員が揃っているというわけだ。



「では、報告を聞かせてくれ」


一番奥の椅子に座っているガーレンが俺を見て言った。




目が不要なことを喋るなよと語っている。



「報告書にあった聖魔法に耐性のあるリッチは、私が創造した聖剣の力で完全に消滅させました。これが証拠品です」


テーブルの上に魔石を置く。後ろに控えていたメイドがトレーに乗せて、ガーレンの所まで運んだ。



「ほう、さすがにリッチとなると魔石も大きいな」


拳よりも大きいサイズの魔石だ。冒険者ギルドですら、あまり見かけない。




ガーレンは魔石を手に取ると欲望に彩られた笑みを浮かべた。




お前の孫娘が残した魔石だぞと、突っ込みたいと衝動を抑える。ここですべてをぶちまけたら今までの努力が無駄になってしまう。それに家族を失った悲しみより、金を優先する老人に何を言っても無駄だろう。こいつらは人の皮を被ったアンデッドだと思っておけばよい。



「確かに、強力な魔物の魔石だな。リッチを倒した姿を見たものは？」

「エレノア様がいます」


ガーレンに見つめられたエレノアは、小さくうなずいて俺の発言を肯定した。



「よろしい。詳細は教会騎士たちからも聞くが、依頼達成として認めよう」


これで条件はクリアした。




出番は終わりだ。



「では今後、現聖女派になると宣言してもらえると？」


間を置かずゼルマがガーレンに確認を取った。




逃がさない。そんな鋭い目をしている。だから、貴族の子女がそんな目をすると婚約者が見つからないぞ。と、心の中で突っ込む。



「それについてだが——」


ガーレンが言いかけると、コンコンとドアがノックされる音が聞こえた。




重要な会議の場だ。普通は誰も近寄らない。そんな常識を無視してでも伝えたい、緊急の出来事が発生したと考えたほうがいいだろう。




嫌な予感がする。



「入れ」


薄く笑ったように見えたガーレンが、入室を許可した。




ドアが開くと年老いた執事が一人、立っている。長い白髪と黒い執事服の組み合わせは上品に感じた。




執事は一礼をしてから静かに歩き、ガーレンの耳元でささやく。




その間、誰も言葉は発しない。




全員が二人に注目している。




執事が離れるとガーレンの表情は笑顔に変わっていた。



「諸君、非常にめでたい知らせが入った」


派閥乗り換えの話を中断してでも伝えたい、めでたいことだと？




嫌な予感が膨れ上がる。ゼルマを見ると、俺と同じ気持ちなのか警戒しているような雰囲気を出していた。



「それは、今この場で話さなければいけないことか？」


俺たちを代表して、責め立てるような口調でゼルマが言った。




言葉には出さないが俺やソフィー、レギーナも抗議するような視線を向ける。




取引相手の機嫌が急降下しているというのにもかかわらず、ガーレンは余裕の姿勢を崩さない。



「無論です。ゼルマ嬢」

「なら、この場で言ってもらおう。何があった？」


もったいぶるように、ガーレンは一呼吸置いてから口を開く。



「教皇カリウス三世様と聖女エレノア様、このお二人のご結婚が正式に決まりました。式は十日後。今、急いで関係者に招待状を送っているそうです」


衝撃の事実に、俺だけでなくゼルマですら固まってしまった。




教会のトップは教皇だが、影響力・発言力でいえば聖女はそれに劣らない。むしろ民衆の支持を受けているだけ、時代によっては教皇より上になるだろう。




そんな相手と結婚すれば、仮に教皇の立場を追われても影響力は保てる。たいした痛手にはならないのだ。いや、聖女の夫を疑うなんて不敬だといって、議論そのものがされない可能性すらある。




それほど聖女との結婚は重い。当然、ゼルマは警戒していただろうが、今日まで気づけなかったみたいだ。




エレノアの顔を見る。一人だけずっと無表情だった。




結婚式まで十日しかないことを考えると、教皇がエレノアに知らせなかったとは考えにくい……。何らかの弱みを握られて言えなかったのだろう。




裏でコソコソ動こうが、無駄だ。




そんな脅しをしている教皇の姿が見えたような気がした。



「こうしてはおれん。すぐに準備をしなければ！　会議の途中だったが終わらせてもらえないだろうか」

「ガーレンッ！！　あなたは、この私との約束を反故にするつもりか？」


ゼルマの髪の毛がふわりと浮かび、全身から魔力が発された。キレる直前だ。後ろに控えていたレギーナが肩に手を置いて、動き出すのを抑えているが、長くは持たないだろう。



「そんなことはありませんよ。カリウス三世様とエレノア様の結婚式が終わった後に、お話させてもらえればと思っています。そのときまで現聖女派が残っていれば、ですが」


ああ、そういうことか！！




ようやくガーレンの思惑が理解できた。




結婚とは生活だけでなく運命までもともにする神聖な儀式といわれており、結婚式が終われば聖女とその夫は同一視される。要は、二人は一つの存在として扱われるのだ。




そうなったら教皇派と現聖女派は融合する可能性が高い。少なくとも敵対する理由はなくなる。同調することになるだろう。そうなればガーレンは、どちらの派閥に所属しようが問題にならない。




教皇と聖女の結婚がおこなわれたら、すべての前提が崩れる。




クソッ！！




ガーレンの野郎、なんて汚いんだッ！！




教皇の一手に対抗する手段を、俺やゼルマは持っていない。



「どうしても結婚式が終わるまでは話を進められない。そう言いたいのだな？」


ゼルマから発する魔力が強くなり、空気がピリピリとして全員に緊張感が走った。




ここまでバカにされてキレない貴族はいない。猛禽類のような目をしながらゼルマがテーブルに手を置く。ピシッと、ヒビが入った。




さすがのガーレンもこれには驚いているようで、先ほどまで浮かべていた笑みが引きつっている。



「そ、そうだ。教会にとっての一大事だ。何よりも優先される」

「だが、私には関係ない。そうじゃないか？」


いや、関係あるだろ！　教皇と聖女の結婚式となれば、本来は各国の重鎮が祝いに来る場になる。今回は発表から開催まで時間が短いので人数は少ないと思うが、それでも貴族はこぞって参加するはずだ。



「今回の結婚式を歓迎しない。そう言いたいのかね？」


ここで、はいと答えたら亀裂は決定的なものになる。




曖昧な回答をして立場を明確にはせず、態勢を立て直す時間を稼ぐべきだろう。貴族なら、そうする。そういった確信があったのだが……。



「無論だ。お前たちは、この私を裏切った。その報いを受けてもらう」


リヒトと同じか、それ以上の直情的な発言だった。




気持ちはわかる。正直、俺もガーレンのことについては許せないからな。




ゼルマの怒りは収まらないようで、さらに手に力が入ってテーブルに入っていたヒビが大きくなっていく。魔力の荒れ方も激しくなる。誰も近づけないし、注意もできない。レギーナは覚悟を決めた顔をしていた。従順な騎士は、ご主人様と一緒に死ぬ覚悟をしているのだろう。



「お、脅しても無駄だぞ！」


転がるようにして椅子から立ち上がったガーレンが手を叩く。




ドアが開き、警備をしていた教会騎士が数名入室した。



「どうされましたかッ！」


声を発したゴッズはガーレンを見てから、目を横にスライドさせてゼルマをとらえる。




おおよその状況を把握したようだ。



「ゼルマ嬢！　何事かッ！！」


腰にぶら下げた剣に手を当てながらゴッズが質問をした。




対抗するようにレギーナが同じ体勢をとる。一応、俺もゼルマの騎士なので立ち上がってゼルマの盾になれるような位置に移動した。ソフィーも同様だ。




エレノアは椅子に座ったまま動かない。下を向いていて表情はわからないが、何か思い詰めているような雰囲気があった。



「無能に見下され、ゴミに話しかけられるとは。舐められたものだな」


ゆっくりと立ち上がったゼルマがゴッズを睨みつける。お互いに譲らない一触即発の状況だ。下手に動けばこの場が血の海になる。と、思っていたのだが、エレノアが倒れたことで状況は一変した。



「エレノア様！」


俺は急いで、椅子から転げ落ちて床に横たわっているエレノアを抱きかかえる。




顔が青白く、呼吸も非常に弱い。床には紫の瓶が転がっていた。




エレノアが倒れたことでキレていたゼルマは冷静になったようだ。




彼女のおかげでガーレンとゴッズは命拾いしたことになり、俺たちも世界規模の組織から追われるような事態は回避できたが、喜ぶような気持ちにはなれない。




一人の少女が、大人の汚い思惑の犠牲になりそうだからだ。




エレノアの覚悟





エレノアは、ガーレンの屋敷に用意された寝室のベッドで横になっている。容体が気になった俺たちは、室内に集まりソフィーを囲んでいた。



「お前の魔法でも効果はないのか？」


質問をしたのはゼルマだ。エレノアが持っていた瓶を調査した結果、毒を飲んで深い眠りについていることまでわかっている。




普通であればソフィーの聖魔法で毒を無効化して、傷ついた体を回復させることもできるのだが、『キュア・ポイズン』『ヒール』といった魔法を何度使っても効果を発揮しない。




元聖女のソフィー以上に聖魔法に適した人間はいないので、彼女の魔法が効果を発揮しないのであれば誰がやっても同じ結果になるだろう。



「はい。魔法は発動していますが、エレノアさんが抵抗しているのです」


魔法をかけられた場合、受け入れるか、それとも抵抗するか選べる。呪いや毒、精神操作といった魔法は、本人に不利益をもたらすので無意識の内に抵抗するのだが、聖魔法は利益しかないので意識しなければ抵抗することなんてありえない。




エレノアはこんな状態になっても、自らの意思で眠ることを選んでいるのだ。




ソフィーに劣るとはいえ高い聖魔法の適性を持っているエレノアだからこそできる芸当で、俺が同じようなことをしようとしてもすぐに抵抗を無効化され、聖魔法の効果は発揮してしまうだろう。



「……それほどまで思い詰めていたのか」

　と、ゼルマが呟いた。


王都アクラに向かう馬車からエレノアの行動は少しおかしかった。勇者が好きだからといって、積極的に行動しすぎていたのだ。




聖女という立場を守りたいのであれば、せめて教会騎士にバレないように動くべきなのに、周囲の目を気にしていない。婚約者がいる人間の行動ではないし、ソフィーのように立場を悪くして聖女交代につながる可能性だってあったのだ。




だが、俺たちよりも先にエレノアが教皇の動きを知っていたなら納得はできる。




密告しなかったのは脅されていたか、それとも具体的な内容までは知らされていなかったか。理由はいくつか考えられる。




聖女になったのも憧れの勇者と一緒にいたいからだろうし、教皇となんて結婚したくないと思っても不思議ではない。




だが思うように進まず、俺との関係も変わらなかった。そこで最終手段、いや違うな。この場合は最後の抵抗と抗議として、毒を飲む方法を選んだのだろう。



「それは、我が教会に対する侮辱かね？」


ゼルマの呟きにガーレンが怒りを発していた。




こんな状態では結婚式なんてできないからな。教皇の思惑は潰れてしまい、その原因を作ったとしてガーレンは責任を負わされる立場になってしまった。相当、焦っているのだろう。




人間の心を弄んだ結果、お前たちが大好きな創造神が天罰を下したんじゃないか？




だがこの程度ではまだ甘い。エレノアが自らの命を使ってでも作った好機だ。




マルダのこともある。




俺が必ず破滅まで導いてやる。許されると思うなよ。



「いえ、教会を侮辱などしておりません。私はエレノア様のお気持ちを代弁しただけですよ」


ゼルマが挑発的な返答をすると、ガーレンの眉間にシワが寄った。



「ふざけるなッ！　貴族の、しかも女ごときが——」


俺とレギーナが剣を抜いて切っ先をガーレンに突きつけると、暴言は止まった。




出遅れたゴッズが動こうとしたので殺気を飛ばして黙らせる。




ゼルマがキレるのを防ぐために動いたのだ。この場で傷つけるわけにはいかない。




お互いに睨み合っている状態が続く。



「病人の前です。控えてもらえませんか？」


冷たい声を発したのはソフィーだ。




髪がふわりと浮かび、静かだが体から魔力が漏れ出すほどの怒りを発している。




普段怒らないこともあって効果は抜群だった。




俺とレギーナは剣を収めて睨み合うのをやめる。



「もう一度、毒を解除できないか試します」

「……お前は儀式をするつもりなのか？」


質問をしたのはガーレンだ。




特殊な道具と時間をかけて魔法の効果を向上させることを、儀式といったはずだ。




貴族ですらめったにお目にかかれないものなので、何をするのか俺にはほとんどわからない。



「はい。ここには儀式用の道具もありますよね？」

「もちろんだ。本部に比べれば多少劣るかもしれんが、一級品がそろっているぞ」

「では、すべてこの部屋に持ってきてもらえませんか」

「…………わかった」


毒が解除できるかもしれない。




そんな希望を見せられてしまえば、ソフィーの提案を飲み込むしかないのだ。




後のない状態であるガーレンはゴッズを見る。



「使用人を総動員してすぐに持ってこい」

「ですが……」


ゼルマを見ながらゴッズは動くのをためらっていた。




子供よりキレやすい女性がいるから護衛として心配なのだろうが、ガーレンの身を案じるならすぐに動いたほうがいい。



「さっさと行くんだ！　エレノア様が倒れたままでは、カリウス三世様に申し訳が立たんぞッ！！」


動こうとしないゴッズに顔を近づけたガーレンは、つばを飛ばしながら怒鳴った。顔が真っ赤になっている。年齢を考えると、そのまま倒れてしまっても不思議ではないほど興奮していた。




マルダという危機を乗り越えた途端、また新しい危機が訪れたんだから気持ちはわかるが、裏切ったばかりの俺たちの前でそこまで余裕のない態度を出すのは、弱みをさらけ出しているのと同じだ。小物感が出ているし、悪手だと思うぞ。



「か、かしこまりました！　すぐにお持ちします！」


剣幕に押されたゴッズは逃げるようにして部屋を出て行った。




息を切らしたガーレンがソフィーを見る。



「道具はすぐに持ってこさせる。どのぐらい時間がかかるんだ？」

「最短で三日です。儀式の間は私以外、誰も入れないようにしてください」

「他の者の力は不要だと？」

「はい。聖書、香炉こうろ、聖水、それと聖者の布があれば、エレノアさんの抵抗は突破できます」

「……なるほど」


言葉の真偽を確かめているようで、ガーレンは沈黙した。




時間があれば他の回復師や聖女候補を呼ぶ余裕もあっただろうが、教皇が俺たちをハメるために、結婚式を急に発表したことが不利に働いている。外部から助っ人を呼ぶことは不可能。準備に使える時間も限られているので、ソフィーの言いなりになるしか、この男にできることはない。



「わかった。道具の搬入が終わり次第、この部屋は立ち入り禁止にしよう」


最後はソフィーの提案を受け入れるしかなかった。




メイドや執事が、次々と部屋に儀式用の道具を運んでくる。俺たちはその様子を眺めているだけだ。




エレノアが寝ているベッドを部屋の中心に移動させて、聖者の布を毛布のようにかける。周囲に聖水を振りまいて香炉をたく。煙が出てきて部屋中の視界が悪くなった。




最後に保存食と大量の水を部屋に入れると、準備が終わったようだ。



「これから聖魔法を使うために精神を集中させます。この部屋には誰も入らないでください」

「…………わかった。エレノア様を頼んだぞ」


ソフィーの言葉に従って、ガーレンはゴッズを連れて部屋から出て行った。ゼルマは何か言いたそうだったが無言で後に続く。レギーナも同様だ。



「大丈夫なのか？」


ベッドの前で跪いたままのソフィーが振り向いた。



「もちろんですよ。エレノアさんは絶対に意識を戻します」

「そうか……」


聞きたかったのは、儀式なんて体に負担がかかることをして大丈夫かといったことだった。だが、ソフィーのやる気に満ちた目を見たら、そんな心配は無用だと実感する。専門家でない俺の出番はないようだ。



「ラルスさん。一つ質問してもいいですか？」

「ああ、大丈夫だ」

「エレノアさんのこと、どう思ってますか？」


範囲が広すぎて答えにくい。もう少し具体的なことを聞いてくれれば明確に言えるのだが、ソフィー自身が何を聞きたいのかわかってなさそうなのだから難しいだろう。



「出会う前はともかく、実際に話すと憎めない相手ではあるな。教皇の思惑に振り回されているのはかわいそうだと思うし、どんなときにも諦めず前向きなのは人として好感は持てる」


俺から見れば、ちょっと思い込みの強い女性でしかない。




嫌いになる要素なんてないのだ。



「そうなんですね。よかったです」


俺の回答を聞いたソフィーが笑った。




何を考えているのかよくわからないが、機嫌がよいのであれば問題はない。これから重要な儀式を始めるのだから、俺の言葉で精神が不安定にならなくてよかった。



「それじゃ、俺も部屋を出る。頑張ってくれ」

「もちろんです」


立ち上がったソフィーに抱きしめられた。




驚いている間に紙を手渡される。後で読んでみよう。




何もなかったかのように振る舞って部屋を出ると、ドアを閉めた。外で待っていたゼルマやレギーナと合流し、歩きながら渡された手紙を見る。



『時間を稼ぎます。後は任せました』


そんな短い言葉が書かれていた。






◇　◇　◇





儀式をすると言って他人を追い出し、時間を稼ぐことに成功しました。




ようやく二人っきりになった私は、立ち上がるとベッドの端に座ります。



「もう起きても大丈夫ですよ」

「あら、意外に早かったんですのね」


エレノアさんが目を開いて体を起こしました。





私の聖魔法は抵抗なんかされておらず、ちゃんと成功していたのです。ただ、あの場で目覚めさせても都合が悪かったので、効果を発揮しなかったふりをしただけです。






悪だくみをするのは偉い人や男性ばかりじゃありません。聖女だって操り人形ではないのです。甘く見ないでほしいですよね。



「ソフィーには迷惑をかけましたわね」


毒を飲んだ影響が残っているようで、顔は青白いままのエレノアさんが頭を下げてくれました。




聖女としてのプライドが人一倍高かったエレノアさんが私に謝るなんて思いもせず、動きが止まってしまいます。




施設や教会という狭い世界を飛び出し、ラルスさんと出会った影響なのかもしれません。わかっていても妬けてしまいますね。



「あら、そんな顔をするなんて言ってみるものね」


私を驚かせて楽しいみたいですね。




手で口を隠しながら小さく笑っています。



「そんなことより、理由を説明してもらえませんか？」


あの人との結婚が嫌で毒を飲んだのであれば、致死性の高いものを選べばよかったんです。中途半端な毒では私に解毒されてしまうことくらい、予想できたはずなのに。エレノアさんは仮死状態になる毒を選んだ。それには理由があると思いました。



「死のうと思っただけよ」

「私がいるのにあの毒で、ですか？」

「わたくしのことを高く評価してくれるのは嬉しいのだけれど、本当に死のうと思ったのよ。でも、すぐに手に入れられる毒はあれぐらいしかなかった……」


確かに言われてみれば、毒なんて簡単に手に入らないですよね。




エレノアさんがすぐに手に入れられる毒の中で、最も毒性が高かったのかもしれません。




アクラでは自由な時間はありませんでした。恐らくヤンを出る直前に入手したと思うのですが、そうすると疑問が一つ浮かびます。



「結婚式の発表は知っていたんですか？」

「もちろんよ。ヤンを出る直前に教えてもらったわ」


やはり私たちより先に知っていたんですね。カリウス三世から強く口止め……いえ、脅されてしまえば、エレノアさんは一人で抱えるしかない。追い詰められていたんですね。



「これから、どうしたいですか？」

「わたくしを殺してもよくってよ」


半笑いの顔ですが目だけは本気でした。




本当に死にたい。そんなことを訴えかけるような眼差しです。



「するわけありません」

「そうですわよね」


ですが、私は元聖女。できれば、救うことはしても殺すなんてしたくありません。



「じゃあ、元気になったことを皆様にお伝えしようかしら」


そしてカリウス三世と結婚してすべてを諦めた生活をする。そんなことを考えていそうですね。




教会を私物化しているカリウス三世は嫌いです。エレノアさんも毒を飲んで死にたいほど嫌っているので、この気持ちは同じでしょう。もう我慢の限界です。




聖女二人を翻弄し、追い詰めた罰を与えるよい機会かもしれません。



「そんなことをするより、私の儀式魔法も効かなくて眠り続けていることにしませんか？」


なにより、ラルスさんを追い詰めようとしたことを後悔させなければいけません。手段なんて選んでいられない。裏切り者のガーレンと一緒に破滅してもらいましょう。



「ソフィーの提案に乗って、わたくしにどんなメリットがあるのかしら？」


挑発するような目で私を見ていますが、それが虚勢だというのは知っています。私の話に期待しているのでしょう。



「結婚式、これが延期すれば教会会議が開けます。カリウス三世が今の立場を失えば婚約は解消できますよ？　その後、現聖女派が最大派閥になるので、教会内でも動きやすくなります。魅力的だと思いません？」


建前が教皇と聖女の結婚であれば、お互いに健康でなければいけません。お祝いごとなのに片方が死にそうな状況。しかも教会が総力を挙げても快復しない。




そんな話が表に出てしまえば求心力は大きく落ちてしまうので、いくらカリウス三世でもエレノアさんを無視して、結婚式を進めるのは難しいでしょう。




教会会議の開催だって近いのだから、勝算は十分あります。



「すると時間を稼いでいる間に、わたくしのラルスが助けてくれるってことかしら？」

「そうですね。私のラルスさんがゼルマ様と一緒に助けてくれます」


挑発されているだけとわかっていますが「わたくしの」と言われてしまうと、どうしても反応してしまいます。エレノアさんとは仲良くしたいので、早く慣れないといけませんね。



「……わたくしは寝たふりをしていればいいのかしら？　さすがにバレると思いますわよ？」

「わかっています。だからエレノアさんにはこれから、私の魔法で本当に眠ってもらいます」

「眠ってって、まさかあなた、呪いの魔法を使うつもり！？」

「そのとおりです」


聖女は聖魔法の使い方と同時に呪いの魔法に対抗するための勉強もします。薬師が薬と毒の両方に詳しいように、聖女は呪いの魔法にも詳しい、というわけですね。




学んでいくうちに、いくつかの呪いの魔法は自然と覚えてしまいます。私の場合は永遠の眠りについてしまう『チャーム・スリープ』の魔法を覚えてしまいました。




聖女が呪い系統の魔法を使えるだなんて外聞が悪いので、教会内でも知っている人間は、聖女を育てる施設にいる一部の人たちだけです。誰にもバレてはいけない。閉ざされた小さな世界だけの秘密。枢機卿やカリウス三世すら知らないため、今回は役に立ってくれそうです。



「……施設のお母様に怒られますわよ？」

「エレノアさんが黙っていてくれるなら大丈夫です」


聖女を育てる施設。絶対的な権力を持ち、それと同時に愛情を注いでくれる方が、お母様と呼ばれる人です。




幼いころに親から引き離されて、さらに外界から完全に閉ざされた場所で育てられるのですから、お母様に怒られるというのは大人になった今でも怖いのです。




私は他の方より歳を取ってから施設入りしたので、まだ大丈夫ですが。



「もしかして、密告しちゃいますか？」


とはいえやっぱり怖いので、エレノアさんに聞いちゃいました。




「するわけないじゃない。わたくしのために禁忌を犯してくれるんだもの。もしバレたら、ガーレンやカリウス三世だって、口止めのためにわたくしが殺して差し上げるわ」



「そうなったら面白そうですね」

「面白そうって、あなたねぇ……」


呆れた顔をしたエレノアさんを無視して魔法を使う準備に入ります。




私たちはお互いに命と立場をかけて、これから勝負に出ます。条件さえ整えば後は待っているだけで、ラルスさんやゼルマさんが助けてくれるでしょう。



「ねぇ。あなたはマルダに会ったことがあるかしら？」

「マルダさんですか？　会ったことはありません。何かありましたか？」

「たいしたことではないわ。昔、少しだけ一緒に遊んでいた時期があるの」

「エレノアさんのお友達、ということですか？」

　こんなタイミングで聞かれたのですから、無関係とは思えません。

　体内の魔力を練りながらエレノアさんの返事を待ちます。

「少し違いますわね。……ガーレンやカリウス三世が失脚することを望んでいる仲間、かしら。」

「そんな方が、まだいたんですね。お友達になれそうです」

「…………そうね」

　悲しそうに呟いてから、エレノアさんは横になって目をつぶりました。


含みのある言い方が気になりましたが、これ以上は何も言ってくれないでしょう。




やることをやり、すべてを終わらせたら、もう一度聞いてみますか。



『チャーム・スリープ』


抵抗せずに魔法を受け入れたエレノアさんから、全身の力が抜けていきます。



「おやすみなさい」


目が覚めたときにはすべてが解決しているはず。




私はラルスさんたちを信じていますから。






◇　◇　◇





エレノアが倒れてから二日後の夜。ソフィーが部屋から出てきて、現状を説明してくれた。




なんと毒の他にリッチ——マルダから、永遠の眠りにつく呪いの魔法を受けていたらしい。遅効性だったので気づくのに遅れてしまったと、申し訳なさそうな顔をしながらソフィーは説明した。これがソフィーの言っていた時間稼ぎの方法なのだろうか……？




真偽はわからないが呪われているのは事実で、これからも解呪を試みるらしいが、最低でも一週間以上はかかるらしい。結婚式は中断するか花嫁不在で実行するしかないようだ。




もちろん、祝いの席で花嫁が不在だなんて許されるはずがない。



「毒を飲むほど嫌がっている！」「聖女を政治の道具にするな！」などと反対意見が出るのは明白だ。しかもアンデッドによる呪いが解呪できないのであれば、教会の威信は大きく損なわれてしまう。それだけは絶対に避けたいはずである。


ソフィーはガーレンだけでなく俺たちやアルマにも伝えているので、秘密裏に処理はできない。メイドも知っていて、すでに噂話として広がっている。




もう、エレノアのことは隠し通せない。




結婚式は延期するしかないだろう。




後がなくなったガーレンは青白い顔をして部屋にこもりっぱなしだ。窓から伝書鳥が行き来していることは確認できているので、誰かと連絡を取りながら今後の対策を練っているのだろう。







ソフィーがエレノアが眠っている部屋に戻ると、俺たちは一時的にゼルマの屋敷に帰った。




アルマはソフィーのことが気になると言って、ガーレンの屋敷に滞在を続けている。



「正式発表があった！　結婚式は延期になったらしいぞ！！」


先ほどまでいたエルラー家の遣いから聞いたらしい。




俺とレギーナを自室に呼び寄せたゼルマは、ワイングラスを片手に腹を抱えて笑っていた。




だから貴族の子女がやるような笑い方じゃないぞ。レギーナは注意しなくていいのか？



「聖女の結婚式で延期になりそうだった教会会議は、予定どおり実施されることになる。その場で、カリウス三世を教皇の座から引きずり下ろすぞ！」


ガーレンが寝返ることで現聖女派、元聖女派の枢機卿が三人になるから、カリウス三世を否認して、新しい教皇を任命するといった流れを作るのが当初の計画だった。




だが、実際は計画どおりに動いていない。



「ガーレンはどうしますか？　ヤツは教皇派に所属したままです。こちら側にいる枢機卿は二名だけなので増やさないといけません。別の枢機卿を取り込みますか？」


純粋な疑問をぶつける。




レギーナも同じ考えを持っていたようで、俺の言葉にうなずいた。



「教皇派は思っていた以上に強固な絆で結ばれている。切り崩しは難しいだろう」

「では、どうするのですか？」


レギーナがたたみ掛けるようにして質問すると、ゼルマは親愛をこめた目で見てから口を開く。



「ガーレンを枢機卿の座から引きずり下ろす。そうすれば同数になるので、大司教と司教の投票で、教皇の進退が決まることになるな」


枢機卿で決着が付かなければ、その下の役職についている人たちで決めるという流れか。教会会議の制度は昔から続いているみたいだし、教皇ですらルールを変えるのは難しい。今回は開催まで時間がないので、不可能と言い切っても問題ないな。



「司教らは各国に点在していて、その数は数百以上。今までの路線を変えて、貴族にすり寄るカリウス三世を敵視している関係者は多い。司教の多くは現聖女派に所属しているから、カリウス三世といえども寝返らせるのは無理だろうな」


ガーレンさえ消えれば、後は教会会議の開催を待てばいいだけ。裏切りによって窮地に立っていた俺たちは、マルダのおかげで逆転するチャンスを手に入れたのだ。




いたいけな少年少女をいたぶったガーレンには、痛い目に遭ってもらう。マルダの無念を俺が代わりに果たしてやる。



「では、ガーレンがいなくなれば、すべてが終わるんですね」

「そのとおりだが、教会内部からも告発が必要だ。使える人間を探す必要がある」


ゼルマや俺がガーレンを糾弾しても、もみ消される可能性が高い。相手は腐っても教会の枢機卿。誰が告発するか、といった部分も重要なのだ。失脚させるためには同じ立場の枢機卿か、もしくは特別な立場を持った教会関係者が調査・告発する必要がある。




その際、重要な役割を果たすのがマルダのペンダントだ。




実は台座にギミックが仕込まれていて、さらにガーレンを追い詰める情報が入っていることは確認済みである。



「その件について、考えがあります。聞いてもらえませんか？」

「ほう、珍しいな。話してくれ」

　まずは、リッチの正体がガーレンの孫娘のマルダだったことを話した。俺の言葉だけでは証言としては弱いので、その証拠となるペンダントを見せながらギミックを伝えると、ゼルマは猛禽類のような目をしながら笑った。

「この話が本当であれば、異端審問官が尋問をするようになるぞ」

　邪教徒だけでなく、内部で不正をした教会関係者を粛清するヤツらだ。独自の正義感を持った組織らしく、ガーレンが枢機卿という立場でも臆することはないだろう。

　むしろ、喜んで粛清するかもしれない。

「よし、すぐに動くぞ！」


言葉どおりゼルマはその場で手紙を書くと、現聖女派と元聖女派の枢機卿に送った。




勝負どころだと思ったのだろう。すぐに返事が来て、翌日には相手の屋敷に行って挨拶することになった。




ガーレン枢機卿の秘め事





俺はゼルマやレギーナ、ローザとともに馬車に乗って、王都アクラにある元聖女派の枢機卿が住む屋敷の前に来ていた。




ゼルマが俺たちに向けて話しかける。



「元聖女派で一応、ソフィーの後ろ盾になっているペラギス枢機卿が住んでいる。現聖女派を支えているノア枢機卿も一緒にいるので、まとめて話そう」


教皇派を除く二人の枢機卿が集まっているらしい。




相変わらず段取りのいいことだ。




俺たちが乗っている馬車が敷地内に入っていき、玄関で降りてからメイドに案内されて客間まで移動する。この屋敷もガーレンと同じく絵画がいくつか飾られているが、数は少ない。あの屋敷を見た後だと質素だと感じてしまうから不思議だ。



「しばらくお待ちください」


客間まで案内してくれたメイドが深く頭を下げてから退室した。




一緒に来たローザは、奴隷との理由で隣の部屋で控えている。この場にはいない。高貴な立場である枢機卿の前には出せないらしい。なんともアホらしいルールだな。




腰が埋まってしまうほど柔らかいソファーに座って天井を見上げる。




創造神がアンデッドと戦う絵が描かれていた。




これも宗教画というやつか。いったい、何がいいのか俺にはわからない。



「まもなく枢機卿の二人が来るだろう。ラルス、準備はできているか？」

「はい。これを見せればいいんですよね？」


懐から取り出したのは、マルダがつけていたペンダントだ。




裏には彼女の名前が刻み込まれている。また小さなボタンがあって、押すと開くようになっていた。中には羊皮紙が入っていて、これが今回重要な役割を果たすだろう。



「そうだ。マルダが作ったチャンスを活かすぞ」


エレノアが健在だったら、今頃、結婚式の準備で忙しい枢機卿とは面談できなかった。仮に話す時間が取れたとしても、ガーレンを追い詰める時間がない。今回のチャンスを逃してしまえば次はないだろう。絶対に失敗できない。



「枢機卿との話は私が進める。ラルスは言われたとおりに動けばよい」

「わかりました」

「レギーナは襲撃を警戒してくれ。特に外からの攻撃には注意するように」

「はっ！」


しっかりとした声で返事をしたレギーナは、窓際まで移動して外の監視を始めた。




襲撃を心配するだなんて随分慎重だなと思っていたが、考えてみれば納得できる。




現聖女派、元聖女派の枢機卿が集まっているこの瞬間を狙えば、二つの派閥を同時に破壊できる。起死回生を狙う教皇派が暗殺者を仕向けるには、絶好のタイミングではあった。




枢機卿たちが来るのをのんびりしながら待っていると、ドアがノックされる。



「ペラギス枢機卿、ノア枢機卿をお連れしました」


ソファーに座っていた俺たちが立ち上がるのと同時に、二人の男性と一人の女性が入室した。




最初に入ってきたのは腰が曲がった老人だ。




杖を持ち、メイドに体を支えてもらいながら歩いている。元聖女派の枢機卿は高齢だと聞いていたから彼がペラギス枢機卿なのだろう。




もう一人は青い髪が肩まで伸びた中性的な印象を持つ男性だ。歳は三十代ぐらいだろうか。ノア枢機卿は想像していたより若い。眼光は鋭く、他人を蹴落としてのし上がってきたような雰囲気をまとっている。




今にも死にそうな老人と野心溢れるベテランの組み合わせか。バランスがいいのか、悪いのか。




お互いに足を引っ張り合わないことを祈るのみだ。



「ご足労いただきありがとうございます」


珍しい姿を見た。




ゼルマの浮かべている笑顔がかわいいのだ。あの獣のような目をしていない。少しだけ薄気味悪さを感じる。ゼルマは二人の枢機卿に近づくと、握手をして俺を見た。



「彼が私の騎士であり、権能の持ち主のラルスです」


ゼルマの言葉を聞いてノア枢機卿の眼光はさらに鋭くなった。




獲物を見つけた。そんな感じのことを考えていそうだな。



「ラルスです。よろしくお願いいたします」


とりあえず頭を下げて無難にやり過ごす。



「ワシがペラギスだ。隣にいる若造がノア。よろしく頼むぞ」


かすれて聞き取りにくい声だった。




もうすぐ死んでしまうのではないか、といった弱々しさがある。ペラギスが死んだら元聖女派は瓦解する可能性もあるので、教皇が失脚するまでは生きててくれよな。



「時間を無駄に使いすぎだ。そろそろ我々の未来について話し合わないか？」


こんな簡単な挨拶ですら待つのが苦痛なようで、ノアはさっさと話を進めたいらしい。我慢できない男だな。



「そうですね。こちらにお座りください」


先ほどのセリフを平民が言っていたら即座に斬り捨てていただろうゼルマは、穏やかな笑みを維持したまま枢機卿の二人をソファーに促す。




ノアが先に座り、ペラギスはメイドに支えてもらいながら時間をかけて腰を下ろす。ようやく話し合いの場が整った。



「ガーレン枢機卿を失脚させられる証拠品を持っていると聞いたが、本当か？」


待ちきれないといった感じで、俺たちが座る前にノアがゼルマに質問をした。




質問に答えず、もったいぶるようにして俺たちは座る。




ゼルマが目線で合図を送ってきたので、ローテーブルにマルダがつけていたペンダントを置いた。



「聖魔法に耐性のあるリッチが出現し、教会騎士たちとともに私の騎士ラルスが倒しました。このペンダントはリッチが身に着けていたものです」

「それで？」

「裏側に持ち主の名前が書いてあります」


ローテーブルの上にあるネックスレスをゼルマが裏返した。




マルダという名が刻まれている。



「持ち主の名前はマルダ。ガーレン枢機卿の孫娘です」

　ゼルマの言葉を聞いてノアが笑った。

「ほぅ……。もしかして、枢機卿の家族がアンデッドになったのか？」


俺がうなずくと、ノアの笑みがさらに深まる。




勢力争いに勝った。そう思っていそうだ。



「これは面白いことになったな」


家族がアンデッドになった。それは穢けがれた一族という烙印を押されることにつながり、本人でないとはいえ枢機卿という立場から蹴落とされるには十分な理由になる。




ノアはガーレンを蹴落とした後に訪れる、バラ色の未来を想像していそうな顔をしていた。



「だが、ガーレンの孫娘、マルダがリッチだったという証拠としては弱いな」


喜んでいるノアの隣で、ペラギスが厳しい表情をしたままペンダントを見ていた。




懸念していることはわかるぞ。ペンダントをゼルマに見せたときにも指摘されたことで、これについては解決している。



「リッチがマルダを殺した後、ペンダントだけを奪い取った。そういった言い訳をされる可能性がある、と言いたいわけですね」


ゼルマの言葉にペラギスは無言でうなずいた。




全員の視線が俺に集まる。



「このペンダントにはギミックがあります」


テーブルに置かれたペンダントを手に取ると、小さいボタンを押す。蓋ふたが開いて女性の似顔絵と小さい羊皮紙が出てきた。




枢機卿の二人に見えやすい位置にペンダントを置く。



「女性の絵はマルダ様の専属メイドで、羊皮紙にはマルダ様がリッチになった経緯が書いてあります」


ペラギスは俺の言葉を疑うような目をしながら、羊皮紙を手に取ると読み始める。




ガーレンが教会に通う子供やマルダの専属メイドを虐待していたことや、教会に訴えてもその事実を隠蔽された話が綴つづられている。あのゼルマが顔をしかめるほどの内容であった。




清く正しくあるべき教会への絶望と、悲しみ。そして恨みが積み重なる。




どうにかしてガーレンの蛮行を阻止できないかと考え、屋敷の隠し部屋に入ったときに、リッチになる方法を見つけたと書かれていた。そこで何があったかはわからないが、結果として、ガーレンを殺すために十四歳の少女はリッチになったのだ。しかもマルダは、志半ばで倒されたとしてもガーレンを追い詰められるように、隠し部屋の大まかな場所も残していた。




恨みや執念の恐ろしさを感じさせるエピソードである。



「ほぅ、素晴らしい情報じゃないか」


ようやくペラギスから喜びに似た声が出た。




ガーレンを追い詰めるには十分な内容があったと判断したのだろう。



「屋敷には邪教徒から押収した書物を隠している部屋があるようだな。いくつか持って来られるか？」


マルダがリッチになるきっかけとなったのも、この隠し部屋を発見したからだ。教会が指定する邪教はいくつかあるが、そのうちの一つにアンデッドを信仰するものがある。




ガーレンはそれらを集めて屋敷に保管していたというわけだ。理由は闇市に流して金を稼ぐか、もしくは虐待にでも使っていたのだろう。クソッたれな話だ。反吐が出る。



「ガーレンの屋敷に入って、マルダが見た本を探してくればいいんですね？」


念のためゼルマが確認をするとペラギスはうなずいた。



「わかりました。その依頼は受けましょう」

「頼んだ。もし見つけたらワシが責任を持ってガーレンを破滅に追い込むと、約束する」


俺たちを見るペラギスの声は怒りを含んでいた。




教会の枢機卿としても許せない出来事だったのだろう。




この感じであればガーレンのように裏切られる心配はなさそうだ。




話がまとまり、ペラギスとノアはソファーから立ち上がった。俺たちも続く。



「本日はありがとうございました。証拠品を手に入れ次第ご報告いたします」


言い終わってからゼルマが頭を下げた。




珍しいな。今回はずっと低姿勢を貫き通している。変なものを食べたんじゃないかと心配するレベルだ。



「うむ。期待しているぞ」

「教会会議が開催される前にガーレンを蹴落とす。一日でも早く見つけるように」


ペラギスは普通だが、ノアの高圧的な態度は変わらなかった。




どちらの姿が枢機卿として普通なのかわからないが、ノアのほうはお付き合いしたいとは思えない。




足腰が弱っているペラギスはメイドに支えられてゆっくりと歩く。




待ちきれないノアは先に部屋から出ようとしてペラギスたちを追い越し、ドアノブを触る。その瞬間、外から殺気のこもった魔力を感じた。



「敵襲ですッ！！！！」


外を警戒していたレギーナが警告を出すとともにゼルマの前に立った。




窓を見ると、数十もの光り輝く槍が向かってきている。




あれは『エネルギージャベリン』だ。狙いは……枢機卿の二人ッ！




ペラギスとノア、そしてメイドを守るようにして前に立ち『魔法障壁』を使う。




メイドの甲高い悲鳴を聞きながら『エネルギージャベリン』を受け止めた。




数を優先したらしく威力は落ちているようだ。たいした脅威ではない。結構な魔力は消費したが、すべてを防ぎ切った。ゼルマやレギーナも無事だ。向こうは剣で叩き落していたらしい。こっちに比べて数が少なかったからできた芸当だが、なかなかの無茶をするじゃないか。



「私の近くに来てください！」


ゼルマがペラギスとノアに向かって叫んだ。




二人はお互いの顔を見てから指示に従って歩き出す。




重要人物は固まっていたほうが守りやすいから助かるな。



「レギーナは警備兵を呼んでくるんだ！」

「はッ！」


増援を呼ぶための命令だったのだが、少し遅かったようだ。




レギーナが部屋を出る前に、窓から黒いフードを被った男が四人入ってきた。




それぞれ刀身が真っ黒に濡れたナイフを持っている。普通に考えたら毒だよな。かすり傷でも致命傷になりそうだ。




枢機卿のほうに向かおうとしている襲撃犯に向けて、俺はヤツらが持っているナイフを創造すると投擲した。




手を離せば消えてしまうが、相手に刺さるぐらいまでなら実体を維持できる。




投げたナイフは一本ではない。何本も続けて投擲する。相手は質の高い暗殺者のようで当たることはないが、暗殺者の二人はターゲットを枢機卿ではなく俺に変えてくれたようだ。




これでゼルマとレギーナも戦いやすくなるだろう。




走ってくる暗殺者を迎え撃つべく、俺はあの女が使っているメイスを創造した。




狭い室内でも小回りが利いて、雑に振り回してもダメージを与えられる。メイスはこういったときに便利なのだ。



「ほぅ、噂どおりの素晴らしい権能だな」


ペラギスの声が聞こえたが、無視して暗殺者二人の動きを視る。お互いに息の合った動きをしているな。左右に分かれて俺を襲う、と見せかけて枢機卿を狙っているようだ。



『エアハンマー』


上空に空気の塊を発生させて暗殺者の頭上に落とす。二人とも魔力の動きはわかるようで、バックステップでかわされてしまった。



「相手は俺だ。無視はよくないな」


殺気を込めた魔力を放出して相手を威嚇する。




気圧されてくれたようで二人とも半歩後退した




これでいい。今は無理して攻撃を仕掛ける必要はない。時間さえ稼げれば——。



「何事ですかッ！！」


ほら。警備の兵がなだれ込んできた。ペラギスとノア、続いてゼルマを守るために動き出す。さらに隣の部屋で待機していたローザも入ってきた。



「へぇ〜。暗殺者なんて珍しいわね」


最近は怯えた目をしていることも多かったが、今は好戦的な表情を浮かべている。思いっきり戦えそう。言葉には出していないがそんなことを考えているのだろう。



「俺が行く。援護は任せた」

「もちろんよ」


奇襲は失敗して援軍がきた。




暗殺の難易度は跳ね上がり、ターゲットの殺害は不可能といってよいだろう。




普通なら撤退しそうなものだが、目の前の敵は戦おうとしている。失敗すれば殺される。使い捨ての暗殺者って感じだな。



『エンチャント・ウェポン』

『アイスバインド』


魔法を二つ順番に使った。一つは俺が持つメイスを強化し、もう一つは四人の暗殺者を拘束するために紐状の氷となってまとわりついた。




拘束力は強くない。すぐに壊れてしまうだろうが、その数秒だけ稼げれば俺たちには十分だ。




まずはメイスを横に振るって、右側にいる暗殺者の体を吹き飛ばす。さらに氷の拘束から抜け出そうとしている残りの暗殺者の頭を叩きつけた。




ぐしゃっと、熟した果実が潰れたように頭が破裂してうつ伏せに倒れる。




俺の全身は血まみれになってしまった。




顔についた血だけを拭って吹き飛ばした暗殺者を見る。床から生えた黄色い紐に縛られていた。ローザが使った『パラライズバインド』だろう。拘束と同時に麻痺させて動けなくするような効果がある。



「あっさりと終わったわね。もう少し遊びたかったわ〜」


ローザの声を聞いてゼルマのほうを見る。二人の暗殺者は頭を切り落とされていた。レギーナや護衛の兵が足止めしている間に、ゼルマがやったのだろう。相変わらず効率的な殺し方をする。



「みたいだな。どうやら生き残っているのは、こいつだけらしい」


ゼルマは俺が生かしておいた暗殺者の存在に気づいていたようで、床に落ちている毒の付いたナイフを拾うと、拘束されている暗殺者に近づく。




おいおい、何をするつもりだ？




と、声をかける暇もなく、ナイフを暗殺者の胸に突き立てたのだった。




ナイフを刺された暗殺者は、全身を痙攣させると目や口、耳、そして下半身にある穴から血を流して絶命した。



「…………」


この場にいる全員が黙っている。




暗殺者を拷問して情報を引き出すのかと思っていたら、いきなり殺してしまったので、ドン引きしているのだ。




ローザを見ると頬を引きつらせていた。俺と同じような感想を持っているのだろう。こういったとき価値観が近い人間がいるのは安心する。



「殺してよかったのか？」


ようやく声を発したのはペラギスだった。




教会内で長く生きたご老人も今回ばかりは狼狽しているように見える。



「ええ。たとえ拷問をしたところで何も言わなかったでしょう。そのぐらいの訓練はされています。むしろ殺したことで情報が得られました」

「どういうことだ？」

「全身の穴から出血して死ぬ毒。これは、とある暗殺集団が秘匿しているもので、一般には流通していないのです」


ゼルマは暗殺者に突き立てたナイフを引き抜くと、ペラギスに刀身を見せつける。




毒と血が混ざり合ったナイフは不気味な色をしていた。



「この毒が作れる組織には心当たりがあります。調べれば直接の依頼主ぐらいはわかるかもしれません」


暗殺者を雇ったのが教皇だと仮定して考えると、直接依頼したとは思えない。部下や仲のよい貴族を経由して依頼したはず。そして、そいつらも暗殺者と話すことはない。その下にいる使い捨ての人間を通じて暗殺者に仕事を依頼するのだ。




ゼルマが言う直接の依頼主とは、そういった人たちを指す言葉だろう。



「では、暗殺者を仕向けたヤツは捕まえられるのか？」

「末端なら。ですが、本命には届かないでしょう」


さすがにこの一件で教皇を追い詰める証拠は手に入らないか。




立場の低い人間が使い捨てられて終わる。




いつもと変わらない。強者が弱者を踏み潰す。




この世界の常識が待っているだけだ。



「であれば、調べる時間が無駄になりそうだな。放置でもよいのでは？」


ようやく落ち着きを取り戻したノアが、ペラギスの代わりに質問をした。




ゼルマは愚問とでも言いたげな目をしながら嗤っている。ガーレンの一件から教会関係者を見下すようになってきたように感じるのだが、大丈夫だろうか？



「いえいえ。そんなことはありませんよ。使いっ走りが捕まるというのは、相当な圧力になります。同じ手はしばらく仕えないでしょう。敵の選択肢を減らすという意味で、効果はあります」


毒殺、暗殺が大好きな貴族が言うと説得力があるな。




次は自分にまで届くかもしれない。そういった圧力をかけるために末端を始末していくのか。




特にこういった荒事に慣れていない教皇が暗殺者を仕向けたのであれば、ゼルマの言うとおり効果は大きいだろう。しばらくは怖じ気づいて手を出さないはずだ。



「まあ、後の処理は私に任せて、お二人はガーレンをどうやって追い詰めるかだけを考えてください」

　静かに怒りを発するゼルマに誰も文句は言えない。


この場にいる全員がうなずくだけだった。







襲撃犯の後始末はゼルマやペラギスたちに任せて、俺は一人、マルダの遺品を持ってガーレンの屋敷に戻っている。




目的は、ガーレンを失脚させる証拠品のさらなる発見だ。




ソフィーはゼルマの神官であるため、同じ人物に仕えている俺が「様子を見に来た」と言えば拒否できない。出迎えた執事は不機嫌そうな雰囲気を出しながら、しばらく待ってほしいと客間に案内すると、出て行ってしまった。




とはいえ俺を放置するほどガーレンも無能ではない。同じ部屋にアルマが待機しており、また部屋の外にはマルダの専属だったメイドが立っている。




本来であれば監視役にゴッズといった身内を派遣したかっただろうが、ガーレン自身の護衛に使っている。教会内部に味方は不在で周囲は全員敵という状況だから、動かせる手駒がないんだろうな。だから仕方なく近くにいたアルマを利用した。彼女なら俺を妨害することはないが、協力することもない。監視役として使えると見込んだのだろう。




教会関係者の仲間が欲しいと思っていたところだ。




その考え、利用させてもらうぞ。



「慌ただしいな」


ガーレンの余裕のなさを証明するように、部屋の外から聞こえてくる足音は止まらない。




メイドや執事が廊下を走り回っているのだ。



「夜逃げでもするのか？」


後ろで腕を組みながら、俺のことを睨んでいるアルマに質問した。



「来訪者も多いようだから何かしているのだろう」

「なるほど、誰と会っているかが重要だな」


教皇にとってガーレンは必要な存在だ。結婚式を台無しにした無能として斬り捨てられるとしても、教会会議を乗り切るまでは立場を維持してもらわないと困る。




だが、ガーレンから見れば教会会議が終われば教皇から捨てられるのは明白だ。




今のうちに新しい味方を作って、守りを固めておこうという魂胆なのかもしれない。



「今来ている人物は？」

「知るか……と言いたいが、教えてやろうじゃないか」

「それは助かる」


俺が礼を言うと、アルマは少し驚いた顔をしていた。




失礼な話だ。感謝の気持ちぐらいは言うぞ。



「期待させて悪いが、詳しくは知らん。どこかの公爵家と話を進めているようだ」


お相手は貴族か。教会ではなく、そっちに助けを求めたようだ。




愚かな。




アイツらに借りをつくったら徹底的に利用されて、最後は捨てられるだけだぞ。



「上手くいくか見物だな」


アルマは腐った目をしながら暗い笑みを浮かべていた。




ガーレンのことを気に入っていないように見える。長い時間、エレノアと行動していたし、結婚式については思うところがあるのだろう。



「いいことを教えてくれた礼として、お前に一つ面白い物を見せてやる」


マルダが残した羊皮紙を取り出すと、アルマに渡した。




こいつは人一倍、アンデッドを憎んでいる女だ。枢機卿の孫娘がアンデッドになり、その原因がこの屋敷にあると知ったらどうなるか。




想像するまでもない。



「お前には期待していなかったのだが……本当に面白い物を見せてくれたな」


目を閉じていてもハッキリとわかるほどの殺気を垂れ流している。これなら、俺がこれからやる行動の邪魔をしないだろう。いや、むしろ協力するはずだ。




教会内でも立場の高いアルマが味方になったと確認すると、俺は外で待機しているメイドを呼ぶことにした。




待っている間にアルマが質問をしてきた。



「どうするつもりだ？」

「ガーレンを潰すのに使うんだよ」


羊皮紙には、ガーレンの隠し部屋までの道のりや鍵の所在まで記載されていた。探そうと思えば俺たち二人でも発見できると思うが、ガーレンが貴族と話している間にすべてを終わらせたい。また、羊皮紙にすべてが記載されているとも限らないので、効率的に動くには新しい仲間が必要なのだ。



「……考えがあるならいい」

　それっきり、アルマは黙ってしまった。


雑談を交わす仲ではない。




お互い無言のまましばらく待っていると、ドアがノックされたので入室の許可を出す。




入ってきたのはマルダの元専属メイドだった女性だ。彼女であれば協力者として相応しい。



「ご用件は何でしょうか？」


メイドの言葉を無視したアルマは、ズカズカと歩いてドアを閉める。そのまま腕を組んで立った。逃げ道を塞いだのだ。アンデッドが関係していることもあって、非常に協力的で助かる。




不穏な空気を察してはいるだろうが、メイドは表情を変えずに俺の返事を待っていた。



「君の名前は？」

「ナディアでございます」

「いい名前だ。では、ナディア。頼まれていた物を渡そう」


ナディアと名乗ったメイドに近づいて、マルダが残したペンダントを渡す。




面白いほど表情が一変した。




泣き出しそうな、でも嬉しそうな複雑な感情を出している。



「こ、これは……」

「生前、マルダが身につけていたペンダントで間違いないな？」

「はい。誕生日のお祝いとして、ご自身で購入されたものです。間違いありません」


なぜ、両親やガーレンではなく自分で購入したのか気になったが、本題には関係ない。今は無視して、ナディアの話を聞く。



「騎士様は私の無茶なお願いを叶えてくださったのですね……ありがとうございます」


ペンダントにある小さいボタンを押して、ナディアは中を見る。女性の——いや、自分の似顔絵を見た瞬間に泣き出しそうな顔をした。




マルダはナディアという女性を大切にしていたのだろう。




誰にも知られないように、こっそりと。




二人の関係を使わない手はない。



「俺が手に入れた遺品はそれだけじゃない。これも見てくれ」


今のナディアであれば味方に引き込むのは容易だ。屋敷の案内を任せるだけでなく、証人としても協力してもらえるだろう。俺たちにとって都合のいい女性である。




他人の想いを利用するだなんて、ゼルマやガーレンのように性根が腐ってしまったのかもしれないな。そのうち創造神の天罰が下るんじゃないか。そんなことを考えながら、マルダが書き残した羊皮紙をナディアに見せる。




食い入るように文字を読んでいたナディアは、しばらくして顔を上げた。



「これは、どこにあったのですか？」

「この中だ」


ペンダントを指さすと、ナディアは羊皮紙と見比べる。




納得したような表情をしていた。



「マルダ様は、この手紙が私に届くと信じていたのですね……」


ついにナディアは涙を流した。頬を伝って床に落ちていく。悲しいから泣いているのか、それともマルダが残した最後のプレゼントに感動して泣いているのか、俺にはわからない。




だが、計画どおりに進んでいるのは間違いなかった。



「この筆跡ひっせきはマルダ様のもので間違いありません。ありがとうございます」


深々と礼をして、顔を上げたナディア。強い意志の宿った目をしていた。



「ラルス様、この手紙を見せて私に何をしてほしいのでしょうか？」


何も言わなくても俺が見返りを求めていると察してくれた。聡い子だ。




遠慮なく要求を伝えさせてもらおう。



「ガーレンの隠し部屋、その場所を教えてくれ」


羊皮紙に書かれていた隠し部屋までナディアに案内してもらう。それが俺の目的だ。




被害者でもあったナディアであれば、隠し部屋までの道のりは覚えているだろうし、もしかしたらリッチになる方法が記載された書物の隠し場所も知っているかもしれない。そんな期待があった。



「……証拠を見つけたらどうするのですか？　いくら騎士様とはいえ、枢機卿の一人を糾弾するのは難しいと思います」


正論だな。枢機卿といえば、教会内で教皇に次ぐ権力を持っている。俺一人が不正を見つけたと言っても弁解のしようはある。もみ消すこともできるだろう。




だが今回は、こちらにも心強い味方がいる。



「それはアルマが何とかする。だろ？」

「もちろんだ。アンデッドとのつながりがわかれば、戦闘司教であるアルマの名にかけて、粛清すると誓う」


戦闘司教という言葉に驚いたようで、ナディアがアルマを見る。




暗く笑っている表情を目撃して、頬が引きつっていた。




ペラギスやノア、そして戦闘司教まで出てきたら、枢機卿といえども逃れる術はないだろう。同時に攻撃を仕掛ければ、権力に左右されずに適切な処分を下すはずだ。万が一、無罪だと赦されたとしても調査に入られたという事実は残る。




そんな汚点を抱えたまま枢機卿の立場を維持するのは難しい。ガーレンは失脚するはずだ。



「それに他の枢機卿とも話はついている。証拠さえ見つかれば上手くいく。協力してくれるか？」

「かしこまりました」


必要な人材は揃った。ナディアも首を縦に振ってくれたことだし、後はガーレンが残した証拠を見つけるだけなのだが、そこで一つ疑問が浮かぶ。



「ガーレンは隠し部屋に証拠を残していると思うか？」


普通に考えれば、自身を破滅させるような証拠をわざわざ残しておくことはしない。




例えば、ダンジョン内で貴族を殺してしまった場合を考えればわかりやすいだろう。証拠品ごとすべて燃やして、出会わなかったことにするだろうし、目撃者は殺す。そういう徹底した対応が必要となるのだ。




それなのにガーレンは都合よく、邪教団から手に入れた魔道書を残しているのか？




俺なら使い終わったら処分する。



「必ずあります」


だが、ナディアの考えは違うようだ。




今も隠し部屋に魔道書が残っていると確信しているようだ。



「理由は？」

「…………」


言いにくいのか黙ってしまった。だが、聞かないという選択はとれない。




ナディアが断言できる根拠が知りたいのだ。




しばらく待っていると重い口を開いた。



「彼の性癖につながるからです」

「性癖……だと……？」


思いもしなかった言葉が飛び出し、驚いてしまった。




性癖か、性癖なら仕方がない、のか……？



「そうです。彼が隠し持っている魔道書の一つに、対象の快楽と痛覚を増減させるものがあります。それを部屋で飼っている少年・少女たちに使っているんです」

「……何度も使うからこそ、自身を破滅に導くであろう魔道書も残してある、と」

「はい。数日に一度は使っています。他にも魔道具や謎の書物も置いてあるので、部屋にさえたどり着けばすぐにわかります」


なんともまあ、クソッタレな男がいたものだ。




俺が想像していた以上に歪んだ性癖を持っているようだった。




人の心と体を壊す魔道書を使って己の欲望を満たしているとは、あのリヒトより酷いぞ……。人間は慣れる生き物で、欲望には際限がない。放置していたらもっと過激なことをし始めるだろう。




背後からアルマの殺気を感じるが、暴れていないのでまだ理性は残っている、と思いたい。ここで大声なんて出されたら計画が台無しになるので、そのままの調子で頑張ってくれよ。



「それなら、確実に残っていそうだな。場所は知っているか？」

「はい。ご案内いたします」


少し震え声だったナディアは、案内するために反転するとドアを開けた。黙って後をついて行く。




俺たちがいた部屋は一階なのだが、通路を歩いてもメイドや執事とはすれ違わない。貴族のお出迎えは終わったのだろうか？




窓から庭の手入れをしている庭師の姿が見えるが、それ以外は誰もいないので少し不気味である。



「誰もいないな」

「公爵家の遣いとして来ている子爵様を歓迎するため、みんなは三階に移動したのかもしれません」


どんな歓迎をしているのか気にはなるが、今は証拠品を押さえるのが先だな。




この隙を狙って探させてもらうぞ。




廊下を歩いて二階に上がる。ここにも人はいない。屋敷の隅にあるドアの前に立つ。



「ここに鍵があります」


言い終わると、ナディアは無造作にドアを開けた。部屋の中は天井にまで届く本棚が並んでいる書庫だ。手入れはされているようでホコリ一つ落ちていない。



「この部屋は、ガーレン様専用の書庫となっています」


だから、ガーレンが頻繁に訪れても周囲は気にしないか。




周囲には勤勉さをアピールできるので、ちゃんと考えられているな。




ナディアは書庫に入ると、窓際に設置された本棚の前に立つ。背表紙が黒い本を取ると、魔力を込めた。



「君は魔力持ちだったのか？」

「持っていない人と大差ない程度です。ですが、魔力をキーにして動作する仕掛けぐらいは動かせます」


貴族階級にいる人間は、ほぼ例外なく全員が魔力を持っている。逆に平民のほとんどは魔力を持っていない。




貴族たちは、この差を利用して大切なものを守る仕掛けを作る場合が多い。ガーレンも同じことをしたのだろう。普通のメイドが部屋を掃除して、鍵を偶然見つけるといった可能性はゼロである。




魔力持ちのメイドは、そもそも採用しなければよい。だから部屋の掃除は安心して任せられるし、誰も入れない部屋といった怪しい場所を作らずに済むのだ。




寝室や執務室に鍵を保管していなかったのは、家族に偶然見つけられるのを嫌がってのことだろう。他に比べて書庫であれば、訪れる可能性は低いからな。




しかし何事にも例外はある。ナディアは俺でも知覚できないほど微量な魔力を持っていたのだ。ガーレンも見逃してしまい、メイドとして採用したのだろう。



「鍵が出てきました」


いつの間にか、ナディアの持つ本の上に魔石の付いた鍵があった。




魔道具の一種だろうな。




これを使って隠し部屋に入るのだ。



「次の目的地はこちらです」


本を元に戻すと、俺が声をかける前にナディアは再び歩き出してしまった。




案内されるまま後をついていく。




今度は金色の複雑な模様が描かれたドアの前で立ち止まると、振り返った。



「ここは？」

「ガーレン枢機卿の寝室です」


鍵はかかっていないようで、ドアを開けて中に入る。




部屋の中心には五人は寝られるほど大きな天蓋付きのベッドがあり、枕の近くにはナイトテーブルが設置されていた。ここにも天井に付くほどの本棚がある。勉強が好きだと、徹底的にアピールしているようだ。



「で、この後はどうすればいい？」


本棚に魔道書がある可能性はゼロだろう。




こんなわかりやすい場所に置いておくことはないだろうし、そもそも魔力を感じるような本がない。




別の場所に隠しているのは明白だ。



「こちらです」


しっかりとした足取りでベッドに近づくと、ナディアはナイトテーブルに触って引き出しを取り外した。



「鍵穴があります」


部屋に入るときに使った鍵を、引き出しが入っていた場所に持って行く。ここからでは見えないが、説明されたとおり鍵穴があったのだろう。パタンという音が聞こえると、本棚の一部が移動して小さい通路が出現した。



「この先に隠し部屋があります。行きますか？」

「もちろんだ」


ここまで来て引き返すなんてありえない。ナディアには悪いが最後まで案内してもらおう。




隠されていた通路は、石を積み重ねて作られていて湿気が溜まっている。




明かりはなく、ほこり臭い。



『ライト』


魔法を使って周囲を照らす。




物はない。ネズミのような小動物も見かけず、罠があるようにも見えなかった。



「この先に階段があり、地下まで続いています」


声が反響する不気味な空間だ。案内をするためナディアが歩く。肩が少し震えているように見えた。




俺の後ろにいるアルマは不気味なほど沈黙を保っている。殺気を放っているわけでもないので、無と表現するのが正しいだろう。




戦闘とは違う緊張感があるな。




コツコツと靴音を響かせながら階段を下りていく。




全員無言ということもあって長く感じる。いや、実際に長い階段のようだ。地下にあると言っていたが、想像していた以上に深い場所にあるのだろう。




時間をかけて歩き続け、ようやく最下層にたどり着く。短い通路の先に、古びた木製のドアがあった。見た目はボロボロに見えるが魔力を感じる。本棚を動かした仕組みと同じで、魔道具の一種なのかもしれない。




ナディアが近づいて魔石のついた鍵を近づける。




ギィと小さい音を立ててドアが少しだけ開いた。部屋の中は見えない。



「ここにガーレン枢機卿の趣味が詰まっています」


ナディアは俺を見つめる。



「奥に行きますか？」

「もちろんだ」


覚悟は決まっている。どんなことが待ち受けていようが、引き下がるわけにはいかない。




俺が返事をすると、ナディアは道を譲るように通路の横に移動した。




案内はここで終わり、ということか。




先頭になった俺がドアを押して大きく開く。




真っ暗なので先ほど使った『ライト』の光を室内に入れた。



「…………！！」


ある程度は覚悟していたが、ちょっと足りなかったらしい。驚いて言葉が出ない。ガーレンは、最低の趣味をしていたようだ。




壁には鞭や四肢を拘束する鎖、剣や斧といった武器が大量にある。部屋の中心には椅子があって、肘を置く場所には小さい鉄製の輪がある。これで腕を拘束するのだろう。よく見れば足や頭を固定するような器具も見つかった。




それらは、すべて錆びていて、床には血の跡と思われる黒いシミもあり、この部屋が何度も使われたことを物語っていた。



「拷問用の部屋……なのか？」

「ここは、そうですね」


急に背後から声が聞こえたので振り返ると、無表情のナディアが立っていた。




気配が感じとれなかった。そんな隙を見せてしまうほど衝撃を受けていたのだ。もし彼女が暗殺者であれば今頃、俺は殺されていただろう。



「ここは、ということは……」

「別の部屋もあります」


拷問とは別の部屋か。




枢機卿が隠している趣味。その闇は深そうだな……。



「こちらです」


無感情のままナディアは拷問部屋の奥に進んで、石の壁に手を付けた。力を込めて押したようで、ガコンという音とともに触っていた石が動く。それと同時にナディアの前に通路が出現した。




また隠しドアか。慎重なことだ。



「よく知っていたな」

「何度もつれてこられましたから。いろいろとされたうえで部屋の掃除までさせられていたので、嫌でも覚えてしまいます」


ナディアにかける言葉が見つからない。



「最初の部屋はガーレンの遊び場です。本当の欲を満たす場所は、この奥にあります」


ナディアは先導するつもりはないようで、立ち止まったまま俺を見る。




次の部屋もまずは、自分の目で確認しろということだろうか。



「行くぞ」


アルマに声をかけてから歩く。通路は短く、すぐにまた古びた木製のドアがあった。軽く押したら動く。鍵はかかっていないようだ。




ふぅと、息を軽く吐いてから勢いよく開けて『ライト』の光を中に入れた。



「……これ……は……」


目についたのは部屋の中心にある、でかいベッドだ。寝室にあったものより大きい。十人は寝られる大きさだろう。右側の壁際には小さい本棚があり、本が数冊と薬品の入った瓶が置かれている。どれも魔力を感じる。邪教団から押収した魔導書や薬品なのかもしれない。




左側には檻があって、子供が三人いる。男が一人と女が二人。身なりはきれいにされているが、目が死んでいる。横たわったまま意識が残っているのかすら怪しく、俺が部屋に入っても一切反応を示さない。




精神が完全に破壊され、それでもこの部屋に飼われ続けている。




その悲惨な状況を見て言葉を失ってしまう。




すぐに助けようと思って動き出そうとしたが、後ろにいたアルマに止められてしまった。



「気持ちはわかるが、今はダメだ。優先するべきことは他にある。違うか？」


いつもの刺々しい言葉ではなかった。




恐ろしいほど静かだが、腐ったような目からは静かな怒りを感じる。



「わかっている。俺は本棚のほうを調べる」

「私はナディアと他の場所を見よう」


少し離れて立っていたナディアを連れて、アルマはベッドのほうに向かって行った。ひっくり返して、隠されたものがないか探している。




俺は本棚の前に立つと、魔導書と思われる本を手に取る。三冊あるが、一つ目は人間の快楽と痛覚を増減させる能力に特化しているようだ。なんと人型の魔物にもある程度効果を発するようだった。ガーレンは試してみたんだろうな。




この本に魔力を注いでキーワードを唱えれば、魔導書を経由して悪魔の力を借り、発動できるみたいだ。




最初の部屋にあった拷問部屋でも使えるし、ベッドの中で楽しむのにも使っていたのだろう。反吐が出るな。




本棚に魔導書を戻してもう一冊を手に取る。そこには薬品の作り方が書かれていた。



「これは……なんて物を作っているんだ……ッ！」


一言でまとめるなら麻薬、だろうか。非常に高い興奮作用を与えてくれて、衰えた男性器は元気になり、さらに強い快楽を得られる。年老いたガーレンには必須の薬、なのだろう。だが、同時に精神的依存性も高い。一度手を出してしまえば使用を止めるのは困難だ。だから、この部屋は残し続けていたのか。




そのまま朽ち果てればいいものを、子供や女性を食いものにするために薬に頼るとは、精神的な構造はアンデッドと何も変わらない。




歪んだ執着心が他人の人生を破壊する。




人間として許せるものではない。




怒りを抑えて、手に持った本を本棚に戻す。そして最後の一冊を手に取る。




表紙には骸骨のイラストが描かれていた。魔力は感じないが禍々しい感じがする。




開くと禁じられた暗黒魔法について記載されているようだった。斜め読みしただけだが、主にアンデッドを中心に書かれていることがわかる。前にフィネが使っていた『クリエイトアンデッド』という魔法系統に関する解説だ。




人の身でも『クリエイトアンデッド』を使えばアンデッドは作れるが、リッチやヴァンパイアといった知性ある魔物になってからのほうが、より強力なアンデッドを作れるらしい。




著者は強力なアンデッドを作る方法の一つとして、人間がアンデッドになる方法を解説していた。




この魔法は少し特殊で、人間だったころの資質を受け継いだ状態でリッチになれるようだ。




例えば、俺がこの魔法を使ってリッチになったら創造の力は引き継げるだろう。今のままなのか、それとも歪んだ形になるのかはわからないが、何かを創造する能力は持っているはずだ。




そしてマルダ。彼女はこの魔法を使ってリッチになり、聖魔法への適性が反転して耐性を得た。そう考えるには、十分な内容が説明されていた。




まさかガーレンは老い先短い命を延命したいと思って、この部屋に残していたのだろうか？




アンデッドになってしまうと別人になる。同一性は保証されない。それを知っているクセに。なんて愚かな話だ。




探索はもういいだろう。この本だけで、ガーレンを追い詰めるのには足りる。




手に持ったまま振り返ってアルマたちを見る。




ベッドは破壊されて中に隠されていた水晶が出てきていた。



「それはなんだ？」

「空間を記録する魔道具だ。あの男は、この部屋の出来事を残していたみたいだな」


バカなのか？　いや、バカなのだろう。




もしくは、歪んだ執着心が暴走した結果なのかもしれない。



「あの男は、過去の行為を見せつけることで優越感を得ていました」


説明を補足してくれたナディアの肩は震えていた。




恐怖もしくは怒りに耐えるような、そんな雰囲気だ。




——マルダの専属メイドを虐待していた。




ペンダントに書かれていた内容だ。ナディアもこの部屋で、ガーレンにさまざまな行いをされていたのだろう。




もし、マルダがこの部屋を発見して、ナディアが酷い目に遭っている映像を見たらどう思う？




聖職者として道を踏み外しただけでなく、さらに親しいメイドに酷いことをしていたのだ。復讐心を抱いても不思議ではない。




ガーレンを告発するだけでは気持ちは収まらなかったのかもしれない。




近くに暗黒魔法が記された本があり、自らの手で殺したい相手がいる。



「だからリッチになった、か」


答えを知っているマルダはこの世にいない。




だが、俺の考えは間違っていないだろうという確信があった。




隠し部屋には、ガーレンを追い詰めるには十分な証拠が揃っていた。想定していた以上で、選びきれないほどだ。




だがすぐには動けない。もう一つ、考えなければいけないことがある。



「子供たちをどうするか……」


檻に入れられた子供たちを救出するのはたやすい。今すぐにでも外に出してあげられるだろう。問題はその後だ。




ガーレンに飼われていた子供の面倒を見るといった、奇特なヤツはいない。人間としてまともに生活できるか怪しい。少なくともしばらくは無理だろう。介護が必要なのだ。




平民や貴族に任せても、今以上の悲劇が訪れる可能性が高い。




そんな未来は避けるべきであり、狙うのであれば最高の結果。ガーレンの被害者として、教会の手厚い保護を受けさせることだ。



「今は、このままがいいだろう」


アルマの意見に賛成だ。心苦しいが、彼、彼女たちの将来を考えるのであれば、今は衝動的に動くべきではない。しばらくは現状維持。ガーレンの被害者救済の名目で教会に引き取ってもらうためには、先にガーレンの悪事を世間に広める必要があるのだ。



「そうしよう。持ち運びしやすい証拠品を一つだけ選んで、後は他の枢機卿たちに任せるか」


持って行くのは、暗黒魔法について記載された本で問題ないだろう。これとペンダントの組み合わせがあれば、マルダがリッチになったといった話にも説得力が増す。後は敵対しているペラギスとノアの二人がなんとかしてくれるだろう。




そう思っていたのだが、アルマは違う考えを持っているようだ。



「手ぬるい。この男の罪が、そんなことで許されるはずがない」


水晶を握り潰してしまうのではないかと思うほど、アルマが出した声には怒気が含まれているように感じた。



「私や異端審問官は、アンデッドとその製造を手伝っているヤツを消滅させることを至上命題としている。ガーレンは一線を越えたッ！　お前たちが裏でコソコソ動くまでもなく、処分してやる！！」


言い切るとアルマは白い四角い箱を取り出した。中央に黒いスイッチがある。叩き潰す勢いで押すと、箱の色が赤く変わった。



「それは、なんだ？」

「近くにいる異端審問官を呼び寄せる魔道具だ。本来は一人では勝てないアンデッドと出くわしたときに使うのだが、まあ問題はないだろう。赤くなったということは、最低でも二人以上は、ここら辺にいるな」


……なんて魔道具を使いやがったんだ！！




まさか外部の人間を呼ぶとは思わなかった。



「待て！　そんな派手に動かれたら困る。相手は枢機卿だぞッ！」


教会内で圧倒的に地位の高い存在だ。ガーレンに証拠を握り潰されないようにと、慎重に動いていたのだ。




告発者だって同じ立場の枢機卿を使わなければ蹴落とせないから、貴族であるゼルマだって、一人で動かずにペラギスやノアに話を持ちかけたんだ。




そういった努力を、この女は台無しにしようとしている。



「だからなんだ？　教会の不正に興味はないが、アンデッドが関わっているのであれば別だ。この私が直々に潰してやろうじゃないか。私や異端審問官にはその権限がある」


そう言ってアルマは、何度も見たことがある暗い笑みを浮かべていた。




アルマがアンデッドに関わる不正に厳しいのはわかるし、それらに関わる人々を許すこともないだろう。暴れることは予想できたが、仲間を、しかも異端審問官を呼び寄せるとは思わなかった。




やつらがどういった行動原理で動いているのか俺にはわからない。




どこの派閥に所属しているかさえわからないので、ガーレンに味方する可能性がある。



「異端審問官が俺らと同じとは限らない！　裏切るかもしれない。ここは俺たちだけで対処するべきだ」


アルマと意見が真っ向からぶつかるのは、ダンジョン内にあった廃教会以来だ。あのときはフィネが介入してきて戦うことにはならなかったが、今回はそういったことは期待できない。




このままでは、お互いに実力行使をするしか道は残されていない。




もし、アルマが腰にぶら下げているメイスに触ったら、ギフト能力で武器を作る。そう決めて彼女の様子をうかがうことにした。



「ラルス、お前は教会のことを何も知らないようだな」

「当たり前だろ」


俺は教会関係者じゃない。普通は、異端審問官のことなんて詳しくは知らない。目をつけられたら地の果てまで追われて、拷問の末に殺される。恐怖の象徴としてのイメージしかないのだ。



「ソフィーが近くにいるのに……怠惰な男だ。勉強不足だな」


アルマから全身の力が抜けたように見えた。



「頭に戦闘と付く司教や司祭、そして異端審問官は、聖魔法への適性が高くアンデッドを撲滅すると誓った人間だけが名乗れる肩書きだ。お前が考えるような裏切り行為など絶対にしない」


……アルマみたいなヤツが大勢いるってことか。確かに説得力はある。個人としては信用できるだろう。




だが、どんなにアンデッドが憎かろうが、人間は大きな組織には逆らえない。



「アルマの言いたいことはわかるが、枢機卿から調査を中断しろと言われたら、どうする？　教皇に次ぐ権力者だろ。異端審問官も従うしかないのでは？」

「お前は本当に無知だな……いや、それが世間の常識なのか？」


腕を組んで悩んでいる素振りを見せたアルマが、話を続ける。



「異端審問官は教皇直轄の独立した組織だ。枢機卿ごときには、命令権などない。従う理由はないな」

「だとしたら、教皇なら中止命令できるんじゃないか？」


ガーレンと教皇はお友達だから、命令する人物が変わるだけで結果は同じになる。やはり、独自で動いて他の枢機卿の力を借りたほうがいい気がするのだが……。



「今回のように証拠が出揃っているのであれば、教皇でも我々は止められん。創造神様が残したお言葉を優先する。仮に教皇が我々を脅したとしても、すべてを捨ててでも抗う。いや、むしろ教皇をアンデッドに味方した異端者、邪教徒として捕まえに行くだろうな」


アルマが浮かべる薄暗い笑みと死んだような目の意味を正しく理解した気がする。




異端審問官たちは、どうやら組織にすら縛られない存在らしい。他の宗教を台頭させないために、あえて教会は狂ったヤツらを作っていたのかもしれないな。




アンデッドの撲滅と、創造神が残したといわれている言葉に従うためであれば、自らが所属する組織のトップ、教皇さえ排除すると言い切ったのだ。教会騎士とは別の恐ろしい武力集団である。




教会がどんなに腐っても、アンデッドに味方するといった一線を越えなかったのは、こいつらの存在があったからこそなのかも。




だからこそ欲望に溺れ、これからすべてを失うガーレンに逃げ道はない。



「話は以上だ。私は表に出る。もうお前の出番はないから、後は好きにしていろ」


映像が記録された水晶とアンデッドになる方法が記された本を持つと、アルマは部屋から出て行ってしまった。




ナディアは俺とアルマを交互に見ていたが、どうやら俺を選んだようで、ここにとどまると決めたようだった。




おとなしくしていたのは俺に証拠品を探させるためだったのだろう。




たった一人で暴れるなら対処のしようもあるが、仲間を呼ばれたら止めようがない。




異端審問官が動けばガーレンは終わるので計画は失敗していないが、多少は変更する必要が出てきた。




懐からカードを取り出して魔力を込める。呼び出し音が鳴ってしばらく待つと、ゼルマの声が聞こえた。



「何があった」

「アルマと一緒に隠し部屋を発見しました」

「証拠品はあったのか？」


興奮しているような声だった。



「ありましたが、アルマが勝手に持ち出してしまい、これから異端審問官とともにガーレンを捕まえに行くそうです」

「そうなると、派閥争いで収めるのは難しいか……教会の醜聞が広く知れ渡ることになるな」


ゼルマは内々で処分したかったようだが、それは元から無理な話である。枢機卿を失脚させたとなれば、さまざまな噂、憶測が出回るのは間違いないからだ。



「仕方がない、計画を多少変更する。私はこのことを枢機卿に報告してから、すぐにそちらへ向かう。ラルスはアルマがガーレン枢機卿を捕らえるところまで見届けろ。必要であれば協力していい」

「わかりました」


返事をすると通信が終了した。




まずは指示どおりに動くか。




近くにいたはずのナディアを見ると、いつのまにか本棚の近くに立っていた。



「アルマを追う。外に行こう」


俺はナディアと一緒に部屋を出ると、ガーレンの寝室に戻る。アルマの姿はなかった。



　探しに行くか。アルマがいるところは騒ぎになっているだろうし、すぐに見つかるだろう。


鍵を使って俺たちが侵入する前の状態に戻してから、屋敷の廊下を歩いて探し回る。ふと窓から外を見ると、中庭にアルマの姿を発見した。




黒い神官服を着て腰から剣をぶら下げた男性二人と話している。フードをかぶっており鼻から下は布を巻いて隠している。ヤツらが異端審問官なのだろう。仕事の性質上、恨まれやすいので素顔を隠しているのかもしれない。




異変に気づいた執事が中庭を走って三人に近づくと、顔を真っ赤にして話し始めたが、無視されている。




もう少ししたら警備の人間も集まってきて、想像していたとおりに騒がしくなるだろう。そうなる前にアルマと話さなければ。




窓を開けて飛び降りようとする。服を引っ張られてナディアに止められた。



「ラルス様は、どうなさるおつもりなのですか？」


振り返って彼女を見る。




俺を試すような目をしていた。



「ガーレンを終わらせるため、アルマの手伝いをするだけだ」


俺の言葉を聞いてナディアは安堵したようだ。




微笑みながら掴んでいた手を離してくれた。



「安全な場所で待機しててくれ」

「かしこまりました。お気をつけください」


頭を下げたナディアを見てから飛び降りる。落下途中で『フォールコントロール』を使って速度を緩めて、静かに着地。魔力で肉体を強化して走り出す。次第に四人の会話が聞こえてきた。



「ここはガーレン様の屋敷だ！　無断で入ってくるなど、異端審問官であっても許される行為ではないぞ！！」


年老いた執事が、上で見たときと変わらず顔を真っ赤にして怒鳴り散らしている。そんな相手に対して、異端審問官の男性二人はいたって冷静だ。



「アンデッドに関わった者がいると聞いている。その場をどけ」


ぞっとして背筋が凍るほどの冷たい声であった。




注意を無視して歩こうとするが、執事がそれでも前に立ちはだかる。




異端審問官は、それぞれ剣を鞘から抜いた。




刀身には聖刻文字が書かれていて、さらに魔力を感じる。何らかの魔法的効果が付与されているのだろう。



「どかなければ、斬る」


殺気のこもった魔力を発した二人は、執事に警告した。




少し離れた場所にいる俺ですら、肌がひりつくような圧迫感を受けているのだ。




戦闘の素人である執事が耐えられるはずがない。




力が抜けて、ぺたんと地面に座ってしまった。




心が折れて抵抗する気力が出ないのだろう。




声すら出せなくなり、異端審問官やアルマが歩き出しても止めようとしない。




ようやくアルマに追いついた俺は、近くで立ち止まる。



「邪魔をするなら、今度こそ叩き潰すぞ」


異端審問官の代わりにアルマが物騒な発言をした。




これは脅しではなく最終警告だ。




返答次第では即戦闘となる。



「俺にはガーレンがどうなったのか報告する義務がある。これから何をするのか見させてもらうぞ」


俺の話を受け入れるか考えているようで、アルマはしばらく黙っていたが、



「…………勝手にしろ」


同行する許可は出してくれた。これで最低限の仕事はできそうだ。




異端審問官たちは興味がないようで、アルマとの会話が終わると勝手に進んでいく。




その後ろをついて行くと、中庭から屋敷に入る途中で警備の兵が数名、立ち塞がった。




非常に大きな騒ぎになっていたので様子を見に来たのだろう。他を警備している兵が集まってきたのだ。



「止まれ！！」


と言われて止まるヤツらじゃない。予想していたとおり、警告を無視して異端審問官の二人とアルマは足を止めない。




素通りしようとするので警備兵は、先頭を歩く異端審問官の体を触って止めようとした。



「異端審問官である私たちの邪魔をするということは、教会に敵対することになる。それでもいいのか？」


また冷たい声で異端審問官は警備兵たちに言い放った。全身から殺気が漏れ出している。




枢機卿の屋敷で働いている警備兵たちは、たった一言で動きを止めてしまった。




異端審問官だと知ってもなお邪魔をするのであれば、彼らに捕まってしまう。その後は拷問コースからの処刑だろう。取り囲んでいた警備兵に、そんなことをされてもガーレンを守るといった覚悟を持っているヤツはいないようだ。




動かなくなった警備兵を押しのけて、異端審問官が先に進もうとする。



「お前たち！！　不審者を素通りさせるんじゃないッ！！」


邪魔するヤツはいないと思っていたが、大股で歩いてくるゴッズが残っていた。




教会騎士でもある彼であれば、アルマや異端審問官と対等に話せる……のか？



「ここは枢機卿ガーレン様のお屋敷だ！　異端審問官のような薄汚いドブネズミが入っていい場所ではないぞ！！」


いきなりケンカを売るとは驚いた。




警告と同時に剣を抜いているし、ゴッズは徹底的に抗うつもりらしい。



「お前が守っているガーレンには禁忌を犯した疑惑があり、本部で調査する。そこをどけ」


異端審問官が殺気を放つとゴッズも対抗する。それで敵対する意思があると見なしたのか、アルマは腰にぶら下げていたメイスを持ち、異端審問官の二人も剣を構える。




周囲にいる警備兵とメイドが怯えた様子で見ていた。



「もう一度言おう、そこをどけ」

「断る。私にはガーレン様をお守りする使命がある」


交渉は決裂した。異端審問官の一人が飛び出して、ゴッズに斬りかかる。



「お前たち！　この三人を止めろ！！」


後ろに下がって剣を避けながら、ゴッズは警備兵に命令したが、お互いの顔を見るだけで動こうとしない。




ゴッズの命令と、おっかない異端審問官。どっちを優先するかなんて聞くまでもなかった。



「何をしている！　早く助けろッ！！」


異端審問官の動きは速い。ゴッズは劣勢になっていて、すでに負けそうだ。




警備兵に向けて必死に呼びかけていた。




相手との実力差がわからない男は哀れだ。



「助けろって、どうする？」

「いや、無理だろう……」

「だよなぁ」


警備兵たちはお互いの顔を見ながら話し合っていた。




戦いに入っても勝てる見込みが薄いというのもあるだろうが、何より異端審問官の存在を恐れている。ゴッズに加勢したら、自分たちだけでなく家族までもアンデッドの関係者として裁かれてしまうかもしれない。そういった恐怖がすべてを上回っているのだ。




見捨てられたと察したゴッズは、救いを求めるようにして俺を見る。




首を横に振って否定した。




続いてゴッズの視線はアルマに向かうが、無視される。




ここでようやく、ガーレンを守ろうとしているのが自分だけだと理解したようだ。




絶望したような表情を浮かべると、異端審問官から距離を取り、持っていた武器を投げ捨てる。




膝を突いて頭を下げた。



「ま、待ってくれ！　降参だ！　もう抵抗しないから許してくれ！！」


命乞いをしたゴッズに当たる直前で切っ先が止まった。




後数秒遅かったら脳天を貫かれていただろう。



「ガーレンの所まで案内しろ」


拒否すれば、たとえ相手が子供であっても無感情のまま殺せそうな雰囲気がある。



「わ、わかった。こっちに来てくれ」


急いで立ち上がったゴッズは、屋敷に向かって歩き出した。異端審問官は剣を持ったまま後をついて行く。アルマも物騒なメイスを持ったままだ。




様子をうかがっていた警備兵たちは、慌ててどこかに走り去る。




この状況を仲間に伝えに行ったのかもしれない。




屋敷の中から悲鳴のような声が聞こえてきた。




大きな騒動になってきた。ガーレンの最後を見届けなければと思い、俺も屋敷に入ろうとする。が、中庭に入ってきた一台の馬車が見えて足が止まった。




敷地内にある道を無視してこちらに向かってくる。あの家紋はエルラー家のものだ。




俺の目の前に止まると同時にゼルマ、そして護衛のレギーナが飛び降りる。



「どうなった！？」


二人の枢機卿に報告してから、すぐに来たのだろう。




慌てた様子でゼルマが質問をした。



「異端審問官二名とアルマが、屋敷の中に入っていきました。これからガーレンの所に向かうところです」

「なんとか間に合ったようだな。現場を見に行きたい。案内を頼めるか？」


質問に答える代わりに、俺を出迎えに来たナディアを見る。



「私がご案内いたします」


ゼルマに一礼をしてから歩き出した。




ナディアであれば、ガーレンが会議で使う部屋も把握しているだろうし、任せて問題ない。



「ガーレンは今、子爵と今後について話し合っているそうです」


歩きながらゼルマに追加で報告をする。



「教皇ではなく貴族に助けを求めたか」

「みたいですね。お相手は任せても？」

「もちろんだ、と言いたいが、異端審問官が暴れて場をかき乱すだろう。約束はできん」


彼らは貴族に対しても強気に出るからな。俺たちが想像しているとおりにことが進むというのは、諦めたほうがいいかもしれない。




こうなったら、その場で臨機応変に対応するしかないだろう。




屋敷に入るとナディアは三階に向かう。




上に行くたびに、悲鳴や叫び声が聞こえてくる。賊が侵入してきたような反応だ。歓迎しない客という意味では同じだろうが、異端審問官のほうが質は悪い。




なんせ、ヤツらを斬り殺しても問題は解決しないからな。




むしろ異端者だと追い詰められてしまう。貴族だって逆らうのは難しいだろう。




腰を抜かして座り込んでいるメイドや動揺している警備兵を通り過ぎて、ナディアは立ち止まった。




すでにドアは開いている。




室内が見えるようになっていた。





異端審問官の二人がガーレンの前に立って何か話している。アルマは少し離れたところでメイスをちらつかせて、脅していた。






あいつは裏路地にいるチンピラか？




勢いのよかったゴッズは、部屋の隅に立っているだけ。傍観者になっているので、ガーレンの味方になることはなさそうだ。




ガーレンと異端審問官の間には、小太りで長い金髪をした若い男性がいる。複雑な装飾のある服を着ているので、こいつがガーレンの屋敷に訪れていた子爵で間違いなさそうだ。



「貴族が来ていると聞いていたが……あいつか」

「知り合いですか？」

「学院時代にな」


ゼルマにも学生だったころがあったのか……ッ！？




考えてみれば子供時代があるはずなんだが、イメージできない。



「名前はコアト。ハリー家の長男で、数か月前に当主になったばかりだ」


知り合いというのもあるんだろうが、相手のプロフィールがスラスラと淀みなく出てくるな。貴族の相手は貴族にさせるのがよさそうだ。



「我々も入るぞ」


ここはゼルマが先頭になったほうが、相手にプレッシャーを与えられるだろう。レギーナと俺はすぐ後ろをついていく。ここまで案内をしてくれたナディアは最後尾だ。




部屋に入ると全員の視線がゼルマに集まった。



「ガーレン枢機卿、お久しぶりですね」


俺からは後ろ姿しか見えないが、普段は使わない筋肉を総動員して笑顔をつくっていることだろう。




まずは和やかに話を進めるつもりか。



「お客様がたくさんいてにぎやかなようで、羨ましいです」


と、思ったら嫌みを言い出したので、最初からケンカを売るつもりだったらしい。チンピラ同士の抗争に見えてきたぞ。



「お、お前は、なぜここに！？」

「部下から面白い報告を聞きましてね。私を裏切った男の末路を見学しに来たんですよ」


口調は丁寧だが、言っていることは無茶苦茶だ。




不法侵入したうえに、お前が捕まるところを見に来ただなんて言っている。




顔を真っ赤にして怒鳴り散らそうとしたガーレンだが、異端審問官が素早く動き、のど元に切っ先を突き付ける。薄皮が破けたようで血が流れ出た。



「お前の話は本部で聞くと言っただろう。おとなしくしろ」


無感情な声だ。まだアルマのほうが、普通の人間らしく見える。



「そんな場所に行く必要はない！　お前たちの虚言に付き合う暇はないからなッ！！」


子供のようにわがままを言うガーレンを無視して、異端審問官たちは拘束しようとする。




それを貴族であるコアトが止めに入った。



「まあ、まあ、皆さん、もう少し落ち着きましょうよ」


緊張した場に似つかわしくない、のんびりとした声だ。




長い金髪をかきあげながら異端審問官に近づく。



「止まってもらおう」


それをアルマが阻止した。コアトは友好的な笑顔を浮かべているように見えるが、全身から魔力を放って威嚇している。こいつ、戦うつもりか？　それとも脅しているだけなのか？



「君こそ、どいてくれないかね？　私はガーレン枢機卿と今後について大切な話し合いがあるんだ」

「後にしろ」


貴族を相手にして強気の姿勢を崩さないアルマ。ブレないな。



「ふむ。ハリー家の当主である、この私に反抗するとはいい度胸じゃないか。教会の犬ごときが調子に乗るなよ」


コアトは素手なのに、強気な姿勢は崩さない。眉を吊り上げてすごんでいるが、アルマは動揺せず黙って見ているだけだ。



「早く、そこをどけ」


顔を近づけてアルマにプレッシャーをかけているようだが、その程度でビビるような女じゃない。もし動かせる存在がいるとしたら、それはソフィーだけだろう。




これ以上騒ぐと、この男も粛清の対象に入りそうだ。




アルマはメイスを持つ手に力を入れた。



「コアトは相変わらず短慮だな。アルマ戦闘司教、ここは私に任せてほしい」


これ以上ないタイミングで、ゼルマが拍手をしながら声をかけた。



「チッ」


気勢を殺がれたアルマはゼルマに道を譲って、後ろに下がる。




貴族同士勝手にやってろと思っていることだろう。



「ゼルマか……」

「久しいな。元気にしていたか？」


苦々しい顔をしたコアトと余裕の笑みを浮かべているゼルマ。この表情だけで学院時代に、どういった関係だったのか薄っすらわかる。




苦手意識や上下関係はきっちり叩き込まれていたことだろう。



「もう、学院時代とは違う。私は当主になったのだ。話し方に気をつけろッ！」

「奇遇だな。私も当主代理としてこの場にいる。立場としては変わらない」


ゼルマの言っていることが本当かはわからないが、当主代理であれば彼女の発言はエルラー家の総意だと思っていい。




建前上は当主と同じような扱いをしなければならないはずだ。



「嘘をつけ！　女のお前が、代理に任命されるわけないだろッ！！」

「コアト、お前こそ学院時代の気分が抜けてないようだな。今の言葉、エルラー家への侮辱と受け取るぞ？」


ゼルマの銀髪がふわりと浮かんだ。会談をしていたコアトと違って、俺たちは武器を持ち込んで部屋に入っている。




戦えばコアトが負けるのは確実だ。



「調子に乗るなよ。剣を抜けば家同士の争いになるぞ。お前にその覚悟があるのか？」


爵位は同じ子爵だが、家の力と爵位は関係ない。どちらが優位なのかは推測の域を出ないが、家単体で見ればエルラー家のほうが上だろう。なんせ、ダンジョンを二つも抱えているのだから、資金には困らないはず。戦いとなれば、潤沢な装備に兵站、そして兵が期待できる。




不安な点があるとすれば、俺が昔処分したクリストやユルゲンのような借金まみれで無能な騎士がいることだ。兵の質という一点では、もしかしたらハリー家には劣るかもしれない。



「その問いは逆に私がしてやろう。バイエン公爵家の援護が期待できない今、エルラー家と戦う覚悟があるのか？」


バイエン公爵といえばテッブスが生まれた家だ。彼が死んでから内部争いをしているはず。その影響で配下の貴族を助ける余裕はないのかもしれない。それをゼルマが指摘したのだ。



「…………」


痛いところを突かれたようで、コアトは黙ってしまった。




ゼルマは腰を落として柄に手を当てる。いつでも抜刀できる状態だ。さらに体内の魔力も練っているようで、身体能力も強化されている。




私に任せろとか言っていたクセに、実力行使かよ。




アルマに負けず劣らず脳筋じゃないか。




俺やレギーナ、異端審問官やアルマだけでなく、自分の命運がかかっているガーレンすらも二人に注目している。



「いいぜ！　小細工するのも飽きてきたところだ！」


コアトは裏で俺たちに攻撃を仕掛けていたような言い方だった。




プライドや感情が理性を上回ってしまった今なら簡単に情報を漏らしてくれそうだが、今回は時間がなさそうだな。



「お前との因縁もここで終わらせてやる！！」

「いいだろう。この私が受けて立とうじゃないかッ！」

「今度こそ俺が勝つ！」

「ほう、言ったな。また動けなくなるまで痛めつけてやる」


お互いの魔力が高まり、爆発する寸前だ。




後少し、何かがあればぶつかり合うだろう。



「ぐッ」


苦しみの声とともに誰かが倒れる音がした。後ろを見るとガーレンが倒れている。腹から流れる血が絨毯を赤く染めていた。



「ナディア……？」


驚くことに彼女の手にはナイフが握られていた。刀身が真っ赤になっている。状況から見て、彼女がガーレンを刺したのは間違いないだろう。




無表情のままナディアはナイフを投げ捨てると、メイド服をめくって腹を見せる。そこには一冊の本があった。あれは痛みと快楽を増減させる魔道書だ。隠し部屋から盗み出していたのかッ！！




ナディアが何をするのかわかる。だからこそ止めなければならない。



「やめろッ！！」


声を出しながら走り出す。異端審問官も同様だ。アルマはガーレンを助けようとして聖魔法を使う準備に入っていた。



「死ね」


短いが強い恨みのこもった声だった。




ナディアが魔道書に魔力を送る。僅わずかな量だったが、魔導書を起動させるには十分だ。




ガーレンが泡を吹いて痙攣けいれんした。アルマが『ヒール』を使っているが、痛みは引かないようで、苦悶の表情を浮かべて叫んでいる。



「いだい、いだいッ！　だすげてぐれッ！」


ナディアは異端審問官が拘束する前に倒れてしまった。体内の魔力だけでは願いを叶えるのには足りず、生命力まで持っていかれたのだろう。



「魔道書にすべてを奪われたか」


まだ呼吸はあるようだが長くは持たない。




膝を突いてナディアから魔道書を取る。もうじき死ぬだろう。最後の力を振り絞って、口が少し動いていることに気づいた。




慌てて耳をナディアの口に近づける。



「やっと仇を…………悪魔の住む世界で…………マルダ様に会い…………」


罪を犯したものは死後、悪魔の住む世界に堕とされて、永遠に続く拷問を受けると言われている。




アンデッド化したマルダはもちろんのこと、聖職者を殺したナディアも罪を犯した。教会の教えどおりであれば、死んだ先は同じ場所だ。




再会できるかもしれない。




そんな希望がナディアを支えていたのか。




だから自分が死ぬというのに、そんな安らかな顔ができるんだな。




ナディアがやったことは許されないことかもしれないが、死んだ後も大切な人と一緒にいたい。そういった想いは美しいと思ってしまった。



「傷が治っても痛みは治まらないようだ！　このままではショック死するぞ！！　ソフィーの所に行く！　お前、案内しろ！」


結局、アルマが使った『ヒール』では、魔道書の呪いまでは解除できなかったらしい。幻痛に苦しめられているガーレンは、全身に汗が浮かび上がり青白くなっている。




アルマはガーレンを持ち上げると、ゴッズや異端審問官を引き連れて部屋の外に出て行ってしまった。




ソフィーであれば助けられるだろうが、異端審問官の調査は拷問を伴うと聞いている。誰も耐えられないほどの痛みがあるといわれているので、ガーレンはこのまま死んだほうが幸せなのかもしれないな。



「さて、コアト。お前はどうするんだ？」


教会関係者がガーレンを生かすために必死に動いている一方で、ゼルマはコアトに挑戦的な笑みを浮かべていた。



「ガーレンが死ねば、教会を乗っ取る足がかりを失う。仮にソフィーが助けても異端審問官に連行されて拷問の末、殺される。お前の行動は無意味だったな」


コアトはガーレンを使って教会を支配しようと計画していた。ゼルマはそう考えているようだ。




確かに枢機卿の一人を傀儡くぐつにできれば、今までよりも貴族の影響力は高まるだろう。その推測は正しい。ナディアは復讐するのと同時に、教会を守ったのかもしれないな。



「もう私は邪魔しない。好きにするがいい」

「調子に乗るなよ」


この部屋にはゼルマの関係者しか残っていない。俺たちを殺しても目撃者はいないのだ。




それをいいことに、コアトが『エネルギーボルト』を放った。




これ自体は隣に立つレギーナが剣を振って弾いたのだが、問題はこれからだ。




別室で待機していたと思われる騎士が五名入ってきて、剣を抜くとコアトを守るようにして立つ。



「ここは学院ではない、家の力を使ってお前を潰させてもらうよ」

「全面戦争になるぞ？」

「狂ったガーレンのメイドが、お前たちを巻き込んで死んだことにすれば問題ない」


コアトの発言に騎士たちは動揺しているようにも見えるが、主人には逆らえない。




最後は覚悟を決めたような顔をしていた。



「戦え」


主人であるコアトの命令に戸惑いながら、五人の騎士がゼルマに襲い掛かった。




飛び出そうとしたレギーナを手で静止して、俺が前に立つ。



『エアハンマー』


魔法を連続して五発放ち、近づいてきた騎士たちを吹き飛ばす。たいしたダメージは与えられていないが、距離を取ることはできた。



「殺さず、無力化させます」

「任せた」

　全力を出したレギーナであれば勝てるかもしれないが、相手の騎士を殺してしまう。そうなったら家同士の争に発展してしまうが、ケガぐらいですめば深刻な問題にはならない。今回はガーレンの問題が大きすぎるので、騎士ごときのケガなんて誰も気にしないのだ。

　俺なら複数相手でも魔法を使って手加減はできるので、この場を無難に収めるために戦わせてもらおう。


聖剣を創造してから、魔力を放出して圧力をかける。




騎士たちは後ずさる。



「は、早く行けッ！」

　つばを飛ばしながらコアトが命令すると、騎士たちは剣を持つ手に力を入れた。

『アイスバインド』

　床から伸びる氷の紐が、五人の騎士にまとわりつく。逃げ出そうとして体を動かし、意識が散漫となった隙を狙って、さらに追加の魔法を放つ。

『スリープクラウド』

　狙っていたとおり、騎士たちは抵抗できずに意識を失い、柔らかい絨毯の上に倒れた。

　一瞬にして仲間を失ったコアトは口を開けて唖然とした表情をしている。


ゆっくりと歩いてコアトの前に立つと、聖剣を突き付けた。



「お待ちくださいッ！」


騒ぎを聞きつけたのか、一人の老人が部屋に入ってきた。




シワのないスーツを着ており執事のようだ。短く切りそろえた白髪から神経質そうな性格だとわかった。前回は見なかった顔だし、コアトが連れてきた執事だろう。



「これは、いったいどういった状況でしょうか？」

　老人はゼルマを責めるような口調で聞いた。

「コアト子爵が私たちを殺すために騎士をけしかけてきたので、抵抗しただけだ」

　全面的に信じたわけではないだろうが、老人は黙ったままゼルマからコアトのほうに顔を向ける。

「コアト様。本当なのでしょうか？」

「ま、待ってくれ。これには事情が！」

「では、どのような事情があれば、控え室にいた騎士が、この場で倒れる状況に発展するのですか？」

「ゼルマが侮辱してきたから攻撃したんだ！」

「ということは、先に手を出したのはコアト様で間違いないのですね？」

「ああ、そうだ！　侮辱したから殺そうとしたのだ！」

「バカなことをおっしゃらないでくださいッ！！」

　老人だとは思えないほどの大声で、コアトを叱りつけた。

「そのようなことは関係ありません。他家に騎士をけしかけようとした時点で、我々の落ち度となるのです。新しいご当主様は、その程度のこともわからないのですか？」


コアトの前に立った老人が問い詰める。言葉遣いは丁寧だが、バカにしているような言い方だ。




普通なら逆上しそうなものだが、言葉につまって返事をしない。身分とは逆に老人のほうが優位な立場でいるようだ。




小さくため息を吐いてから、老人は俺を見た。




「私は、ハリー家の前当主からコアト様の教育を任されているヘンドリックと申します。この度は、私めの教育不行き届きでご迷惑をおかけいたしました。不足は重々承知しておりますが、どうかこの老人の首一つで、この場を収めてはいただけませんでしょうか」




そう言ってヘンドリックは、深く頭を下げた。




首を斬りやすいように差し出したと考えるべきだろう。



　老人一人の命で手打ちにしてしまうと、ハリー家との禍根は残る。


特にコアトと立場を超えた関係があるようだし、今以上に険悪な関係になるだろう。



「ヘンドリック！　そんなことをしなくて——」


「コアト様はお黙りなさいませ！　貴族同士の争いを終わらせるには必要なことです。これが責任の取り方。よくご覧になっておいでなさい」




目の前の茶番劇を見て、戦う気力は削がれた。




もともと生かすつもりだったので、ヘンドリックの話を利用させてもらおう。



「私はゼルマ様を守るために戦っただけだ。そちらが手を出さないと約束するのであれば、今は引こう」


聖剣を消してからゼルマの隣に戻る。



「私も老人の首など欲しくない。この場で退くなら許そう。だが、次に剣を向けたら、そのときは見逃すことはない。わかったな？」

　最後はゼルマが警告をした。

「承知いたしました。今のお言葉、私とコアト様の胸に深く刻ませていただきます」

「ならばよい。さっさとこの場から立ち去るんだな」

「ありがとうございます」


ヘンドリックは頭を上げると、コアトを見る。文句を言いたげな彼を睨みつけて黙らせると、騎士たちを引き連れて部屋から出て行ってしまった。



「下手な芝居を見せられて気分が悪い。さっさとソフィーの所に行くぞ」


不機嫌そうに言い放ったゼルマが部屋を出て行ったので、俺たちも慌てて後を追う。




通路を歩きソフィーがこもっている場所まで近づくと、ドアは開かれていた。




ゼルマは部屋の入り口で立ち止まる。俺はその後ろから中を覗いた。



「さすがソフィーだな。呪いは完全に消えている」


どうやら痛みを増幅させる呪いは解けたようだ。




アルマがソフィーの頭を撫でていた。




近くにベッドがあり、エレノアの寝ている姿が見える。




まだ意識は戻っていないようだった。



「後はコイツを運ぶだけだな」


コイツとは異端審問官の二人に拘束されているガーレンのことだ。死んではいないが気絶しているようで、全身から力が抜けている。




ナディアが命まで使った復讐は、彼の命を奪うには至らなかったようだが、俺はそれでよかったと思っている。




この男はただ死ぬだけでは許されない。




ガーレン、お前は苦痛の果てに死ね。



「本部に戻るぞ」


異端審問官は一言だけ発すると、ガーレンを連れて部屋を出て行く。




ゼルマは止めるようなことはしなかった。




少し遅れて部屋を出ようとしたアルマが、ゼルマの前で止まる。



「後は私たちに任せてもらおう。それでいいか？」

「もちろんだ。適切に処理してくれ」

「当然だ」


ナディアや子供たちをなぶり、マルダをアンデッドに堕とすきっかけを作った罪深き男は、教会の手によって処分される。それは親族にまで及ぶだろう。ゼルマの言った適切な処理とは、それほど重い。




アルマも立ち去り、俺たちだけになる。



「結果は悪くないが計画は大きく狂ったな。教会の権威を大きく傷つけてしまった。カリウス三世がどう動くかわからんので、これから私はペラギス様たちと話し合うことにする」


教会会議まで時間がある。ガーレンの破滅が明確になった今、黙って待っている男ではないだろう。何らかの邪魔をしてくるはずだ。その対応をこれから検討すると、ゼルマは言ったのだ。



「私はゼルマ様の護衛を続けますが、ラルスさんはどうしますか？」

　レギーナが俺に聞いてきた。


アルマがいないこともあって警備が不安だ。ソフィーの護衛としてこの屋敷に残っておきたい。



「私はここでソフィーの護衛をしたいと思います。よろしいですか？」

「いいだろう。すべてが終わったら、戻ってくるように」

「承知しました」


許可が下りたので、もうしばらくガーレンの屋敷に世話になるとしよう。一応、客人として招かれているので、残ったメイドたちも拒否はしないだろう。いや、主人が捕まったので、巻き込まれる前に逃げ出しているかもしれない。




ゼルマが去ってしまったので、残っていたソフィーに話しかける。



「久々だな。元気だったか？」

「はい。ラルスさんは少し疲れているようですね」


いろいろと嫌なことを見てきたからな。




自覚はないが、ソフィーが指摘するならそうなのだろう。



「エレノア様の解呪は終わっていて、目覚めるのを待つだけです。この部屋で少し休んでいきませんか？」

「ありがとう。そうさせてもらう」

　魔物と同じかそれ以上の悪意を見て疲れたな。


ソフィーの隣に腰を下ろして休むことにした。




エピローグ　教会の騒動は終わらない





ガーレンがアルマと異端審問官に連れ去られてから一日が経過した。




拷問に耐えられず、自らの罪をすべて告白したと聞いている。根性が足りない。ヤツは攻めるのは得意でも、攻められるのは苦手だったようだ。




しばらくしたらガーレンの罪は広く知られることになるだろう。その後は、裁判からの処刑コース。




輝かしい経歴に泥を塗り、親族を巻き込んで人生を終わらせることになる。






◇　◇　◇




　俺たちはヤンに帰らず、ガーレンの屋敷に滞在していた。


ソフィーとエレノアが泊まっている部屋の前に立つ。ドアをノックしようとして手を軽く上げると、勝手に開いた。




目の前にいるのはアルマだ。相変わらず暗い目をしており、舌打ちをしてから俺を押しのけて去って行ってしまった。




いつもより機嫌が悪いな。




そんなことを感じながら部屋を見る。




エレノアはベッドに寝たままだ。ソフィーは窓際に置かれた椅子に座って紅茶を飲んでいた。テーブルには空になったカップが一つある。先ほどまでアルマが使っていたのだろう。



「おはよう。入ってもいいかな？」

「おはようございます。ラルスさんなら大歓迎です。ここに座ってください」


指定された場所は、先ほどアルマが座っていたであろう椅子だった。部屋に入って座るとクッションが少し暖かい。後ろで監視されているような気がして気分が悪かった。



「先ほどまでアルマさんと話していたんです」


質問する前にソフィーが先に教えてくれた。




これなら詳しく聞いても問題ないだろう。



「どんな話をしてたんだ？」

「最初はガーレンが犯した悪事の報告と、隠し部屋にいた子供たちの扱いについてですね」

「ああ、あの子たちか。教会が保護するのか？」

「はい。ガーレンの被害者ですから。教会が精神を快復させたら、アルマさんが責任を持って育てると決まったようです」


あのアルマが、子育てをするだと！？




いやいや能力的に無理だろッ。




途中で面倒になって追い出しそうなイメージしか湧かない。




教会は見る目がないな！　もっと人を選ぶべきだ！



「ふふふ、驚いていますね」


ソフィーは悪戯が成功した子供のように笑っていた。



「それは驚くだろ。あのアルマだぞ？」

「アルマ姉さんは、すごく面倒見がいいんですよ。施設で一緒に生活していたころは、みんな〝アルマ姉さん、アルマ姉さん〟って慕っていましたから。子供の扱いにも慣れているんです」


小さいソフィーやエレノアがアルマの袖を引っ張って、一緒に遊んでほしいと、せがむ姿を想像してみた。




嫌そうにしながらも拒否はせず、外で追いかけっこをする姿は…………イメージできない。やりそうにないなと思ってしまう。



「……なるほど。俺にはわからないが、ソフィーが言うなら正しいのだろうな」

「ラルスさんは苛烈な部分しか見ていませんからね。落ち着いたらアルマ姉さんのお家に行ってみませんか？　女性らしい一面が見られるかもしれませんよ」

「………………考えておく」


アルマのプライベートなんて知りたくもないが、楽しそうに話しているソフィーを正面から拒否するのは躊躇ためらわれたので、答えを濁にごすことにした。




これで十分だろう。




アルマの子育てについては気になる部分もあるが、今日はそんな話をしにきたわけではない。そろそろ本題に入ろう。



「それより、ソフィーはこれからどうするつもりだ？」

「エレノアさんが目覚めたら、ヤンに戻って今までどおりの生活をします」

「それでいいのか？」


ガーレンの失脚は確定。教会会議で教皇が今の立場を維持できなくなる線も濃厚だ。いや、決定と言っても過言ではないだろう。旧聖女派のペラギスは、もうソフィーを使って反旗を翻すといったことはしなくて済む。ソフィーは、使い道のなくなった道具というわけだ。




ヤンに軟禁する意味もないので、逃げ出しても必死に追ってくることはないだろう。自由に生きるチャンスが訪れたのだ。



「はい。みなさんのことが好きですから。ラルスさんはどうしますか？　もし逃げ出すならお付き合いしますよ」


俺、か……もうしばらくゼルマの騎士として活動してもいいと思っている。




彼女の近くにいれば、ヤンをどうやって開発していくのかわかるからだ。




もし間違った道に進みそうになれば、ある程度の意見は言えるだろうし、それが難しくても他のヤツらに警告はできる。オヤジたちと一緒に新天地で生活、というのも悪くはないかもしれない。



「まだヤンにいたいと思うが、アルマを暴走させた責任を取らせるとか言われたら、考えを変えるかもしれない」

「ああ、なるほど……」


当初の計画を知っていたソフィーは、言いたいことを察してくれたようだ。少し目線を下げて考え込む素振りを見せてから、再び俺を見る。



「大丈夫だと思いますよ。ゼルマ様は裏切り者や敵には厳しい対応を取りますが、それ以外には寛容な方です」


思い返せば、処分された騎士たちはゼルマの敵対者か、その予備軍。または裏切り者だった。




俺みたいにお互いを利用する関係であれば、ソフィーが言ったとおりなのかもしれない。



「それにラルスさんに手を出せば、私が本気で怒ることぐらいわかっています」


怒ると言ったときの声や目は、普段のソフィーとは違って暗いものだった。見ているだけで恐怖心が湧いてくる。そんな不気味さを感じるものだ。



「ゼルマ様は、私たちを敵に回すような動きをする方ではありません。ラルスさんは心配しすぎです」

「たしかにな」


ギフトを所持している俺と元聖女のソフィーを敵に回すようなことを、今のゼルマがするとは思えない。ソフィーの言うとおり、簡単には切り捨てられないだろう。




ゼルマたちの話はもう十分したので、ベッドに目を向ける。




まだ眠り続けているエレノアについて聞くことにした。



「それで、いつ目覚めるんだ？」


現在、エレノアの立場は非常に危うい。




毒を飲んでまで教皇を拒否したことで、教皇派から強い抗議を受けていると聞いている。このままだと、ソフィーのように聖女の立場を追われることになるだろう。だが一方で、エレノアを擁護する人間もいる。




ペラギスやノアたちだ。




配下の司教たちを集めて、強引に結婚を進めようとした教皇を糾弾しているのだ。ガーレンがどでかい不祥事を起こしたので、教皇派に味方する人たちは少ないらしい。離反する者も出ていると聞いている。




そんな教皇を責めるやつらの合い言葉が、「聖女エレノアの気持ちを考えず、政治利用したカリウス三世を許すな」らしい。ソフィーを利用しようとしたペラギスや、エレノアを使って派閥を立ち上げたノアが言っているのだから、笑えない。




誰もが聖女を個人として見ていない。便利な道具といった扱いだ。



「もうすぐですよ」

「そうか……もし目覚めたら、今の情勢を伝えてほしい」

「わかりました。ただ——」

「どうした？」

「起きたらラルスさんにも会いたがると思いますから、お見舞いに来てくれますか？」

「必ず来るよ」


ソフィーから、お見舞いという提案が出てくるとは思わなかった。エレノアのことは気になっているので、言われなくても来るつもりだったぞ。



「ありがとうございます。きっと、喜ぶと思います」


そう言って笑顔を返された。




これで話したいことは終わった。




眠りっぱなしの女性がいる部屋に、いつまでも滞在するわけにはいかない。恋人でもない異性に寝顔なんて見られたくないだろうからな。



「また来る」

「はい。お待ちしていますね」


別れの挨拶をしてから部屋を出て廊下を歩く。




飾られていた絵画などは教会に没収されてしまい、壁には何も残っていない。他にも貴重品はすべて持って行かれたようだ。




財産はすべて没収とは、なかなか教会も強欲だなと感心する。




働いているメイドや警備兵たちは、もうすぐこの屋敷からいなくなるだろう。この屋敷の手入れをする者は誰もいなくなり、どこかの金持ちに売却されるはずだ。




いつかはガーレンが行った悪事も忘れ去られていくことだろう。




夕方ぐらいになればソフィーやエレノアの様子を見るため、ゼルマもこの屋敷にやってくる。




そのときに今後について話し合い、次の行動が決まるはずだ。



「次は教皇だ」

　聖女の二人を苦しめたお前を許すつもりはない。

　俺たちが自由を手に入れるためにも、必ず破滅してもらうからな。


特典ＳＳ　ゼルマの護衛たち




　王都アクラに向かう途中、俺、バウルは貴族の馬車を護衛しながら先頭を歩いていた。隣には、同じように雇われた冒険者の男が二人いる。

　一人は背が低く、前髪で目が隠れている男——フェン。小柄な体格を活かして素早く敵の懐に入り込み、ナイフで攻撃するのを得意としている。


ほかにも罠の解除や地図の作成、料理もできるので役立つのだが、口を開けば下品なことばかり言うのが欠点だ。パーティに女がいたら、すぐに手を出すほどの女好きである。



「貴族の女、いい匂いがしたよなぁ。一度でいいから抱いてみてぇ」

　さっきから同じようなことばかり言っていて、聞き飽きてしまった。

　ゼルマに手を出したら、股にぶら下がっている粗末なものを切り落とされて終わるぞ。

「俺はあの女騎士が好みだ。胸が大きくて抱きつきたくなる」

　もう一人は背が高く、巨大なハンマーを振り回す男——ダンだ。こいつは脳まで筋肉になっているようで、すぐに話に乗せられて騙されてしまう。娼婦にハマったときなんて、妹の治療費とが必要だと言われて全財産を渡したほどである。


心が優しいといえば聞こえはよいかもしれないが、女にだらしないだけである。どうやら巨乳派らしい。どうでもいい情報だな。



「巨乳といったらソフィーもそうだったな」

「ああ、あの女も最高だ。二人とも俺の女にしてぇ」

「俺はエレノアのほうが好みだからケンカせずに楽しめそうだ」

　何が楽しいのかわからないが、二人とも下品な声を上げて笑っていた。

　教会騎士に聞かれたら斬り殺されても文句は言えないぞ。

　巻き添えを食らいそうなので、そろそろ注意するか。

「くだらない妄想はそのぐらいにして、仕事に集中しろ」

　二人とも俺を見ると睨にらんできた。

　ほう、この俺にケンカを売るとはいい度胸じゃないか。

「何か言いたそうな目をしているな？」

　睨み返しても効果はなかったようだ。

　フェンがナイフを取り出し、ダンが背負っていた鉄で作られたハンマーを持つ。

「魔物が出たかもしれない！　俺たちが先行するから、止まってくれ！」

　誰も疑うことなく、馬車が止まった。

「付いてこい。誰もいないところで、教育し直してやる」

　歩いて行くと二人は無言で付いてきた。

　道を外れて近くにあった森に入っていく。少し進み、馬車が見えなくなった途端、後ろからナイフが飛んできた。

　不意打ちされることぐらい予想の範囲内だ。首を傾けて避けると振り返る。

「死ねぇぇ！！」

　なんで注意しただけで殺されなければいけないと、考えても無駄だ。底辺の職業である冒険者に常識なんて通用しないからな。


ゼルマの騎士にまでなったラルスが例外なだけで、本能で生きているヤツがほとんどだ。考える前に行動してしまう。



「お前が死ね！」

　という俺も似たようなもんで、反抗的なヤツは言葉ではなく暴力で躾けることにしている。


体内で魔力を練って身体能力を強化すると、横に移動して避けてから、剣を抜く。




まずはダンがターゲットだ！




地面にめり込んだハンマーを引き抜こうとしている腕を斬り飛ばす。



「いだぁぁぁああッッ！！」


叫んでいる隙に、顔面を剣の柄頭で殴る。




顎が砕けて歯が何本か飛び散った。




しばらく、硬いものは食えないだろう。



「てめぇ！　やりやがったな！」

　両手にナイフを持ったフェンが突進してきた。

「先に手を出したのはお前たちだろ」

　土を蹴ってフェンの顔面に当てる。目が潰れて足が止まった隙に近づくと、膝を顔面にめり込ませた。

「ブフェッ」

　小柄なこともあって勢いよく後ろに転がり、木に当たってのたうち回っている。

　痛みに弱すぎるだろ。

　こいつら、本当に冒険者か？

「二度と逆らえないように教育してやろう」

　冒険者は舐められたら終わりだ。

　相手が魔物でも人間関係ない。

　やられたら、命を懸けて徹底的に仕返しするべきなのだ。

　フェンが落としたナイフを拾うと、腕から血が流れ出ているダンの目に突き刺した。顎が割れているので、叫び声さえ上げられない。ナイフを引き抜いて、次はもう一方の目に突き刺す。痛みに耐えられなかったようで、ダンは泡を吹いて死んでしまった。

「この程度も耐えられないとは情けないな」


血がべっとりと付いたナイフをぶら下げながら、フェンにゆっくりと近づく。



「や、やめてくれ！」

「なぜだ？　先にケンカを売ったのはお前たちだぞ」

「悪かった！　謝るから許してくれ！」

「相手の力量もわからずケンカを売り、負けそうになったら命乞いか」

　腰を抜かして座ったままのフェンと、目線を合わせるためにしゃがむ。

「お前は魔物が謝ったら許したりするか？」

「え、かわいい女だったら魔物でも許しますね」

　この期に及んでそんなことを言いやがった。

　女好きにもほどがあるだろ……。

「それより、旦那はお強い！　さぞ、有名な冒険者なのでしょう！」

　折れた鼻から血を流し、作り笑いをしながら、フェンは俺の機嫌を取ろうとしていた。

　お前、集合場所で自己紹介したのに忘れやがったな。いや、そもそも話を聞いていなかったのかもしれない。

　女にだらしなく、仕事もまじめにこなさない。

　こいつらがいても足を引っ張るだけで役に立たないだろう。

「そうだな。ある意味、有名だった」

　クルトを中心に活動をしていた俺は、同業の冒険者にケンカを売りまくっていた。自分は強い、根性がある、冒険者のトップになれる、そんな虚栄心にとりつかれていたのだ。

　死んでも戦うことを信念に、人間と魔物の両方と戦い続けた結果、誰にでも噛みつく狂犬と呼ばれるほどにまでになった。

　若気の至りだ。思い返すと恥ずかしい。

　今は落ち着いたので俺からケンカを売ることはないが……。

「無能なのも、無力なのも、ついでに下品なのも許そう」

「へへッ、ありがとうございます」

　自分は助かったと思っているようだが、それは違う。

　話は最後まで聞け。

「だがな。仲間を攻撃するようなヤツはダメだ。それだけは許せない」

　些細なきっかけ一つで、裏切るようになるからな。

　フェンの喉にナイフを突き刺してから立ちあがる。

　なんで？

　そう言いたそうな目をして死んでいた。

　これで教育は終了だ。来世では、まともな人生が送れるだろう。

「危険分子は排除できたな」

　先を急ぐ旅だ。魔物に出会って二人は死んだと言えば詳しい調査はされず、終わるだろう。


冒険者なんてその程度の存在なのだ。どんなに強くても、消耗品ぐらいの扱いしかされない。




俺は、それでいいと思っている。




消耗品だからこそ、後先考えずに思いっきり強敵と戦えるからな。




いつか噂のダンジョンマスターとも戦ってみたいものだ。








万能の魔法剣士は真の能力を隠して田舎暮らしを目指す５〜貴族の令嬢や聖女様に目をつけられて理想の生活が遠のいてしまったのだが！？〜







２０２２年５月27日発行







発行者：わんた




発行所：わんた文庫




連絡先：https://twitter.com/123wanta




お問い合わせ、誤字報告などはＤＭにてお願いいたします。







本書の無断複製、複写、ネットオークション、フリマアプリなどへの出品を禁止させて頂きます。



OEBPS/Images/embed0000.jpg
FREDEARMTFEORNZERLTEEELLEZERY

~HBEOTEPELRICBE DO TEBOEENREDONTLESOEM ! 7~






OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		プロローグ 教会 の 内情


		王都 アクラ へ


		旅路


		枢機卿 との 対面


		リッチ 討伐


		エレノア の 覚悟


		ガーレン 枢機卿 の 秘め 事


		エピローグ 教会 の 騒動 は 終わら ない


		特典 Ｓ Ｓ ゼルマ の 護衛 たち









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








